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第一章　鬼灯




　花嫁は夫のことをまだよく知らない。

　千ち代よ田だ区にあるラグジュアリーホテルのスイートルームからは、皇こう居きょ外がい苑えんと東とう京きょうタワー、ジオラマのような高層ビル群に、富ふ士じ山さんまで眺めることができる。

　真下に見える八階の空中庭園には、結婚式の招待客が集まっていた。

「奈な子こ」

　低い声に呼ばれて振り向く。

　アンティーク調の暖炉に寄りかかって、腕組みをした鬼ほお灯ずき宗そう一いち郎ろうが奈子を見つめていた。

　クラシカルなモーニングコートで正装した宗一郎は、めまいがするほど洗練されている。共布の黒いベストがノーブルで、ベージュのクレリックシャツはスマートだった。ダークネイビーのネクタイを結び、袖口にはシルバーのカフスボタンを留めている。均整の取れた体たい躯くも、長い脚で歩く身のこなしも、誰にも文句はつけられない。

　宗一郎は大股で部屋を横切ると、立ち尽くす奈子の左手を取って薬指にキスをした。

「綺麗だな」

　奈子は返事に困って頬を赤くする。

　もしも今、この完璧な男の隣に並べるくらい綺麗に見えるとしたら、それは宗一郎が高級ブランドに作らせたウエディングドレスのせいだ。オフショルダーのロールカラーとエレガントなバックリボン、可憐で凛としたＡラインのシルエットはどこの誰が見ても幸せな花嫁にしてくれる。

　奈子は背の高い宗一郎をまつげの下からそっと見上げた。

　真っすぐな鼻び梁りょうとアーモンド型の目をした宗一郎は、窓から差す日の光で濃い陰影ができるほどはっきりした顔立ちで、黒い髪をオールバックにするといつも以上にハンサムだ。

　胸がキュッと苦しくなり、奈子は顔をしかめた。

「宗一郎さん」

　奈子の卵型の輪郭をたどる指先に手をかけて押し留めると、宗一郎が怪け訝げんそうに片眉を上げる。奈子は祈るように囁ささやいた。

「今から婚前契約書に書き足したいことがあるんです」

「ああ、そのことなら」

　宗一郎はもう一度奈子の顎あごを掴んでキスをし、悪魔のように美しく笑った。

「顧問弁護士に伝えるといい。俺の要求はすべて承諾してもらっている。きみのどんな望みでも叶かなえるよ」

　奈子は前髪を直すふりをしてうつむいた。宗一郎のキスを打ち消すみたいに、きつく唇を噛む。

　奈子がなにを願うのか、宗一郎は聞こうともしない。

　才能と家柄、富と権力と優れた容姿を持つ鬼灯宗一郎なら、大抵のことは思い通りになるからだ。

　奈子を妻にすることだって簡単だった。

　だけど結婚式が終わってしまったら、奈子の憧れはもう叶わないのに。ふたりはこれから契約によって結ばれる。

「さあ、行こうか」

　花嫁は小さく頷うなずいて、差し出された手を取った。




＊　＊　＊




　金きん木もく犀せいが香る夕焼けの並木道を、ドイツ製の高級車でもう五分以上走っている。

　鬼灯家の所有する紫ふじ染ぞめ邸ていがどこにあるのか、奈子にもはっきりわかっていなかった。なんでも鬼灯家の数あるお屋敷のうち、本邸を除けばもっとも格式高い邸宅だそうで、紫染邸に招かれることは、日本政財界で名を成した証あかしともいえる。

　奈子は窓の外に目を向け、まだ緑の深いイチョウの木の下で忙せわしなくすれ違う車を見ていた。

（あれは『ホーズキ自動車』のＳＵＶ、そのうしろは人気のスポーツセダン、さっき信号を曲がったのは新型のハイブリッド車。次も、次も、また次も、みんなホーズキ自動車ばっかり）

　鬼灯家が創業した『鬼灯グループ』の中核を担っているのは、日本を代表するメガバンクに数えられる『あかり銀行』、国内医薬品メーカーで最大の特許資産を有する『鬼灯製薬』、そして世界的ＩＴ企業『ホーズキ』の主要三社だ。その他にも自動車、化学、海運、不動産など、さまざまな事業を展開している。

　奈子もあかり銀行の口座で給与を受け取るし、鬼灯製薬の鎮痛薬を飲むし、バッグの中にあるのはホーズキのスマートフォン端末だ。

　でもまさか、京友禅の着物を装い、鬼灯家の私邸を訪れることになるなんて思いもしなかった。

　それも、鬼灯宗一郎と政略結婚をするとは。

　奈子は膝の上でギュッと両手を握った。

　父の茅かや島しま行ゆき高たかが初めて紫染邸への招待を受けたのは、六年前、あかり銀行の頭とう取どりに任命された時だとか。

　宗一郎は鬼灯本家の長男で、今年の春、ホーズキの社長に就任している。

　けれど由緒正しい家柄の眉び目もく秀しゅう麗れいな御おん曹ぞう司しでも、三十四歳の若さではまだ敵も多いらしい。支持を盤ばん石じゃくにするため、ホーズキとあかり銀行の業務提携を結び、ついでに頭取と縁戚になっておきたいというわけだ。

　だから奈子と結婚する。

　ドイツ車が静かにスピードを落とし、大きな数す寄き屋や門もんの前で止まった。切きり妻づま屋や根ねの下で、トップハットを目深にしたドアマンがふたり並んで立礼している。

　奈子は緊張で胸が苦しくなった。

（お父さんってば、ただ会ってみるだけだなんて。ほんとに調子がいいんだから）

　行高はこれをしかつめらしい古風なお見合いではなく、カジュアルな紹介くらいのものだと言った。お互い恋人がいなくて、気が合うのなら、交際してみればいいと。鬼灯宗一郎は誠実で、賢くて、才能があり、家柄もよく、武術に優れ、すべてにおいて文句のつけられない、理想の結婚相手だから。

　ふたりが出会いさえすれば、奈子が宗一郎を好きにならないとは考えてもいないみたいだった。行高は宗一郎に心酔している。つまるところ、その完璧な宗一郎が愛まな娘むすめの奈子を好きにならないわけがないとも考えている。

　だけど、奈子はふつうの会社員だ。

　なにかと甘やかそうとする父と反対に、母は娘に自立することを教えてくれた。

　十歳になったばかりの奈子に投資を学ばせたのも、メガバンクに勤める父ではなく、母の方だ。

　奈子は勉強が嫌いではなかったし、本を読むことについては、ほとんどの夜とお小遣いを費やしてしまうくらいには好きだった。たまに父が根を詰める奈子を連れ、乗馬をさせ、オペラを見せ、ヨットに乗せて海へ出た。

　大学生になった奈子はアルバイトを始め、少額ずつだったけれど、両親に学費と生活費を返済する計画を立てた。アジア最大の証券会社である『烏丸からすま証券』に入社してからは、郊外のアパートに部屋を借りてひとりで暮らしている。

　だから奈子は、いくら仲人と両親が同席しないからといって、淡い藤色の訪問着を着付けられ、広大な敷地に建つとんでもない豪邸に招かれることを、ただ会ってみるだけのカジュアルなお見合いだとは思えなかった。

　でも、ドアマンの仕事は奈子の言い訳を聞くことではない。

　ためらう余地もなく外側から後部座席のドアが開けられると、奈子は慌てて運転手にお礼を言った。帯がつぶれないように気を付けながら差し出された腕を取り、めまいをこらえて車を降りる。

　微かなベルガモットの香りが奈子の心を引いた。

「ありがとうございます」

　手を貸してくれたドアマンをなにげなく見上げ、ギョッとして背を正す。右足を引いて膝を折り、深く礼をした。

「はじめまして、茅島奈子と申します」

　男が片眉を上げる。

　奈子はゆっくりと姿勢を戻し、男の端整な顔を遠慮がちに見返した。

「あ、あの……鬼灯宗一郎さんですよね」

　悪事を見み咎とがめられた小さな男の子のように、宗一郎がいたずらっぽく肩を竦める。

「失礼、さすがは茅島頭取のお嬢さんだ」

　なんと答えていいかわからず、奈子は口を引き結んだ。

（からかわれてるのかな。こんなに見た目がよくて、なんで気が付かれないと思うの？）

　ドアマンが偽物だということは、奈子が頭取の娘でなくてもわかる。鬼灯宗一郎の写真は、経済誌やネット記事を探せば簡単に見つかるのだから。

　それに、もうひとりのドアマンが燕えん尾び服ふくとトップハットで正装しているのに対し、宗一郎が着ているのはタキシードだった。正式なドレスコードでは、タキシードとトップハットは合わせない。おそらく帽子だけ拝借したのだろう。

　だいたい、たとえドレスコードを知らなかったとしても、鬼灯宗一郎がその辺に立っているだけで、誰もがパッと目を引かれるに決まっている。長い脚に均整の取れた体躯、抜きん出た気品と精せい悍かんさは、どうやったって隠しようがない。

「烏丸証券にお勤めだそうですね。優秀なアナリストだとか」

「とんでもないです」

　奈子は手短に答えた。宗一郎がトップハットを脱いで本物のドアマンに返し、黒い髪を片手で無造作に直す。

「あなたの書いた企業調査レポートを読みましたよ」

「えっ」

　目を丸くする奈子に、片頬で笑った宗一郎が改めて腕を差し出した。

「大変興味深かった」

　企業の収益力や財務状況を調査分析したアナリストレポートは、烏丸証券から機関投資家に向けて公開されている。ホーズキ社長の宗一郎なら奈子の書いたレポートも簡単に入手できるはずだけど、まさか仕事ぶりを調べられているとは思わなかった。

　奈子は宗一郎の肘ひじに手を添え、数寄屋門の下をくぐった。

　門の奥は立派な日本庭園で、石組や広い芝生、池ち泉せんの水みの面もを揺らすライトアップにモダンな大正時代の雰囲気が漂う。

　フットライトに照らされた苑路を歩きながら、奈子はそっと宗一郎の横顔を見上げた。頬骨は高く、鼻梁は真っすぐで、薄暗い逢おう魔まが時どきにはこの世ならざるものかと思うほど美しい。

　奈子は眉をひそめた。

「あの、どうしてドアマンのふりをしていたんですか」

　奈子が気付くまで黙っていたのも、タキシードにトップハットを被ったのも、わざわざレポートを読んでいたことも、鬼灯家の花嫁を選ぶための審査に違いなかった。鬼灯宗一郎は奈子を試している。

「どうして？　そうだな」

　宗一郎はほんの少し考え、ふと目を細めて奈子を見下ろした。

「俺の名前さえ知らないきみと、出会ってみたかったからかな」

　奈子はきょとんとして口を噤つぐんだ。

　宗一郎と奈子は政略結婚をする。

　行高の調子のよさには呆れた奈子でも、たとえこの婚約に父の気が向かなかったとして、そもそも鬼灯家の申し出を断れるはずがないことはわかっていた。破談にしたら、行高は頭取ではいられなくなる。

　もっとも奈子が迷った末に、抵抗もしないで鬼灯宗一郎に会うと決めたのは、仲のいい両親がお見合い結婚だったからだ。

　ずっと、父と母みたいな結婚がしたいと夢に見てきた。

　本当はいつか好きになった人と結ばれるのだと思っていたけれど、これが鬼灯家に強いられた婚約で、少女の頃の理想と違うからといって、奈子は人質のようにお見合いをさせられるのではない。よい政略結婚にするため努力をするつもりだ。

　でももし、奈子が頭取の娘ではなく、名前も知らない宗一郎と出会って、好きになり、結婚することになったとしたら、ふたりはどんな恋をしていただろう。

（宗一郎さんも、同じように考えてくれているのかな）

　胸がキュッと締めつけられ、奈子はこっそり顔を伏せた。

　宗一郎が奈子を連れてきたのは、回遊式庭園から直接通じるテラス付きの広い洋室だった。シャンデリアのやわらかい光がダークグレーの石張りの床を照らし、アンティーク調の大きなテーブルにはバラと蔓つる梅うめ擬もどきのいけばなが飾られている。

　部屋の奥にはクラシカルな花柄のソファと、ガラス扉がついた本棚が置かれていた。金箔が施されたおしゃれな装丁の洋書に、奈子はついうっとりする。

「本がお好きのようですね」

　奈子を椅子に座らせながら、宗一郎がからかうように片眉を上げた。頬を赤くした奈子は、慌てて本棚から目を逸そらす。

「ごめんなさい。大学では英文学を専攻していたので、気になって」

「いつか本邸の書斎を案内しよう。あれはただの飾りなんだ、退屈で仕方がない時に読む」

　宗一郎がいかにもうんざりした顔をするので、奈子は思わずほほ笑んでいた。随分と贅ぜい沢たくな退屈しのぎだ。

「本棚にあるものをみんな読んでしまったんですか」

　宗一郎が肩を竦める。

「あらすじを話そうか、一冊につき三分でいい。食事を終えるまでには、きみも本棚にあるものをみんな読んだ気になれるよ」

　ふたりは大きなテーブルで向かい合わせに座ると、シャンパンで乾杯し、次々と運ばれてくる料理を楽しんだ。

　宗一郎は事実、すべての本の概要を覚えていた。しかも興味を駆り立てるように説明するので、奈子は結末を聞いてしまわないために、途中で制止しなければならなかった。

　なかには奈子が翻訳を読んだことのあるものも混じっていたのだけれど、それにしても、ずっと宗一郎に話していてほしかった。

　宗一郎がふと顔をしかめる。

「待てよ、英文学を研究していたなら、きみもいくつかは知っているな。論文ではなにを？」

　奈子は宗一郎にドアマンを偽られ、仕事ぶりも探られていたので、ちょっとした仕返しのつもりで深刻に眉を寄せた。

「五作くらいは。宗一郎さんでも、私が大学時代に書いた論文までは、調べられなかったんですね」

　宗一郎が負けを認めるように頷く。

「すまない、力不足だ」

　奈子はおかしくなって笑った。

「オースティンです。イギリスの結婚について」

「なるほど。俺は二作しか知らないけど、どちらも名家の令嬢が英国紳士と結婚した」

「宗一郎さんは、イギリスに行ったことがありますか」

「祖父の友人と一緒に、スコットランドでゴルフをしたことがある。あとは仕事で何度か」

　奈子は目を輝かせた。

「私も、セント・アンドリュースには行きました。高校生の頃、姉が連れていってくれたんです。お城を見て、バグパイプを聞いて。本当はグレトナ・グリーンにも立ち寄りたかったんですけど……」

　ハッとしてまつげを伏せ、慌てて言い訳を探す。

「……時間がなくて」

　宗一郎が鱈たらのポワレを切り分けながらなにげなく言った。

「ああ、そっか。結婚の聖地だ」

　奈子は口を引き結ぶ。

　イングランドでは十八世紀、両親の承諾がある二十一歳以上の男女にしか婚姻が認められなかった。親に反対されたふたりは法律の及ばないスコットランドへ馬車を走らせ、イングランドからいちばん近いグレトナ・グリーンの鍛か冶じ屋やに駆け込んで、金かな床とこを前に永遠の愛を誓う。

　グレトナ・グリーンで結婚式をすることは、幼い奈子の夢だった。だから、すぐそばへ立ち寄りはしても、鍛冶屋へは行かなかったのだ。

　いつか好きになった人と来たかったから。

　もう十年も前のことだ。夢見がちな少女だったとわかっている。今までくよくよと悩んでいたわけではないのに、宗一郎を目の前にして、どうして思い出してしまうのだろう。

　宗一郎が小さく首を横に振る。

「俺も行ったことはないけど」

　奈子はこっそり目を伏せた。政略結婚をする以上、おとぎ話のような憧れは秘密にしなければいけない。

　でも奈子にとっては、宗一郎がグレトナ・グリーンを知っているだけで、なぜか奇跡みたいにうれしかった。

　宗一郎の話し方は洗練されていて、低い声は気品に満ち、食事の作法も完璧で、ほんの少しの沈黙さえ優しい。

　いつの間にか奈子の緊張はやわらぎ、フルコースを前菜からデザートまでしっかり味わっていた。美味しい紅茶で上機嫌になる奈子を、宗一郎が眩まぶしそうに見る。

　庭園はすっぽりと夜に包まれ、空には星が浮かんでいた。

「茅島奈子さん」

　宗一郎が急に真剣な顔をするので、奈子は慌てて姿勢を正した。火ほ照てった頬を秋の冷たい夜風がなぞる。

「俺はきみと結婚がしたい。どうか、俺の婚約者になってくれませんか」

　奈子は宗一郎を真っすぐに見つめた。

　宗一郎なら、本当は、奈子にお願いなんてしなくていい。ただ結婚をすると決めれば、茅島家は鬼灯の権威に逆らえないのだから。宗一郎は奈子に婚約を命令することもできたのに、強いるのではなく、乞うている。

　宗一郎の誠実さは奈子の胸をキュンとさせる。少女だった頃の幼い憧れが遠ざかり、今、現実は宗一郎のかたちをしていた。

　奈子は決して、夢を叶えてくれる王子様を待っていたのではない。多分、夢を手放してもいいと思えるくらい、好きになれる人を探していた。

（宗一郎さんが、その男ひとなのかもしれない）

　奈子は膝の上でギュッと両手を握り、かしこまってお辞儀をした。

「よろしくお願いします」

　宗一郎が満足そうに頷く。

「こちらこそ」

　婚約の成立を合図に、部屋の奥に控える給仕がベイビーブルーの証書入れを恭うやうやしく運んできた。

　宗一郎が受け取り、表紙を開いて奈子の前に広げる。

「婚前契約書は整えてある。よく読んで、不満があれば顧問弁護士に連絡してくれ」

　奈子はきょとんとして契約書を見下ろした。初めの一文を正確に読み上げる。

「鬼灯宗一郎（以下、甲という）と茅島奈子（以下、乙という）は互いの円滑な夫婦生活のため、婚前契約を締結する」

　続けてお互いの仕事と生活費の取り決め、家事育児の分担、浮気や暴力があった時の対処、離婚する際の財産分与や、鬼灯家の後継問題まで、簡潔な文章で明快に記されている。

「乙は入籍日から一年以内に甲の子どもを妊娠するよう努める。期限を過ぎても兆きざしが見られなければ、双方、不妊治療に協力する」

　奈子はまばたきをして契約書から顔を上げた。

「私が宗一郎さんの子どもを妊娠するってことですか、一年以内に」

　宗一郎が眉を寄せ、困ったように奈子を見返す。

「もしかして、きみは子どもをつくりたくない？」

　つくりたいか、つくりたくないかと聞かれれば、奈子は正直に答えた。

「いつか欲しいと思っています」

　宗一郎はにっこりした。

「よかった。それなら、問題はない」

　テーブルの上に両肘をついて、長い指を組み合わせる。

「書いてあるのは、きみが言ったのと同じことだ。俺たちは、いつか、子どもができるように努める。双方の要求に相違はない。俺には鬼灯家の跡継ぎを育てる責任があるから、急せかされる前に方針を決めておきたいだけなんだ。きみはなにも心配しなくていいよ」

　奈子は心配になった。

　いつか子どもをつくるためにふたりがなにをするとしても、宗一郎の考えでは、ただの申し合わせらしい。体を重ねても、妊娠に期限を設けても、すべては取るに足らない些さ末まつなことだと。

　奈子だって、鬼灯家に嫁ぐ以上、きっと跡継ぎを期待されるとわかっていた。

　でも初めて会った夜に婚約を決め、さらに子どもをつくる時期まで契約するなんて、まるで政略結婚みたいだ。

（……確かに、政略結婚だけど。私がまだ夢見がちってこと？）

　宗一郎がちっとも気おくれせず、とっても堂々としているので、戸惑ってしまう奈子の方が、少女のように駄々をこねている気分にさせられる。

「もちろんきみは仕事を続けてもいいし、子育てに専念してもいい。きみが望めば、メイドもシェフも家庭教師も雇える。配偶者に与えられる資産については、附則の方に詳しく書いてあるよ」

　奈子は契約書をひっくり返して宗一郎に見せ、財産分与の項目を指さした。挑むつもりで問い詰める。

「たった今、結婚することを決めたのに、もう離婚の約束をするんですか」

　宗一郎が肩を竦める。

「俺ときみは離婚しない。財産分与の取り決めは形式だけのことだ」

　奈子は黙って手を引っ込めた。

　当然、宗一郎はこれから今よりもっと莫大な資産を築くことになる。トラブルを避け、奈子を守るためにも、事実、重要な項目ではあった。

　しかも宗一郎は、今すぐ契約書にサインを求めているのではない。奈子に考える猶予を与え、仲介に顧問弁護士を立てている。

　奈子は顔をしかめて書面を見下ろした。

「それなら、弁護士っていうのは？」

「ああ、失礼」

　宗一郎がタキシードの内ポケットから名刺を抜き取り、婚前契約書の隣に置く。

「佐さ竹たけという。頭のいい男だ」

　奈子はついになにも言い返せなくなった。宗一郎が椅子から立ち上がり、口を引き結んだ奈子に優しく左手を差し出す。

「車まで送ろう。今夜は楽しかった、また連絡する」

　笑った宗一郎は悪魔のように美しかった。
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　宗一郎はホーズキ自動車の黒いラグジュアリーセダンに乗り込むと、運転席の佐竹からすぐにタブレットを受け取った。

　茅島奈子と会っている間に更新された情報に目を通しながら、長い脚を組み、次のアポイントメントの相手に電話をかける。『鬼灯中央研究所』の社長を務める八や雲くも京けいはツーコールで応じた。

「待たせて悪い。今から向かう」

《早すぎだろ、お見合いって聞いてますけど。ちゃんと話をしたんですか》

　京はイギリスの名門大学で量子力学を研究した後、当時ホーズキの常務取締役だった宗一郎の秘書をしていた。今ではホーズキの最高技術責任者ＣＴＯを兼任していて、宗一郎にとっては、四歳下のいとこでもある。

「もちろん。契約は取りつけた」

　京が電話の向こう側でため息をついた。

《後悔しないでくださいよ》

　宗一郎は忠告を聞き流して電話を切ると、いくつかのメールにすばやく返信を済ませた。佐竹がバックミラーに映る宗一郎をちらりと確認する。

「いかがでしたか」

　宗一郎は顔を上げなかった。そのまま最新の報告書を読み始める。

　鬼灯中央研究所は五万量子ビットを超えるコンピュータの開発に成功していた。モバイル決済やＡＩ投資、スマートフォン端末による一括した資産管理など、情報通信技術と金融サービスを結びつけたフィンテック事業のため、ホーズキとあかり銀行にとっても、重要な役割を担っている。

　だから茅島奈子との婚約が双方合意の下に成立したのは、いい兆しだった。あかり銀行とは友好的に事を進めたい。

　宗一郎はタブレット画面に表示された数式を目で追いながら、佐竹に次の仕事を指示した。

「婚約は進めておいてくれ。茅島頭取への連絡も任せる」

「かしこまりました。結婚式までのスケジュールは整えてあります」

　それきり黙り込んで計算を続ける。車が赤信号で止まると、いつもは決して宗一郎の集中を妨げない佐竹が、また話を始めた。

「ところで、私がおうかがいしたのは、あなたの妻になる女性のことなのですが」

　宗一郎はパッと頭を上げた。

「妻？」

　佐竹が少し下がった目尻でにっこりとほほ笑む。

「ご婚約おめでとうございます。運転手としましては、お仕えする主人の配偶者になられる方ですから、お人柄をおうかがいできればと」

　宗一郎はムッと口を引き結んだ。

　結婚をすることにしたからといって、婚約者の人柄を聞かれるとは思ってもみなかった。答えを捻ひねり出すのは苦労する。

　宗一郎はタブレットを隣の座席に置き、腕を組んで茅島奈子のことを考えた。

　年齢は二十七歳、あかり銀行頭取の茅島行高の次女で、烏丸証券に勤めている。事前に入手していた奈子の企業調査レポートは明快かつ的確で、宗一郎が読んでも興味深いものだった。

　はっきりとした幅広の二重に薄い唇の上品な顔立ちをしていて、ベージュブラウンの髪は背中に届くほど長く、すらりとした手脚が華奢なことも知っていた。

　奈子がわざわざドアマンの目を見て礼を言うような令嬢でなければ、もっとたくさんのことがわかっただろう。身分を明かさないまま優位に立ち、茅島行高の娘を試すには絶好の機会だった。

　当然、そう長く騙だませると期待したわけではなかったけれど、会った途端に正体を言い当てられるとも思っていなかった。宗一郎の目もく論ろ見みが外れることは滅多にない。

　でも、鬼灯家の花嫁は聡明なほうが望ましい。

　おそらく奈子は、ドレスコードの間違いもすぐに気が付いていたはずだ。おっとりした雰囲気に反して頭の回転が速く、宗一郎が本のあらすじをわざと複雑に説明しても、奈子は難なく理解していた。

　だから、今夜の食事が楽しかったのは嘘ではない。

　宗一郎は目尻を下げて笑う奈子の顔を思い出したところで思考を切り上げ、再びタブレットを手に取ると、婚約者の人柄について簡潔に答えた。

「垂れ目だった。きみと同じだな」
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　八や岐またの大おろ蛇ちには頭が八つ、尾も八つあり、背中は苔こけやスギやヒノキに覆われ、ホオズキのように真っ赤な目をしていたという。

「ねえ、奈子ちゃん。聞いてるの？」

　奈子はハッとして顔を上げた。母の穂ほ波なみがティーポットのリーフを蒸らしながら、長いまつげの下で娘をジッと見る。

「さっきからぼーっとしてる。宗一郎さんのことを考えているんでしょう」

「宗一郎くんはいい男だっただろう。誠実だし、才能もあるし、綺麗な顔をしているが、剣道は五段の腕前だそうだ」

　行高が宗一郎のことをすでに義理の息子かのように自慢する。

「うん、まあね」

　奈子は空っぽになったマグカップに口をつけ、返事をごまかした。ちなみにさっきインターネットで調べたところ、ホオズキの花言葉は〝偽り〟だった。

　でも、鬼灯宗一郎はなにかを偽っているわけではない。たとえ婚約指輪の代わりに婚前契約書を提示し、困惑して口のきけなくなった奈子を帰りの車までエスコートした途端、さっさと次の仕事に向かっていたとしても。

　婚前契約プリナップが欧米の、とくに資産の多い恋人同士が入籍をする時には、一般的に取り交わされることも理解していた。

　ほとんどの婚前契約書は、互いを愛するふたりが価値観の相違を減らし、不幸なすれ違いをなくすために作成する。万が一、離婚をすることになったとしても、公平な財産分与となるよう書き留めておけば、婚姻が決してお金目当てではなく、ただ好きだから結婚すると証あかすことができる。

　だけど宗一郎と奈子は、愛し合って結婚を決めたわけじゃない。奈子は婚約者の連絡先さえ知らないのに。

（顧問弁護士さんの名刺ならもらったけど）

　婚前契約書に記された詳細な取り決めのことを考えるとめまいがする。

　運転手に頼んで成せい城じょうの実家に送ってもらい、ゆったりとしたパーカーとロングスカートに着替え、ふかふかのソファに膝を抱えて座り、穂波が入れてくれたホットミルクを飲んで、奈子はようやく納得した。

　宗一郎にとって、婚約は商談だった。

　奈子がなにを喜び、なにを悲しむのか、もし宗一郎がそんな些末なことを知っていたとしても、鬼灯家の花嫁に求める条件は変わらない。だから、会ったこともない女との婚前契約書だって作れる。

　取り決めに従うとさえ約束すれば、結婚する相手はどんな女でもいいから。

「宗一郎くんになら安心して奈子を任せられるな。本当によかった」

　行高がお気に入りの日本酒をあおり、満足そうに頷く。

　奈子はローテーブルの上の徳利に手を伸ばして、血圧の高い父の目の前からさりげなく遠ざけた。薬を増やしたばかりなのに、奈子の婚約がめでたいからと箍たがを外している。

「行高さん、和わ瑚こちゃんの時はやきもきするばっかりで五キロも痩せたんだから」

　穂波がアイランドキッチンの向こう側でおかしそうに笑う。ティーポットを傾けると、アールグレイの香りがふわりと広がった。

　九歳上の姉が結婚した時、奈子はまだ小学生だった。カリフォルニアの大学に留学していた和瑚は、ときどき奈子に宛てておしゃれなポストカードを送ってくれた。

　ある夏の日、届いたカードには英語でメッセージが書き込まれていて、なんて書いてあるのか教えてほしくて奈子が父にカードを見せると、行高は真っ青になって卒倒した。

　それが婚約の知らせだった。

　当時を思い出したのか、行高がムッと顔をしかめる。

「きみだってあの時は困っていただろう。なにしろ相手がどこの誰かも知らなかった。今はもう、イーサンが信頼できる男だとわかっている」

　和瑚の夫になったイーサンは、その頃まだ大学院生で、駆け出しの作曲家だった。ハリウッド映画やブロードウェイミュージカルの楽曲を製作側から頼み込まれて書くほどになったのは、ここ数年のことだ。

　当然、婚約の報告を妹へのポストカードで済ませたのは和瑚の独断だった。知らぬ間に茅島家を混乱に陥れていたせいで、イーサンは行高の信用を勝ち取るまでかなり苦労をしたらしい。

　父と母が姉のことをどれだけ心配していたか、多分、奈子はこれからも忘れない。

　だけど海を越えて恋に落ち、両親の反対を押し切って好きになった人と結婚をした姉は、その時から奈子の憧れだった。

「だって結婚をするからには、いつまでも幸せでいてもらわなくちゃ困るでしょう。悲しまないで、笑っていてほしいの。もちろん、奈子ちゃんにも」

　穂波が行高の隣に腰を下ろし、奈子を優しく見つめる。

「どうしても宗一郎さんと結婚しなくちゃいけないわけじゃないんだから、気になることがあるなら教えて。実は他に好きな人がいるとか、宗一郎さんがすごく嫌な奴だったとか、そもそも誰とも結婚はしたくないとか」

「む、そうなのか？」

　行高が急に深刻そうに眉を寄せる。奈子はちょっとだけためらってまつげを伏せた。

　宗一郎がなぜこの商談を成立させたかったのか、奈子にはちゃんとわかっている。現在の鬼灯グループにとって、宗一郎の結婚がどんなに重要か。あかり銀行頭取の娘を花嫁に選んだことが、なにを意味するのか。鬼灯の血族が日本政財界でどれほど巨大な権力を有しているか、知らないわけではない。

　それでも今、奈子がただ頷くだけで、父と母はきっと婚約を破棄してしまう。鬼灯宗一郎が何者かさえ、ちっとも理解していないみたいに。

（……まだ、引き返せるのかな）

　先月、行高は六十五歳になった。頭取の平均任期を考えても、引退はそう遠いことではない。

　奈子が生まれるより十五年も前から、あかり銀行のために尽くし、働き、実力を認められて頭取にまでなったのに、末娘の婚約を喜ぶ父を今になって鬼灯家に背かせるのは、どう言い訳してもひどい仕打ちに思えた。

　行高は宗一郎を信頼している。破談にすれば、結局、娘のためにまた五キロ痩せることになる。

　奈子は恥ずかしそうに笑って首を横に振った。

「なんかぼんやりしちゃうだけ。宗一郎さんみたいな男の人が突然婚約者になったら、誰だってぼーっとしたくなるでしょう。それに」

　鬼灯家との縁談を断れるほどの正当な理由がない。宗一郎はすごく嫌な奴ではないし、奈子はずっと結婚に憧れていたのだから。

　夢見がちなところをやっぱり捨てられないからといって、そんなことで、鬼灯宗一郎が婚約の破棄を許すはずがなかった。

「好きな人なんていないよ」

　奈子は空になったマグカップを持ってキッチンに立つと、迷いを押し流すように水栓レバーを下げた。勢いよく落ちる水で汚れたマグカップを洗う。

「私、そろそろ帰るね。明日も仕事だし」

「あら、そうなの。泊まっていくのかと思ってた。行高さんってば、お酒飲んじゃうんだもん」

　穂波が行高をちらりと見て口を尖らせた。

「すまん。タクシーを呼ぼう」

　頬を火照らせた行高があたふたと立ち上がり、固定電話の受話器を取る。

　奈子は綺麗に洗ったマグカップを水切りラックに置き、思わず目尻を下げた。

「いいよ。まだ終電まで時間あるし、いつも電車なんだから」

　父と母はお見合い結婚だった。宗一郎と奈子だって、たとえ恋をしていないとしても、互いに円滑な夫婦関係を作る方法はあるのかもしれない。

（そのための婚前契約書ってことね。私にだって、取り決めを書き足す権利がある）

　奈子はふと、固定電話を置いたリビングボードに目を留めた。

　マガジンラックにホーズキの特集を組んだ経済誌が飾ってある。奈子は表紙でほほ笑む宗一郎を指さした。

「ねえ、それ借りてもいいかな」

　行高が喜んで雑誌を取り上げ、宗一郎のインタビューが掲載されているページを教えてくれる。社長に就任したばかりの頃に答えたものらしい。

　避けられない結婚だと思うなら、奈子は考えて、確かめなくてはいけない。

　宗一郎のような男が妻になにを期待するのか。そして、奈子が夫になにを求めたいのか。

　奈子は雑誌と婚前契約書が入ったバッグを大事に抱え、両親に見送られながら玄関のドアを閉めた。

　鬼灯宗一郎の運転手を自称する佐竹千ゆきから連絡があったのは、十日後のことだった。

　日曜の朝、アパートの駐車場にドイツ製の高級車で現れた佐竹は、奈子を後部座席に乗せてそのまま渋しぶ谷や方面に向かっている。

　手慣れた仕草で左ハンドルを操る佐竹に、奈子は遠慮がちに声をかけた。

「あの……佐竹さんって、宗一郎さんの顧問弁護士なんですよね」

　婚約を決めた夜、宗一郎は佐竹を弁護士だと紹介した。婚前契約書の内容に不満があれば、この男に連絡しろと。

　でも奈子は、なにを書き足したら鬼灯宗一郎との政略結婚をよいものにできるのか、まだ答えを迷っている。

　佐竹がバックミラーに映る奈子を見てほほ笑む。少し下がった目尻が優しく、端整な顔立ちをした壮年の男だった。

「いえ、正確には鬼灯家の執事として雇われております。弁護士資格を取得することになったのは、私が医者を辞めて宗一郎さんに拾われた当時、彼がまだ法学科の学生だったからです」

　車が静かに左折する。奈子は口をギュッと引き結び、佐竹の簡潔な説明を理解しようと努めた。

　つまり鬼灯家に仕える佐竹という男は、医師と弁護士のダブルライセンスを保持する執事で、しかもその並外れた能力のすべてを宗一郎に捧げている。宗一郎と同じくらいの知識を共有し、理解するためだけに、弁護士資格を取得してしまうほど。

　奈子はハッとして身を乗り出した。

「もしかして、宗一郎さんも司法試験を受けているんですか」

　佐竹が困ったように笑って肩を竦める。どうやら、とんでもない男と婚約した奈子に同情しているらしい。

「もちろん合格されました」

　奈子はシートにぐったりと背中を預け、思わずため息をついた。

（まったく、どこまで完璧なら気が済むの）

　宗一郎が国内最難関の大学院を卒業していることは知っていたけれど、てっきり経営学を専攻しているものと思い込んでいた。ホーズキなら優秀な法務担当者をいくらでも採用できるし、実際、鬼灯家は佐竹を雇っている。宗一郎が法学科の出身だということも喧けん伝でんしていない。

　奈子は窓の外に見える名門大学のキャンパスを眺めて首を傾げた。

　宗一郎はきっと、どんな時も冷徹に、もっとも必要で効率のいい方法を選択できる。結婚だってビジネスの手段にするくらいだ。

　だけど奈子の考えが正しいのなら、宗一郎はなぜ、法律を学んでいたのだろう。

　車が減速し、静かな松しょう涛とうの住宅街を進む。

　立ち並ぶ邸宅はどれも百坪以上はありそうで、高級車にふさわしいガレージを持ち、堂々とした塀をめぐらせ、まるでいくつもの要塞が連なっているように見える。

　とりわけ高い外壁に囲まれた豪邸のアプローチに、チャコールグレーのスリーピーススーツを着た宗一郎が立っていた。また今日も仕事の合間らしい。

　奈子を乗せた車が宗一郎の真横にピッタリと止まる。宗一郎が後部座席のドアを開け、左手を差し出した。

「ようこそ、我々の城へ」

　いたずらっぽく笑った宗一郎に引き寄せられ、ボトルグリーンのワンピースの裾すそがふわりと揺れる。

　ピンヒールにふらつきながら車から降りた奈子を、宗一郎がしっかりと抱きとめた。

「花嫁のお気に召すといいのですが」

　奈子はムッと顔をしかめた。

　名家に生まれつき、世界的ＩＴ企業の社長を務め、スーパーマンみたいに優秀な執事を雇い、こっそり司法試験にも合格して、松涛に豪邸を建てる身分のくせに、恭しくかしずくキザな仕草まで似合うなんて、ちょっと完璧すぎる気がする。

　奈子が連れてこられたのは、入籍後に宗一郎とふたりで暮らす予定の家だった。

　ただ、宗一郎はホーズキ本社の近くでグループが経営するラグジュアリーホテルに部屋を所有していて、松涛の邸やしきにも鬼灯本邸にも、ほとんど寄りつかないのだとか。奈子と結婚したところで、ここに帰ってくるのかは疑わしい。

　奈子は宗一郎に手を引かれ、長いアプローチをたどりながら、黒とブラウンに塗り分けられたシックな外壁を見上げた。

（もしかして私、こんな大きな家にひとりで住むのかな）

　二年前に建てられたきり滅多に家主が戻らないとしても、立派な造りであることに変わりはない。

　玄関ポーチの天井とドアには、明るい色の木材が使われている。地じ窓まどから覗く日の光がダークグレーの石張りのホールにあふれ、ゆったりとカーブする広い回廊に続いていた。

　リビングの中央にはフード型の丸い暖炉と、奈子のアパートのベッドよりも大きいソファがある。ダイニングテーブルは小さなペンダントライトに照らされ、アイランドキッチンの壁面にはオーブンと冷蔵庫が埋め込まれていた。

　雪見障子の八畳間、大理石のジャグジーバス、テラスにシアタールームに高級ブティックのようなウォークインクローゼットまで案内され、奈子は目が回りそうになった。いちいち驚いている余裕もないほど贅沢だ。

　中庭が見えるルーフバルコニーのトップレールに寄りかかり、腕組みをした宗一郎が振り返る。

「しばらく使っていない家だが、最低限の家具や手入れは整っているはずだ。なにか足りないものがあったかな」

　奈子はバルコニーの真ん中にぽつんと立って、キッドスエードのスリッパを見下ろした。まつげを伏せたまま黙って首を横に振る。

　本当は、足りないものばっかりだ。

　どんなにすてきな宝石箱があっても、ふたりには大事にしまっておきたいものなんてなにもない。持て余すだけなのに。

　宗一郎が大股で近付いてきて、うつむく奈子の顎を長い指ですくった。片頬だけで器用に笑う。

「きみは俺に不満があるらしい」

　不遜なアーモンド型の目に見つめられ、奈子は慌ててふいっと顔を逸らした。

　宗一郎がシワのないパンツのポケットに両手を突っ込み、尊大な態度で奈子の文句を待っている。大抵の要求には応えられるとわかっているから。

　きっと宗一郎の思い通りにならないことなんて、月の満ち欠けくらいなのだろう。

　奈子はたいして乱れてもいないワンピースの裾を整え、ぽつりと呟つぶやいた。

「宗一郎さんは、何色が好きですか」

　虚をつかれたように宗一郎がまばたきをする。奈子はつま先に向かって早口で話しかけた。

「私は緑色が好きです、でも宗一郎さんは知らない。気が付いてますか、私たち、連絡先も交換してないんですよ。だけど住む家の相談をして、結納の日取りも決まって、ふたりの、こ、子どもをつくる時期まで契約してる」

　奈子は小さく息継ぎをして顔を上げた。宗一郎が奈子をジッと見つめている。

「宗一郎さんのことを教えてください。これって契約違反ですか」

　奈子の丸い頬はほんの少し赤くなった。

　宗一郎のことがわからないなら、奈子は婚前契約書になにを書き足すべきか決められない。たとえ契約書が作られた時、サインをする女は誰でもいいと考えられていたとしても、奈子は宗一郎と約束をしたいのだから。

　日が陰り、強い風が髪をさらう。

　奈子は指先で前髪を直すふりをして目を伏せた。宗一郎が冷たくなった奈子の手を握り、家の中に引き返していく。

「きみにまだ見せていない部屋がある」

　螺ら旋せん階段を下りてリビングに戻り、大画面のテレビをかけた石壁のアルコーブに隠れるように作られたドアを開けた。部屋の中には小ぶりのソファとカウンターデスクがあるだけで、備え付けの棚にはたくさんの本が並んでいる。

　そこは小さな書斎だった。奈子は目を丸くして本棚に駆け寄る。

「あの、これってマビノギオンの原典ですか？　オースティンが全部揃ってる。ブロンテも、モンゴメリも！　それ、初版本のデザインですよね」

　宗一郎が腕を組んでドアに寄りかかり、本棚の端から端まで、夢中で歩く奈子を眺める。

「残念ながら復刻版だよ」

　奈子はパッと振り返って笑った。

「残念だなんて！　とってもすてきです、夢みたい」

　宗一郎が眩しそうに目を細める。

　奈子はひとりで浮かれていることが急に恥ずかしくなって、慌てて口を噤んだ。両手を背中に隠してうつむく。

　幼い頃、姉の和瑚にからかわれたことがある。花や人形や色えんぴつの代わりに、まだ読めない漢字ばかりで書かれた古典文学全集を机の上に並べてウキウキしている七歳なんて、ちょっと変わっていると。

　だからといって宗一郎の反応を気にしているわけではないけれど、ゆったりと距離を詰められると、奈子は緊張で呼吸の仕方を忘れてしまいそうだった。

　宗一郎が手を伸ばし、奈子の頬に落ちた髪をそっと耳にかける。

「本邸の書斎から持ってきたんだ。きみが好きだと言ったから」

　これ以上喜んでしまわないように、奈子はキュッと口を引き結んだ。

　婚約を決めた夜のことを、宗一郎は忘れてしまったかもしれないと思っていた。あれはただの商談で、契約さえ成立したなら、奈子がなにを好きかなんてきっと気にも留めていないと。

　黙り込む奈子を宗一郎が優しく引き寄せ、ふかふかのソファに座らせる。

「俺はきみの好きなものを知っている。まだひとつだが」

　だけどこの小さな書斎は、ふたりの宝石箱にしまう最初のひとつになる。奈子はほんの少しためらってから顔を上げ、宗一郎を見つめ返した。

「どうして宗一郎さんは、法学を専攻していたんですか」

　宗一郎が器用に片方の眉を上げる。

「佐竹に聞いたのか」

　奈子が頷くと、宗一郎は小ぶりのソファで窮屈そうに脚を組んだ。手を伸ばせば長いまつげに触れられるほど近くにいる。

「世界で最初の株式会社が成立したのはいつ頃のことか知っているかな」

「一六〇二年のオランダ東インド会社です」

　奈子はすぐに答えを言い当てた。宗一郎がうれしそうにほほ笑む。

「きみには簡単すぎたな。では、オルデンバルネフェルトというオランダ人のことは？」

　奈子はきょとんとして首を横に振る。あまり聞き覚えのない名前だった。

　宗一郎が低くて気品のある声でよどみなく話し始める。

「東インド会社の設立に尽力し、スペインとの十二年休戦を実現させたオルデンバルネフェルトは、優れた外交手腕の持ち主であり、建国の功労者で、ホラント州の法律顧問だった」

「それなら宗一郎さんは、そのオルデンバルネフェルトに憧れて、大学で法律を学んだんですか」

　奈子はパッと目を輝かせた。宗一郎がいじわるそうに口の端を歪める。

「そして、国家反逆罪で処刑される」

　奈子はムッと顔をしかめた。素直な反応に、宗一郎が声をあげて笑う。

「政治的対立のせいでね。オルデンバルネフェルトは最期まで無実を主張したし、妻のマリアも決して恩赦を求めなかった。命乞いをすれば夫の罪を認めることになる」

　奈子は肩を落としてうつむいた。

　世界で最初の株式会社がオランダで成立したのは、オルデンバルネフェルトによる功績が大きかった。だから宗一郎は、鬼灯グループの経営者になる前に、大学で法律を学ぼうとした。

　でもそのオルデンバルネフェルトは、後に延命より高潔さを選び、処刑台に上っている。減刑してもらうということは、少なくとも罪を犯したと認めることだからだ。求めたのは恩赦ではなく、潔白だった。

（宗一郎さんはどうするんだろう）

　オルデンバルネフェルトを尊敬する宗一郎なら、たとえ無実の罪で責められ、批判に晒さらされるとしても、決して言い訳をせず、気高さを貫くのかもしれない。

（マリアは夫の尊厳のために、罪より死を受け入れたってこと？　宗一郎さんは、妻にも同じことを期待するの？）

　愛する人の処刑の日、彼女はなにを祈っただろう。

「これできみも俺のことをひとつ知った。イーブンだな」

　宗一郎が立ち上がってポケットの中から小さな鍵を取り出し、奈子に手渡す。

「この家の鍵だ、好きに使ってくれていい。警備は虹こう彩さい認証で解除できる」

　奈子は手の中の鍵を見下ろして呟いた。

「……私には、マリアのような選択ができるかわかりません」

　たとえ国中を敵に回しても、好きになった人には生きていてほしい。そばにいられるなら命乞いだってする。だけどもしも、彼がそれを望まないとしたら。

　奈子は思わずギュッと眉を寄せた。

　腕を掴まれ、宗一郎の隣に引き上げられる。上を向くと、宗一郎が恐れのない真っすぐな眼差しで奈子を見つめていた。

「俺はきみにそんな選択はさせない」

　宗一郎が奈子をそっと胸に抱き寄せる。

　奈子の婚約者は横おう柄へいだ。驕おごり高ぶった、なんの根拠もない約束だと、きっと宗一郎もわかっている。

　それでも奈子の肘を包む大きな手のひらは力強く、確かで、不思議なほど優しかった。宗一郎の規則正しい鼓動が頬に伝わる。

　奈子は手の中の鍵を大事に握りしめた。

　オルデンバルネフェルトとマリアに起こったことは事実で、悲しい結末だけど、遠い過去の出来事だ。宗一郎がそんな窮地に立たされるわけではない。

　それに、高校生の頃の宗一郎がオルデンバルネフェルトへの憧れから法学を専攻しようと決めたのだとしたら、意外とかわいいところがある。いじわるな話し方をしたのは、もしかしたら、宗一郎なりの照れ隠しなのかもしれない。

「ああ、それから」

　宗一郎がふと背中をかがめる。片手で奈子の顎を掴み、への字になった口のそばにキスをした。

　奈子はきょとんとして固まる。宗一郎が奈子を覗き込み、いたずらっぽく笑った。奈子の頬はみるみる真っ赤になっていく。

　キスひとつで奈子の不安を消し去ったとわかると、宗一郎は満足そうに頷いた。

「俺も緑色が好きだよ」










第二章　花染




　烏丸証券の本社は東京都千代田区にある。

　アジア最大の証券会社で、時価総額は四兆円、預かり資産は百八十兆円に達し、世界各国の金融都市に拠点を置いている。七年前に建て替えた社屋はまだ新しく、モダンで洗練されていて、外国から来た観光客には劇場か美術館と間違えられやすい。

　奈子はその烏丸証券の投資調査部門でアナリストとして働いていた。

　製薬業界を専門に株式や債券の価値を分析して、銀行や保険会社などの機関投資家に向けたレポートを書いている。

　昨年は鬼灯グループの主要三社に数えられる鬼灯製薬が、ホーズキと鬼灯中央研究所が共同開発した量子技術を創薬研究で実用化し、マーケットを騒がせた。

　だから仕事柄、鬼灯宗一郎のことはよく知っているつもりだった。

　才能、財力、家柄、容姿のすべてが完璧で、奈子の父親のように宗一郎を慕う関係者が多い一方、量子力学分野の研究を推し進めてきたホーズキ前社長の多た々た良ら亮まことを、新しい技術の完成間際でその地位から引きずり下ろしたとの批判がある。

　今年の春、鬼灯グループはホーズキの社長交代に関わる派閥争いで動揺していた。当然、行高は宗一郎を支持した。それで宗一郎は、奈子と結婚することを思いついたのだろう。

　ホーズキ社長に就任するなり、あかり銀行と業務提携を結び、頭取の娘との婚約を決め、初めて会った夜にすかさず婚前契約書を提示してきた宗一郎のことを、奈子はとんでもない冷徹な男だと判断した。

　鬼灯宗一郎は、見かけは優しくても、心の底では思いやりがなく、いつでも理屈を優先できる。奈子がなにを喜び、なにをすれば傷つくか、そんな些末なことは気にも留めない。

（だけどそれなら、あの小さな書斎をどう説明するの）

　宗一郎のいたずらっぽい笑い方を思い出すとめまいがする。

　権力ですべてを操る高慢で冷酷な御曹司というだけでは、宗一郎を理解できない。奈子の好きな本を揃えてくれたことも、法律を学んだ理わ由けを話してくれたことも、頬に残されたキスのことも。

　奈子は冷静になろうとして、ホーズキの過去十年分の財務諸表を分析し、経済誌の取材記事を読み込み、政財界における鬼灯家の評判を徹底的に調査した。

　でも、宗一郎がなにを考えているのかはわからなかった。

　戯れのようなキスもなにもかも宗一郎の策略なのだとしたら、本当はただジッと見つめられるだけで初恋に戸惑う少女みたいにドキドキするなんて、絶対に知られてはいけない。

（だけどそれなら、グレトナ・グリーンを知っていたことまで、宗一郎さんの策略だと思うの？）

　松涛の家を案内されたのは五日も前のことなのに、奈子の頭の中は宗一郎でいっぱいだった。その上、次の日曜には両家の顔合わせを兼ねた食事会を予定している。

　奈子はため息をつき、ノートパソコンの画面を閉じた。仕事に集中できないのは宗一郎の責任だ。

　そして、さっきからなんだか妙に見られているせい。

　烏丸証券の本社十一階はフリーアドレス式のオープンオフィスになっていて、機密性の高い内容でなければ、どの部署に所属していてもここに仕事を持ち込める。シンプルなデスクにカウンターテーブル、掘りごたつ式の座席や、寝転んで作業ができるひとり掛けのソファもある。

　奈子は窓辺にあるお気に入りのスタンディングデスクで、損益計算書の分析を進めていた。

　メイクはいつもと変わらないはず。髪型は昨日と同じポニーテールだし、色は宗一郎と会う前に染め直した。ハイネックのカットソーとミモレ丈のタイトスカートは何度も着回しているから、うっかりタグを切り忘れているわけでもない。

　それなのに今日は、ふと気が付くと、誰かが好奇心いっぱいの顔をして奈子を見ている。

　今もフロアを横切るふたり組みの女性社員が慌てて目を伏せた。ひそひそと話しながらオフィスを出ていく。

　奈子はついに耐え切れなくなり、すぐそばを通り過ぎようとした男の腕をパッと掴んで引き寄せた。

「ねえ、私になにか言いたいことあるでしょ」

「え、お、俺ですか？」

「この一時間で三回は目が合ったと思うけど」

　奈子が問い詰めると、樹いつき宏こう太たはうしろめたそうに顔を逸らした。

　樹は投資調査部門の後輩で、異動してきたばかりの頃は奈子が指導を担当していた。陽気で人ひと懐なつこく、周囲によく気を配っていて、実は慎重なところもあり、正確な仕事には信頼がある。

「今朝のミーティングで日ひ葵まりに追い込まれてたの、フォローしてあげたよね」

　樹が口元にえくぼを浮かべながら、困ったように右上を見る。言い訳を考えている時の癖だ。

「それは本当に、ありがとうございました。俺の勉強不足です。でも壬み生ぶさんの追及にあの速さで対応できるの、茅島さんだけっていうか。俺、後半はほとんどなに話してるかわかんなかったですから。主任も冷や汗かいてましたよ。あ、そう、それで茅島さんに質問したいことがあったんですけど、度忘れしちゃったな」

　見えすいたごまかしに言い返そうとした奈子は、日葵が樹の背後から近付いてくるのに気付いて口を閉じた。

　壬生日葵ははっきりとした顔立ちの美人で、顎の下で切り揃えた黒髪がよく似合い、いつも背筋が真っすぐに伸びていて、離れたところにいても簡単に見つけられる。

　日葵がにっこりと笑って樹の肩を叩いた。

「へえ、樹はミーティングの内容、理解してなかったんだ。私がみっちり解説してあげようか」

　樹がギョッとして飛びのく。

「み、壬生さん！」

　奈子は慌てて腕時計を確認した。株式市場が止まる十一時半まで、あと九分。

　日葵は会社の自己資金で株式や債券の取引をするディーリング部門に所属していて、投資調査部門の奈子たちとは定期的にミーティングが組まれる。

　奈子とは同期入社でなんとなく気が合い、今日もランチの約束をしているけれど、日葵が午前の取引を終える前に仕事を離れているなんて、やっぱりなにかがおかしい。

　首を傾げる奈子を、日葵が腕を組んでジッと見つめる。

「でも、樹の方が先に記事を見つけたってことか。奈子が鈍いのは鬼灯宗一郎のせいなの？」

　奈子はきょとんとして日葵を見返した。日葵が奈子の目の前にスマートフォンの画面を掲げる。

「結婚するんだってね、おめでとう」

　奈子は思わず日葵のスマホをかすめるように奪い取った。

　鬼灯宗一郎が婚約をしたと、ＳＮＳで拡散されている。相手はあかり銀行頭取の娘。名前こそ伏せられているものの、烏丸証券の社員ならすぐに奈子のことだと気が付くだろう。

　引用元の記事は経済新聞が運営するネットニュースらしかった。

　今週末、ホーズキはあかり銀行と共同開発した新型スマートフォンの発売を控えている。あかり銀行の口座と連携させれば、決済や投資や家計管理をホーズキのスマホ一台で完結できるのだ。

　記事では他のメーカーが提供するモデルとも比較して、日本のスマートフォン市場の動向を詳しく分析している。それだけならふつうの経済記事で、ＳＮＳで注目されるほどのことではなかったのに、記者は最後になって、ついでのように鬼灯宗一郎の婚約を祝福していた。

　宗一郎は社長に就任した頃から優れた容姿と家柄のよさでイケメン御曹司と騒がれていて、とりわけ女性人気が高い。多分、記事を読んだ宗一郎のファンが、婚約のことをＳＮＳに書き込んだのだろう。

　記者がどうやって情報を掴んだのかはわからないけれど、宗一郎が周囲に婚約を報告するのは来月のはずだった。

　奈子はなるべく平静を装い、困ったように眉を寄せた。近くで聞き耳を立てている社員にも声が届くように、はっきりと否定する。

「こんなの知らないよ。私、なにも聞いてない」

　奈子が突き返したスマホを受け取って、日葵が肩を竦める。

「いいよ、嘘つかなくて。さっき鬼灯宗一郎が認めたところ。ホーズキ本社の窓口に熱心なファンの問い合わせが殺到して業務に支障が出てるから、これ以上は控えてくれってさ」

「わ、ほんとですか！　やっぱ茅島さん結婚しちゃうのかあ」

　大きな声を出した樹が、日葵に睨まれて申し訳なさそうに首を引っ込める。

　奈子は口を真一文字に引き結び、黙って自分のスマホを確認した。佐竹からの連絡はない。もちろん、宗一郎からも。

　日葵がつまらなそうにタイムラインをスクロールする。

「社長に就任してから俳優みたいな人気だもんね。わざとメディアで目立つように顔を売ってたのは、こういう時に利用するためだったんだ。相当な腕利きだわ、それともスポークスマンが優秀なのかな。どちらにしろ、なにもかも鬼灯宗一郎の策略ってわけね」

　樹がぽかんとして目をまたたく。

「どういうことですか」

　奈子は冷たくなった指先をギュッと握りしめた。

　嫌な予感がする。今まで奈子は結婚することを仲のいい日葵にさえ伝えなかったし、なんでも思い通りにする宗一郎が、記者に出し抜かれて、仕方なく婚約を認めるとは思えない。

「だって、天下の鬼灯家だよ。知らないところで婚約なんて報じられるはずないもの」

　日葵がムッとして口を尖とがらせる。

「宣伝でしょ、宣伝！　明日から、ホーズキはあかり銀行と共同開発した新型スマホを発売する。少なくとも鬼灯宗一郎と奈子が離婚するまでは、ホーズキとあかり銀行の蜜月も続くんだから、スマホも株も買い時ってこと」

　樹の目の前に画面を突き付け、日葵が小さく鼻を鳴らす。

「見て、これ。ファンが〝宗一郎ロス〟なんて騒いだおかげでゴシップみたいになってるけど、実際、報道に注目してるのはほとんどが投資家だよ。業務提携を発表した後はあかり銀行の口座契約数も増えたし、婚約がわかってからは、期待感でホーズキの株価も上がってる。だから奈子は、今まで私にも結婚することを黙ってた。下手したらインサイダー取引になるもんね」

「はあ、なるほど。名家の結婚ってすごいなあ、迂う闊かつに惚のろ気け話ばなしもできないわけだ」

　樹が興味深そうに頷いて、日葵の手の中の記事を指さした。

「つまりこの記事は、鬼灯宗一郎が書かせたんですね」

　奈子は耳を塞いでしまいたかった。ぐるぐると目が回っている。追い詰められ、逃げ場をなくした小羊みたいに。

　もしも日葵の推測が正しいのなら、記事にはもうひとつ意味がある。

　宗一郎は奈子が婚約を破棄する余地を完全に潰したのだ。こうなった以上、たとえ行高でも反ほ故ごにすることはできない。

　松涛の家の書斎で奈子にキスをしていたずらっぽく笑った、あの日の宗一郎を信じていたかった。あんなふうにひとつずつ、ふたりの宝物を増やしていけると。

　でも宗一郎はもうそこにいない。奈子はこの先ずっとひとり、小さな書斎で膝を抱え、宗一郎が見せた幻の帰りを待ち続ける。

　日葵と樹が同時に顔を上げ、ギョッとして目を見開く。

「ちょっと待って、奈子、ごめん！　でもここで泣くな！」

「か、茅島さん！　株価暴落しちゃいますよ」

　樹が慌てて周囲から奈子を隠すように立ち、ノートパソコンと資料を回収する。

　奈子は肩を丸めてうつむき、両手で顔を覆った。

　泣く必要なんてない。そもそも鬼灯グループのための結婚なのだから、このくらいのことは予測しておくべきだった。優しさに惑わされて、勝手に期待したせいだ。

（もしかしたら、宗一郎さんを好きになれるかもしれないなんて）

　今ではフロアにいる誰もが、遠慮なく奈子の反応をうかがっている。

　仕事だから当然だ。混乱しているだけなのに、こんなところで泣いていたら、ホーズキとあかり銀行の関係悪化さえ勘繰られてしまう。

　わかっているけど、涙は止められなかった。

「日葵、今まで言えなくてごめんね。だけど私、記事のことは、本当になにも知らなくて」

　奈子は次々にこぼれる涙を拭ぬぐい、震える声で言い訳をした。

「しーっ！　いい子だから、もう少し頑張って」

　日葵が奈子の肘を掴み、オフィスの外に連れ出してくれる。腕を引かれながら、奈子はギュッと強く唇を噛んだ。

　鬼灯宗一郎のことなんて絶対に理解できない。婚前契約書を作ることも、婚約を宣伝に利用したことも、どうして奈子に相談しようと思ってくれないんだろう。

　たとえ反対が許されないとしても、こんなふうに知らされるのは耐えられなかった。まるで奈子には関係のない出来事のように、なにもかも決められていくのは。

　政略結婚だとわかっている。宗一郎が結婚を商談か取引のように考えていることも。

（だけど宗一郎さんは、いったい誰と結婚するつもりなの）




　日葵とランチの約束をしたら、メニューは社員食堂の親子丼と決まっていた。それが最短で仕事に戻れるからだ。午後十二時半には取引が再開する。

　でも今日だけは、半年に一度の贅沢フレンチに変更することで合意した。

　会社から少し離れたところにあるレストランで、個室に案内してもらえるし、平日の昼ならほとんど誰にも顔を合わせなくていい。シャンデリアの光がやわらかなアイボリーの内装を照らし、バックミュージックには甘いドビュッシーが鳴っている。

　奈子はサーモンのポワレをナイフで切り分け、向かい側に座った日葵をまつげの下からそっと見た。

　日葵はなにも聞こうとしない。知らないうちにホーズキの社長と婚約していた奈子が突然泣きだしたことなんてちっとも気にしていないみたいに、ズワイ蟹がにのフリットを頬張り、満足そうに頷いている。

　日葵は両親の仕事の都合で幼い頃をアメリカで過ごし、大学生の時は有名投資銀行でインターンとして働いていた。頭がよくて、ストイックで、ちょっとワーカホリックなところがある。大学時代の実績が認められて入社後すぐにディーリング部門に引き抜かれたこともあり、社内に友達をつくるタイプではない。

　父親がメガバンクの重役でプライベートなことを迂闊にしゃべれない奈子にとっては、日葵のさっぱりとした優しさが心地よかった。

　日葵なら、宗一郎がすべてを話さなくても、こんなふうにそばにいられるのだろうか。奈子は顔をしかめ、ナイフとフォークをお皿の上に置いた。

「あのさ、日葵」

　日葵のアントレはすっかり片付いていた。カゴいっぱいに追加してもらったパンにバターを塗りながら、日葵が片方の眉を器用に上げる。

「もし日葵が結婚するなら、婚前契約書を作る？」

「婚前契約書？　プリナップのことだよね」

　奈子は口をギュッと引き結んで小さく頷いた。日葵が上品な仕草でパンを食べ終え、少し考えてから答える。

「まあ、合理的だね。作るかも。アメリカにいる友達が、プリナップのためにたくさんけんかしておいてよかったって。結婚してから大事なところで意見が合わないのも困るしね」

　奈子はテーブルの上に身を乗り出した。

「だけど、相手がよく知らない人だったら？　それで、初めて会った時にはもう契約書が整えてあって、ふたりの子どもをつくる時期まで決められていたら？」

　重要なのは宗一郎が、婚前契約書の詳細な取り決めを、奈子と出会うより先に書けてしまったということだ。宗一郎は、会ったこともない女と体を重ね、子どもをつくる約束ができる。それが奈子にとっては恐ろしかった。

　宗一郎はきっと、サインをするのが奈子でなかったとしても、同じ契約書を提示したはずだから。

　でもやっぱり、奈子には難しい。

　結婚をするなら恋をしていたい。体を重ねるなら、宗一郎でよかったと思いたい。

「いつか、好きになれたらいいけど」

　また泣きたくなってきて、奈子は慌ててまばたきをした。

　宗一郎と出会ってからずっと渦巻いていた不安と、ほんの少しの期待を打ち砕かれた寂しさが、次々にあふれてきて混乱する。

「奈子ってさ……」

　日葵にジッと見つめられ、奈子は思わず身構えた。

「……なに」

　日葵が深刻そうに眉を寄せて頷く。

「ほんとにかわいいね」

「な、なに言ってるの！」

　奈子は慌ててグラスを掴み、冷たい水を飲み干した。ハッとして言い足す。

「ていうか今の、私のことじゃないからね」

「はいはい、わかってるよ。でも鬼灯宗一郎は後悔するね。こんなにいい子なのに、奈子を泣かせたんだから」

　奈子はこっそり頬を膨らませた。

　宗一郎がなにかを後悔するなんて、想像できない。いつでも余裕たっぷりで、なんでも思い通りにできるんだから。奈子は振り回されてばかりいる。

　デザートのシュガーバターガレットが運ばれてくると、日葵は目を輝かせて喜んだ。にこにこしながらひと口目を味わい、なにげない調子で切り出す。

「鬼灯グループって、後継問題でしばらくもめてたじゃない。四年半前にホーズキ社長の鬼灯禅ぜんが亡くなった時、会長の京けい十じゅう郎ろうは八十を超える高齢で、長男の宗一郎はまだ二十代だった。ひとまず禅が目をかけていた多々良亮が社長になったけど、その時点で、主要三社のトップは誰ひとり鬼灯の血族ではなくなった。それって、グループの創設以来初めてだったんだって」

　多々良亮の社長就任までは、あかり銀行と鬼灯製薬を含めた主要三社のうち、必ずどこかで鬼灯家の縁戚が代表を務めていた。行高のように実力を認められて一族以外から抜ばっ擢てきされることはあっても、それが三社で同時に起こることはなかったのだ。

　急進派の多々良は社長に就任した当時、同族経営からの脱却を目標のひとつに掲げていた。鬼灯ほどの規模の世界的企業において、いまだに創業者の一族が経営に対して大きな影響力を持っているグループは珍しい。

　日葵が肩を竦める。

「ま、本当のところ、鬼灯禅は経営者向きじゃなかったよね。外国企業との競合も厳しくなって、ここ数年の業績は低迷していた。後を引き継いで社長に就任した多々良も、結局、期待されていたほどには経営を立て直せなかったけど」

　たったの四年で社長を交代し、グループの中核を担うあかり銀行との結びつきをさらに強めるというのだから、多々良のやり方から逆行していくかのような宗一郎を、批判する声が多いのも事実だ。

「もちろん私は奈子の味方だよ、でも鬼灯宗一郎には同情するな。鬼灯家の長男に生まれるって、どのくらいの重責なのかね」

　奈子は黙って小さく頷いた。

　宗一郎が子どもを求める理由も、頭の中ではちゃんとわかっている。

　禅がもっと長く生きられたら、もしくは、宗一郎があと数年早く生まれていたら、鬼灯グループに今みたいな混乱はなかったはずだ。父親の早世から宗一郎が社長に就任するまで、きっと奈子には考えられないほどの苦労をしただろう。

　いつか生まれてくるかもしれない子どもが、どう足あ掻がいても鬼灯本家の後継者である以上、なるべく憂慮のないようにしたい気持ちは理解できる。

　それに、婚前契約書の内容そのものは奈子に不利なことはひとつもなかった。

　宗一郎の子どもさえできれば、仕事を続けても、子育てに専念しても、ベビーシッターを雇ってもいい。生活費は十分すぎるくらい与えられ、万が一ふたりが離婚した場合にも、ちゃんと奈子が守られるような取り決めになっている。

　しかも顧問弁護士まで用意され、佐竹に連絡をすれば、いつだって契約の修正ができた。

　いつものミーティング中のような調子で日葵がよどみなく話し続ける。

「だから私は、鬼灯宗一郎を評価してるの。多々良時代は摂政みたいなもので、実際、経営をコントロールしていたのは常務だった鬼灯宗一郎なのに。知ってる？　多々良は報道と懇意にして、鬼灯宗一郎の功績もみんな自分の手柄みたいに書かせてた。杉すぎ咲さきって記者の書いたものはとくに信用できない。鬼灯宗一郎が社長になったら、その記者もパタリと消えちゃったけど」

　多々良は事業の選択と集中を目指し、量子力学分野での研究を推し進めるために、鬼灯中央研究所をホーズキ本社に統合しようとしていた。その時、組織再編をめぐって対立したのが鬼灯中央研究所社長の八雲京で、いとこでもある宗一郎が協力し、多々良を退任に追い込んだのが社長交代の真相だとされている。

　日葵がふと首を傾げた。

「だけどさすがに、奈子と婚約しちゃうとは思わなかったな。私の想像以上に腕利きってことだね」

　奈子は眉を寄せて訝いぶかるように日葵を見る。

「日葵って、鬼灯グループのこと詳しかったんだ」

　父親がグループ企業の頭取で、宗一郎と結婚することになった奈子はともかく、経営状況から内部事情までちょっと怖いくらい知り尽くしている。

　日葵が器用に片目をつぶる。

「言ったでしょ、私、鬼灯家に期待してるの。次男の悠はる成なりは三十歳の若さで鬼灯製薬の最高戦略責任者ＣＳＯに就任、海外メガファーマーの巨額買収を準備中。三男の冷れいは本家とはほぼ絶縁状態らしいけど、高い能力で出世が約束された外務省のキャリア官僚。いとこの八雲京は量子力学の天才で、世界的注目を浴びている」

　そして宗一郎は奈子と結婚し、あかり銀行の頭取とも縁戚になる。

「となれば、鬼灯グループがフィンテック事業を席巻するのは時間の問題だと思うな。近い将来、決済も投資も保険も医療も資産形成も、ホーズキのスマートフォン端末でみんな完結するようになるの」

　日葵が目を輝かせて予言する。

「結婚、いいと思うけどな。奈子の婚約者はきっと鬼灯グループを復活させるよ」

　奈子は椅子の背にぐったりと体を預け、ため息をついた。

「なんかくらくらしてきた」

　改めて語られると、とんでもない一族だ。誰と結婚するつもりでいるのか、わかっていないのは奈子の方だったのかもしれない。

　日葵がテーブルの上に頬杖をついてほほ笑む。

「いくら業績不振で同族経営を批判されようと、結局、鬼灯家は日本経済界の雄ゆうってこと。鬼灯の血族って、何事にも独占欲が桁違いなんだから。もう奈子を逃がすつもりはないんだろうね。でも鬼灯宗一郎の溺愛圏内にいれば、奈子にだって、きっとひとつくらいはメリットがあるよ」

　高慢で冷徹な鬼灯宗一郎にも独占欲があるとして、たかが婚約をしただけの奈子が圏内にいるとは到底思えない。

　奈子はむくれて口を尖らせた。

「……私は、溺愛圏外ですけどね」




◇　◇　◇




　グループの主要十三社が集まる鬼灯会は、毎月第一火曜日に開催される。

　宗一郎は十一月の鬼灯会で茅島奈子との婚約を正式に報告した。二日前の日曜には婚約報道で騒ぎになったことを茅島家に謝罪し、結納と入籍の日取りを決め、年末の引っ越しから結婚式までのスケジュールも整えた。

　すべて宗一郎の思い通りだ。茅島奈子のご機嫌以外は。

　宗一郎はスマートフォンの画面に表示された通知を見て顔をしかめた。この頃急に寒くなってきたので、婚約者の体調を気遣うメッセージを送ったはずだった。今も窓の外では雨が降り続き、ホーズキ本社の社長室には暖房を効かせている。

　奈子からの返信は、目つきの悪い猫が腕を組んで怒っているスタンプだ。

　松涛の家を案内した日、奈子が不満そうだったから連絡先を交換したというのに、宗一郎のメッセージにはへんてこな絵文字やスタンプしか返さない。そのくせ、佐竹とはしっかり連絡を取り合っている。

　日曜にあった両家顔合わせの食事会でも、奈子は決して宗一郎に笑いかけようとはしなかった。そのくせ、宗一郎の母親とは楽しそうにおしゃべりをする。

　茅島奈子はご機嫌ななめなのだ。

「なにかうれしいことでもあった？」

　突然、部屋のドアが開き、宗一郎はおもむろに顔を上げた。ノックもなしに入室してくるのは、弟の悠成くらいだとわかっている。

「喜んでいる顔に見えるか」

　しかめ面でソファにふんぞり返っている兄を見下ろして、悠成が肩を竦める。

「まあ、そこそこ」

　宗一郎と悠成はあまり似ていない兄弟だった。

　美しく整いすぎてどこか冷たい印象のある宗一郎に比べ、悠成は甘くてシャープな顔立ちをしている。やわらかそうな癖のある猫っ毛も、宗一郎の黒髪とは違った。

　ただ、お互いの考えていることは手に取るようにわかる。

　悠成が鬼灯製薬のＣＳＯに就任したのは宗一郎がホーズキの社長になったのと同時期で、それまでは経営企画部の部長を務めていた。

　悠成はまず、癌や難病、希少疾患などのいまだ有効な治療法がないアンメット・メディカル・ニーズと呼ばれる領域をターゲットに、鬼灯中央研究所の最新技術を使った創薬研究を始めた。ＡＩによる調剤を推進し、ホーズキの管理するビッグデータと連携して、予防医療や情報解析、オンライン診療などの新規開拓も進めてきた。

　経営不振に陥りかけた鬼灯グループを立て直すため、宗一郎が次になにをしようとしているか、わざわざ詳しく説明してやらなくていい。

　宗一郎は勘の鋭い悠成を気に入っている。でも、弟にしておくのは厄介だった。

　ローテーブルの下に長い脚を投げ出すようにして、悠成が向かい側のソファに座る。

「当ててみようか、奈子ちゃんのことだろ」

　宗一郎はいっそう凶悪な顔つきになった。

「その呼び方、やめろ」

「はは、やっぱり義ね姉えさんって呼ぶべきかな。だけど冷よりふたつも年下だろ。それで、俺たちにはいつ会わせてくれるの。顔合わせの食事会は終わったって聞いたけど」

「式は三月だ」

　悠成が大袈裟に驚いてのけぞった。

「嘘だろ、結婚式まで会わせないつもりかよ。兄貴って小さい頃から、本当に気に入ってるおもちゃは俺たちの手が届かないところに隠すんだ。それ以外ならなんでも貸してくれるのに」

　宗一郎は鼻を鳴らしてスマホをソファの上に放った。

　奈子が誰の手も届かないところに隠しておける類の女なら、すべてはもっと簡単だったはずだ。

　ご機嫌を損ねた理由に心当たりがないこともないのだが、奈子は宗一郎をなじることも、目の前でめそめそ泣くことも、離れていくこともしない。ただ、怒っている。

　だからといって、まさかなにもかも打ち明けてひざまずき許しを乞うわけにはいかないし、適当なごまかしは通用しそうもない。

　そうなると、さすがの宗一郎もしばらくは手の打ちようがなかった。

「大事にしなよ、奈子ちゃんのこと。京も心配してた」

「なあ、悠成。そのよく回る口で兄弟の貴重な歓談をするためにわざわざ本社まで来たのか」

　悠成が笑いをこらえながらそばに置いていたバッグを引き寄せる。鬼灯製薬での最新の研究データが詰め込まれたタブレットを抜き取り、片目をつぶって宗一郎に差し出した。

「ご名答。俺は生まれて初めて思い通りにいかない兄貴を、お祝いしにきてやったんだよ」




◇　◇　◇




　一五八六年、ホラント州の法律顧問になったオルデンバルネフェルトは、事実上の宰相としてオランダ建国に貢献している。オルデンバルネフェルトが設立させた東インド会社は、オランダを海上帝国に押し上げ、後に貿易、産業、科学、芸術で栄華を極める黄金時代の礎いしずえとなった。

　奈子はオランダの歴史を解説した本を閉じ、バッグの中にしまった。ふかふかのソファに膝を抱えて座り込む。奈子の好きな英文学ばかりを並べた本棚を眺めて、小さくため息をついた。

　初めてこの書斎へ連れてきてもらった日のことを、奈子だけが忘れられないでいる。その上、オランダ史の勉強までしているなんて、宗一郎にはまだ教えたくない。

　でも奈子は、毎週日曜になるとここへ戻ってきてしまう。

　宗一郎との入籍は二週間後だ。婚姻届が受理されたら、ふたりは松涛の家へ引っ越してくる。

　これは奈子の夢見がちな願いなのだけれど、もしも結婚する前に宗一郎がここへ迎えにきてくれたら、ふたりの婚約を書いた記事のことはなにも聞かなくていい。宗一郎がどれほどの重責を背負っているのか、そのすべてを理解して力になることができないとしても、奈子はいつでも宗一郎をここで待つと約束できる。いつかきっと、奈子は欺くべき敵ではないとわかってほしいから。

　とはいえ宗一郎は、奈子が書斎にいることを知らない。

　婚約の記事が書かれてからの一カ月半、食事会でも、結納でも、せっかく送ってくれたメッセージへの返信でも、奈子は宗一郎に冷たくしてしまった。

（そんなこと、宗一郎さんが気に留めているとは思えないけど）

　宗一郎にとって、奈子との婚約はすでに成立させた商談だった。万が一、婚約者がここにいることをわかっていたとしても、他の仕事で忙しいのに、わざわざ奈子を迎えにくる理由がない。無駄なことをやらないのが宗一郎だ。

　奈子は冷たくなった指をギュッと握り、腕の中に顔を伏せて目を閉じた。雨が静かに窓を叩く。

　ずっとそうやって宗一郎のことを考えていたせいかもしれないけれど、ふと書斎のドアが開く音が聞こえた気がして、奈子はなにげなく振り返った。

　宗一郎はそこにいた。

　また仕事を抜け出してきたのか、ダークネイビーのスリーピーススーツを着ている。奈子はきょとんとして目を丸くした。

「宗一郎さん」

　不機嫌そうな顔をした宗一郎が、パッと腕を伸ばして暖房のスイッチを入れる。

「どうしてここにいるんですか」

　宗一郎は大股で部屋を横切ると、手に持っていたチェスターコートを奈子の肩に羽織らせた。

「どうしてだって？　俺はそれをきみに聞きたくてここへ来た」

　そのまま部屋の反対側まで行って振り返り、腕を組んで本棚に寄りかかる。

「きみはわかりにくい女だ。俺を知りたいと言ったのに、五十日もろくに口をきいていない。食事会でも、結納でも、俺には絶対に笑いかけようとしないし、連絡先を交換しても、まともな返事をよこさない。俺を嫌っているくせに、なぜか毎週日曜になるとここへ来ている。みんなが俺に忠告するんだ」

　それで奈子は納得した。

　確かに、宗一郎にしてみればいい迷惑かもしれない。

　宗一郎は婚約者が書斎にいることを知らなかったはずだけど、奈子は何度か、引っ越すまでの管理を依頼しているハウスキーパーや、本邸から家具を運んでくる委託業者や、設備の点検に立ち会う佐竹とも遭遇している。

　奈子がひとりで書斎に閉じこもっているから、みんな訝って宗一郎に報告するのだろう。それで宗一郎は外聞が悪くて、奈子を叱りにきた。

　決して、宗一郎もここでキスをした日のことを思い出したとか、そんなふうに都合よく解釈してはいけない。

　奈子はムッとして言い返した。

「私は、あなたを嫌ってなんかいません」

　だいたい、わかりにくいのは宗一郎の方だ。優しくしたり、突き放したり、なにを考えているかなんてまるで見当もつかない。

　奈子の好きな本を書斎に集めて、法律を学んだ理由を話してくれた。そっと抱き寄せ、いたずらっぽいキスをして笑った。だけど宗一郎は、結婚を商談みたいに扱う。ビジネスのために奈子との婚約を記事にしたかもしれない。

　すべては策略なのだろうか。期待すればいつか手ひどく裏切られて、奈子はまたここに取り残される。

　でも今は、宗一郎がそばにいる。

　奈子は肩を包むコートを胸の前でかき合わせた。微かなベルガモットの香りがする。

「……私、宗一郎さんのことを待っていたんだと思います」

　いつもいちばん効率のいいやり方をする宗一郎は、当然、首を傾げた。

「それなら、なぜ俺に迎えにこいと言わなかった。わかっていたら、きみを一カ月半も待たせなかったのに」

　奈子はあまりに不服で顔をしかめた。

　なにも言ってくれないのは宗一郎だって同じだ。婚前契約書を作ることも、記事になった時点で婚約を認めることも、ただ奈子に相談してくれていたら、聞き分けのない少女みたいに拗すねたりしなかったのに。

　だけど奈子も、ほんの少しは、宗一郎の考え方がわかるようになってきた。

　宗一郎が余計なことに気を留めないのは、奈子にもまだ、白状していないことがあるからだ。

　奈子は宗一郎のコートをギュッと握って答えた。

「本当はずっと、いつか好きになった人と結婚がしたかったんです。小さかった頃の憧れですけど。泣きたくなるような恋をして、エメラルドのエンゲージリングでプロポーズされて、グレトナ・グリーンで結婚式をするんです」

　エメラルドは愛と幸福の宝石だ。夢見がちな少女だった奈子は、エメラルドの指輪を贈られて、グレトナ・グリーンで永遠を誓えば、きっと幸せな花嫁になれると思っていた。

　たとえ奈子を叱るためだったとしても、今、宗一郎が迎えにきてくれたから、その憧れを捨ててもいいと言っている。

　宗一郎がサッと顔色を変え、鋭く目を細めた。

「他に好きな男がいるのか。悪いが、きみは俺と結婚する」

　奈子は悔しくて宗一郎にパンチをしてやりたくなった。

　ほとんど欠点がないはずの宗一郎が、肝心なところで器用にいられないのはどうしてなんだろう。婚前契約書のことも、婚約記事のことも、本気で奈子を騙して利用しようと思うなら、疑われずに済ませる方法はいくらでもあったのに。

　宗一郎はやり方を知っている。ときどき、完璧さに抗あらがうようにそれを拒んでいる。

「違います。私は宗一郎さんと結婚するつもりで、あの日、紫染邸へ行ったんです。他に好きな人なんていません。そうじゃなくて、私は、私が言いたいのは……」

　なかなか懐かない猫を捕まえようとするみたいに、宗一郎がゆっくりと近付いてくる。長い指に顎をすくわれ、奈子はジッと宗一郎を見つめた。

　宗一郎がうれしそうに笑う。

「なるほど、奈子は俺を好きになりたいんだ」

　真っ赤な花で染められたように、奈子の頬が色づいた。

　奈子はそっぽを向いて膝を抱える。途端に上機嫌になった宗一郎が、隣に座って窮屈そうに脚を組んだ。肩の触れる距離にいられると、心臓の音がどんどん大きくなっていく。

　耐えられなくなった奈子は、宗一郎のチェスターコートの中に隠れて小さく丸くなった。

「それならきみが俺に恋をすればいい。好きになった奴と結婚できる」

　話が通じているのかいないのか、奈子はまた腹が立ってきた。

「もう、そんなふうに簡単に言って！　宗一郎さんって、きっといつもそうなんでしょう。余裕たっぷりで、思い通りにならないことなんてひとつもなくて。ちょっと笑ってキスでもすれば、私がすぐにあなたを好きになるって――」

　肘を掴まれ、大きな手に引き寄せられる。宗一郎のコートが肩から落ち、代わりに力強い腕に抱きしめられた。

　髪の隙間に滑り込んだ指が、奈子を優しく上向かせる。

　今までどうやって息をしていたのか、奈子はもう二度と思い出せない気がした。

「いいよ、俺を好きになってごらん」

　宗一郎がちょっと笑う。そして、奈子にキスをする。

　目を閉じると、恋に落ちる音がした。










第三章　薄氷




　クリスマスを過ぎた頃、東京に雪が降っていた。

　灰色の空からひらひらと落ちて、掴んだ途端に消えてしまう。奈子は冷たくなった指をギュッと丸めてニットの袖の中にしまった。

「すみません、お待たせしました」

　ガレージに車を止めた佐竹が戻ってきて、奈子の足元に置いたボストンバッグを持ち上げる。奈子は首を横に振ってスーツケースを転がした。

「今日は冷えますね。先にご自宅に入られた方がよかったのではないですか」

「いえ、なんだか緊張してしまって」

　玄関までの長いアプローチを歩きながら、奈子は口ごもってマフラーに鼻先をうずめた。佐竹がふっと笑って白い息を吐きだす。

「婚姻届は問題なく受理されました。宗一郎さんはすでにあなたの夫ですよ」

　宗一郎と奈子は二時間前に入籍した。

　とはいえ、奈子が荷物をまとめている間に佐竹が代理で婚姻届を提出してきてくれたので、まだそれほど実感がなかった。宗一郎も昼過ぎに仕事を切り上げ、自宅に着いたばかりだという。

　今日からは、松涛の家にふたりで住む。

　奈子はなにも年の瀬に急いで引っ越しまでする必要はないのではと思ったのだけれど、宗一郎の仕事の都合で、今がいちばんいい時期だと言われて引き下がった。

　それに、アパートから運ぶ荷物はそれほど多くない。松涛の家には家具も食器も洋服も、奈子のお気に入りの本でさえ、必要なものはすべて揃っている。

　奈子がどうしても手放せない化粧品やノートパソコンは、右手に引いているスーツケースと、佐竹が肩に担いだボストンバッグにすっかり収まってしまった。ほとんどホテルで暮らしている宗一郎も同じようなものだろう。

　クリーム色の大きなドアを開け、寒さから逃げるように玄関に駆け込む。たたきに並べられた革靴とパンプスを見下ろして、奈子は首を傾げた。

　ローヒールのラウンドトゥパンプスはもちろんのこと、よく磨き上げられた革靴も、多分、宗一郎のものではない。でも誰かを招く予定があったのなら、きっと佐竹が教えてくれたはずだ。

「奈子」

　ドアの開く音を聞きつけたのか、宗一郎が回廊の奥から歩いてくる。奈子は靴を脱ぐことも忘れて、玄関に突っ立ったまま夫を見つめていた。

　スーツやタキシードを着ていない宗一郎と会うのは初めてだった。ベージュグレーのハイネックのカットソーに黒い細身のパンツを合わせたラフな格好で、少しだけ乱れた前髪がアーモンド型の目に影を落としている。

　これから何度、宗一郎が自宅で寛くつろいでいるところに遭遇するかはわからないけれど、きっと数えるほど貴重な機会に違いない。

　奈子が夫に見惚れてちっとも動かないので、宗一郎は子どもの世話をするみたいに両手を差し出した。左手でスーツケースを受け取って、右手で奈子の手を掴むと、怪訝そうに片方の眉を上げる。

「冷たいな、雪遊びでもしたのか」

　氷のような奈子の左手をしっかりと握り、廊下を引き返していく。佐竹は黙ってふたりの後に続いた。

　リビングの中央にある丸いフード型の暖炉に火がくべられ、部屋の中はほかほかと暖かい。キッチンからはコーヒーの香りがした。

　Ｌ字型の大きなソファの手前に置かれたローテーブルを見て、奈子は思わずギョッとして足を止める。

「あれ、なんですか」

　宗一郎がこともなげに肩を竦めた。

「なにって、マリッジリングだろ」

「ま、マリッジ……？」

　広いローテーブルに真っ白なクロスが引かれ、その上には隙間もなくずらりと指輪が並んでいる。

　確かに、ふたりはまだ結婚指輪を選んでいない。結納も入籍も結婚式の日取りも、奈子が気付いた時にはみんな決められていて、婚約報道のことさえ知らされていなかったのだから、結婚指輪をどうするかなんて奈子にはとても言いだせなかった。

　鬼灯家の結婚には、きっとまだ奈子の知らないしきたりがある。

　でもまさかジュエリーサロンのショーケースをそのまま家に運んでくるとは思っていなくて、奈子はそばに寄ることも躊ちゅう躇ちょした。

　ソファの反対側に直立していたスーツ姿の男女が、揃って静かに頭を下げる。

「ご結婚おめでとうございます、鬼灯様」

　ふたりとも鬼灯家が懇意にしている百貨店の外商員だそうで、宗一郎とは顔見知りらしかった。幼い頃から成長を見守ってきた宗一郎の結婚を祝えることを喜んでいる。

　ぎこちなくお礼を返す奈子の腕を宗一郎が引っ張っていき、優しくソファに座らせた。片手で無造作にテーブルを指す。

「奈子の好きなものでいい」

　そう言われて、さっそくウキウキと物色できるほど奈子は肝きもがすわっていない。目の前にはシンプルなリングからルビーやサファイアで装飾されためまいのするようなデザインまで並べられ、気おくれするくらいだった。

　それでもなにか選ばなくてはいけないと思い、端から端まで行ったり来たり視線を彷徨さまよわせる。

　しばらくギュッと口を結んでいた奈子は、ついに宗一郎に助けを求めた。

「そ、宗一郎さんは……？」

　眉を寄せた深刻な顔を見て、宗一郎が笑う。サッと手を伸ばすと、テーブルの奥にあったものをひとつ取り上げた。

「俺はこれだな」

　奈子の左手を取り、薬指に指輪を通す。

　宗一郎が選んだのは、本当のところ、奈子がいちばん目を引かれていたデザインだった。

　細くて優美なプラチナのリングで、近くで見ると、クローズドセッティングのダイヤモンドが三粒、繊細に光を放っている。サイズは少し大きかったけれど、薬指で輝いているのを見た途端、奈子はすっかり気に入っていた。

　いろいろな角度から眺めた後、宗一郎を見上げて小さく頷く。

「これがいいです」

　それで、宗一郎はさっさとマリッジリングを決めてしまった。奈子のサイズを確認し、お揃いの、ダイヤのないデザインで宗一郎の分を用意するよう頼んでいる。

　外商員たちは数日中に宗一郎のもとへ届けると約束した。テーブルに並べられたたくさんの指輪をにこにこしながら回収して、足取りも軽く帰っていく。

　奈子の荷物をひとまずゲストルームに運び入れてしまうと、佐竹もふたりを残して家を出ていった。

　静かになったリビングに立って、宗一郎がぽつりと呟く。

「シェフでも呼ぶか」

　必要とあれば誰でも家に呼び寄せるのは、鬼灯家の習わしだろうか。奈子は目を回しそうになった。横窓のそばにあるウォールクロックを見上げる。まだ午後三時半だ。

　宗一郎がなにげなくキッチンへ近付き、壁に埋め込まれた大きな冷蔵庫のドアを開けた。ムッと眉をひそめ、きまりの悪そうな顔をする。

「しまった、なにもない」

　奈子は思わず笑っていた。

「宗一郎さん、おなかが空いているんですね」

　もしかしたらお昼ごはんを食べ損ねたのかもしれない。宗一郎と佐竹はなにも言わないけれど、年末の忙しい時期に入籍も引っ越しもすると決めたからには、ここ数日はかなり強引に仕事を調整してきたはずだ。

「きみはなにが食べたい？　慌ただしいが、入籍日だ。フレンチでも中華料理でも日本食でも、好きなものを用意しよう」

「……それなら、ふたりで作りませんか」

　冷蔵庫のドアを閉め、きょとんとした宗一郎が振り返る。奈子は両手をギュッと握りしめて背中に隠した。

「今から一緒にスーパーへ行って、買い物をするんです。冷蔵庫がいっぱいになるくらい。婚前契約書によれば、家事はふたりで分担することになっていたはずですから」

　宗一郎はがっかりするだろうか。どんな豪華な食事より、ただふたりきりでいたいなんて、奈子は恋に浮かれた少女みたいなことを願っている。

　宗一郎が奈子の肘を掴み、緊張して固くなった手を探りだした。指を解いて引き寄せ、まだリングのない左手の薬指にキスをする。

　頬を染めた奈子を見下ろして、いたずらっぽく笑った。

「では、花嫁の仰せのままに」




　鬼灯家には家政婦がいて、執事の佐竹も料理上手だと聞いたことがある。

　いくら本邸から離れて暮らしていても、宗一郎のためなら誰もが喜んで腕をふるっただろうし、おなかが空いて家にシェフを呼ぼうかと考えるくらいだ。ひょっとすると宗一郎は炊事が得意ではないかもしれないと、奈子はほんのちょっと期待した。

　鬼灯宗一郎にだってひとつくらいは欠点があるべきだ。

　つまるところ、奈子は宗一郎を侮あなどっていた。

　ふたりで近所のスーパーへ買い物に行き、空っぽだった冷蔵庫がいっぱいになると、宗一郎はさっそくキッチンに立って、奈子の思惑をよそに天性の器用さを披露した。

　アボカドとナッツのサラダ、海老とジャガイモのブルスケッタ、炙あぶりホタテのカルパッチョ、イサキのアクアパッツァに、スモークサーモンのレモンクリームパスタと、次々に完成する料理でダイニングテーブルが埋め尽くされていく。ときどきは、奈子より手際がいいことを認めなければならなかった。

　それぞれのメニューを口に入れるたび目を輝かせてたっぷりと味わい、ついに奈子は悟る。

　鬼灯宗一郎の欠点を探そうとするなんて、ちっとも理にかなわない。

　アイランドキッチンにふたりで並んで後片付けをする頃、奈子はほとんど落ち込んでいた。

「宗一郎さんって、料理もできるんですね」

　奈子が洗ったお皿を受け取って、宗一郎が首を傾げる。

「合格？」

「百点です」

「それはよかった。俺もきみの前ではカッコつけたい」

　奈子はムッとして眉を寄せた。

　そんなの嘘だ。カッコつけなくたってカッコいいくせに。

「なんかずるい」

　理不尽に拗ねる奈子を見下ろして、宗一郎が眩しそうに目を細める。

「俺は奈子の味付けが好きだよ、刺激的で」

　奈子の頬はパッと熱くなった。

　確かに、奈子が味付けをしたライムスープとサラダのドレッシングは、ふたりがつい笑ってしまうほどスパイシーだった。でも味は悪くなかったし、結局は食べ切ったのだ。

　他の残った料理を詰めた保存容器を腕に抱え、奈子は逃げるように宗一郎に背を向けた。

「緊張しちゃったんです。もともと辛いものが好きだし、今日は宗一郎さんが、食べるって、思ったから……」

　どんどん小声になっていく。宗一郎が追いかけてきて、両手が塞がっている奈子の代わりに冷蔵庫のドアを開けた。

「美味しかったよ。俺はきみと結婚したんだから、これから毎日でも奈子の手料理を食べられると思ったらうれしい。また作ってくれるだろ？」

　優しく見つめられ、奈子はなにも言い返せなくなった。ネジで動く人形みたいにこくりと頷く。

　宗一郎がそっと手を伸ばして、奈子の長い髪を耳にかけ、赤くなった頬をあらわにした。

「それで、俺を好きになった？」

「もう、にやにやしないで！」

　奈子は怒って宗一郎を肘で小突く。

　宗一郎が笑って奈子を抱きとめ、仕返しにキスをした。

　片腕で奈子を捕まえたまま、保存容器を取り上げて適当に冷蔵庫に押し込み、肩を使ってドアを閉める。下唇にそっと歯を立て、誘惑するように囁いた。

「頼むよ、早く俺を好きになってくれ」

　奈子はくらくらして口もきけなくなり、気が付くと、宗一郎の手を握ったままバスルームにいた。

　ハイウエストのパンツから薄手のニットを引っ張り出される頃になって、ようやく正気に戻る。慌てて宗一郎を追い出し、頬を膨らませながらドアの向こうの笑い声を聞いた。いいようにからかわれている。

　奈子は両手に顔をうずめた。取り乱さずにいたかったけれど、宗一郎には当分敵いそうもない。

　足音が遠ざかると、奈子は深く息をついてドアに寄りかかった。

　いつの間にか、アパートから持ってきたお気に入りの化粧品が棚の上にきちんと揃っている。ゴールドの水栓がついたピカピカの洗面ボウルの横には、着替えとバスタオルが並んでいた。

　高級ブランドのシャンプーとボディソープ、それからバラの花びらの形をしたバスペタルが、中央にある大きな浴槽のそばに置かれている。広いバスルームの角はガラスドアで隔てられ、オーバーヘッドシャワーがついたシャワースペースになっていた。

　家を案内された時はあまりの贅沢さに圧倒されるばかりだったけれど、改めて眺めてみると、思わずほほ笑んでしまう。

　これから毎日このバスルームを満喫するとしたら、些細な怒りや悲しみは、きっと長続きしないだろう。

　奈子は腕に引っかかったままになっていた宗一郎が半分脱がせたニットを丁寧にたたみ、ふと用意された着替えを広げて鏡に映した。華奢なキャミソールとボトムスはロマンチックで、美しいガウンの裾には繊細なレースが縫いつけられている。生地はすべてピンクベージュのシルクだった。

　クリーム色のライトに照らされたタイルの上を、裸足になって歩く。

　泡立つジャグジーバスに赤と桜色の花びらを浮かべ、すべりだし窓を押し開ければ、隙間から淡い六花がひらひらと舞い込んでくる。

　奈子はすっかりうれしくなって、また降る雪を掴んで遊んだ。

　シャワーを浴びてバラの花片に体を沈め、ちょっとずつ落ち着きを取り戻していく。

　思考がまともになってきたら、自分が陥っている深刻な状況もちゃんと把握できた。鼻先までお湯に浸かって考え込む。

（ノーメイクで宗一郎さんに会ったことって、今までに一度もない）

　普段からそれほど濃いメイクをしているわけではないが、だからといっていきなりすっぴんを見せるのはためらわれる。スキンケアをして髪を乾かし、このままベッドに隠れてしまおうかとまで思い悩んで、結局は宗一郎を探す決心をした。

　シャワールームはゲスト用のスペースにもあるけれど、宗一郎はここが空くのを待っているかもしれない。それに、ルームウエアをプレゼントしてくれたことにもお礼を言わなくてはいけなかった。

　思い切って回廊を引き返していくと、リビングダイニングからぼんやりとした明かりがあふれているのが見えた。緊張しながら部屋を覗く。

　宗一郎は長い脚を投げだしてソファに座り、静かに目を閉じていた。ダークネイビーのトレーナーとジョガーパンツに着替えていて、黒い髪がまだ少し濡れている。

　奈子は足音を立てないようにそっと近付いて、夫の寝顔を覗き込んだ。

　本当に、ため息をつきたくなるほど綺麗な顔立ちをしている。奈子はいつもついアーモンド型の目に釘づけになってしまうけれど、頬骨が高く、唇の形は綺麗だし、鼻梁もとびきり美しい。ダイニングから届くペンダントライトの淡い光でさえ、伏せられた長いまつげの影を作っていた。

　規則正しい呼吸をなんともなしに数えてみる。

　しばらくそうしてぼんやりと見つめていると、突然、宗一郎がパチリと目を開けた。驚いて離れようとした奈子の肘を掴み、深刻そうに呟く。

「きみはかわいいな。卵みたいだ」

　いったいどういう意味かと問いただしたかったが、宗一郎がそれより先に立ち上がり、奈子の腕を引いた。

　リビング階段を上って、フットライトに照らされた廊下を進む。宗一郎は奈子の左手をギュッと握って笑った。

「ちゃんとあったかくなってる」

　それで、奈子の肌はまた少し熱くなった。

「このルームウエア、宗一郎さんが準備してくれたんですよね。ありがとうございます。すごくすてきです」

　宗一郎がちらりと振り返って目を細める。

「うん、いいな」

　のぼせたわけでもないのに、奈子はめまいを起こしそうだった。

「確かきみは、明日で年内の出勤は最後って言ってたよな」

「そうです。少し長めにお休みをいただけたので」

　年末に入籍することを伝えたら、上司が気を遣って休暇を取るようすすめてくれたのだ。

　奈子は背の高い宗一郎の横顔をこっそり見上げた。宗一郎も、ちょっとでもゆっくりできたらいいのだけど。

「それなら、仕事が終わったら迎えにいく」

「迎えに？」

　奈子はきょとんとして首を傾げた。

　どこか行かなければいけないところがあるのだろうか。それとも、紹介したい人がいるとか。

　宗一郎の母親や祖父母には挨拶を済ませ、父親にも花を手向けることができたけれど、弟たちには、実はまだ会えていないのだった。宗一郎と同じように忙しいふたりだから、なかなか時間を調整できないでいるらしい。

　それか、大学時代の友達。もしくはいとこの八雲京かも。結婚したばかりだそうで、夫人にもぜひ会わせてほしいとお願いしてある。

　考え込む奈子を見下ろして、宗一郎がほほ笑む。

「食事でもしよう、ふたりで。映画を観てもいいし、バーに寄ってもいいし、水族館まで行ってもいい」

　奈子の顔を覗き込み、秘密を打ち明けるように囁いた。

「つまり、きみを口説いてる。俺は奈子とデートがしたい」

　宗一郎から洗いたての髪の匂いがする。奈子はまともに口がきけなくなって、溺れたように息を吸った。

「あ、えっと、デート、でしたか。なるほど」

「それが答え？」

　宗一郎が笑っている。そのせいで、奈子の頬はパッと赤くなる。

　奈子はまつげを伏せてうつむいた。

「私も行きたいです」

「正解」

　宗一郎が満足そうに頷いてドアノブに手をかける。うしろをふらふらとついてきていた奈子は、その先がベッドルームだと今になって気が付き、慌てて足を踏ん張った。

「あ、あの！　私、今日はゲストルームを使います。荷物もあっちの部屋にあるし」

　ぼーっとしているうちにうっかり通り過ぎてしまったゲストルームへ続く廊下を指さし、急いで引き返そうとする。

　宗一郎は腕を離さなかった。怪訝そうに片方の眉を上げる。

「荷物？　眠るのに必要か」

　きっと必要だ。奈子は必死に頷く。

　宗一郎がすっと目を細め、奈子の手を引っ張った。力強い腕に抱きとめられたかと思うと、ドアに体を押しつけられ、鼻の先に立った宗一郎が行く手を塞ぐ。

　背中にぴったりとくっついたドアのうしろの寝室が、他の部屋に比べるとそれほど広くはなく、照明は淡いブラケットライトで、その下にキングサイズのベッドが一台置いてあるだけだということを、奈子はちゃんと知っている。

「確認なんだが、きみ、俺から逃げようとしてないか」

　奈子はすぐに首を横に振った。でももちろん、宗一郎は引き下がらない。

「俺を好きになりたいと言ったよな」

　取調べ中の捜査官のように追及してくる。

　それを言ったのは宗一郎であって、奈子が口にしたわけではないけれど、賢明にも抗議はしなかった。抵抗すれば今にも手錠をかけられそうだ。

　黙秘する奈子の顎の下を、宗一郎の指先がなにかを探すみたいにそっとなぞる。その指たった一本のせいで、奈子はずるずるとくずおれそうになった。

　宗一郎が片頬で笑う。

「なるほど、まだお気に召さないってことらしい」

　奈子は否定しようとしたけれど間に合わなかった。大きな手に顎を掴まれ、顔を上げる。

　宗一郎は奈子をジッと見下ろしたままキスをした。思い知らせるようにゆっくりと唇を塞ぎ、腕の中に閉じ込める。

　下唇を引っ張られ、小さなリップ音がして、奈子は慌てて宗一郎の胸にしがみついた。そうしないと立っていられなかった。

　歯を立て、ついばみ、ときどき離れて、宗一郎がキスを深くすると、奈子はぐずぐずと泣きだしそうになる。強いめまいがして、呼吸の仕方も忘れてしまう。これまでのいたずらみたいなキスとはなにもかも違った。奈子はきっと抗えない。今なら宗一郎は、ただドアを開けるだけでいい。

　宗一郎の手が髪をくしゃくしゃにもてあそび、くすぐるように腰をたどって、奈子の肘を掴む。そして、そっと体を離した。

　つむじや目の下にキスを降らせながら、アイスクリームみたいに溶けた奈子がひとりで立てるようになるのを待つ。

　奈子の頬が真っ赤になっているのを見て、宗一郎は満足そうに笑った。

「でも、忘れないでくれ。婚前契約書によれば、俺ときみは一年以内に子どもをつくる。きみはそれに合意したはずだ。あと何回キスをしたら、奈子は俺を好きになる？　俺も気の長い方じゃないんだが、それまでは待ってるよ」

　ようやく息の整った奈子を引き寄せ、またキスをする。

「おやすみ、奈子」

　いたずらっぽく囁いて、ひとりでベッドルームに入るとドアを閉めた。

　廊下にぽつんと取り残される。今すぐそのドアを開けたくなるのをなんとかこらえて、奈子は両手で顔を覆った。

（い、いじわる……！）

　好きでもない相手に、奈子がこんなキスを許すと思っているのだろうか。

　宗一郎にあおられた火が肌の下でくすぶっている。もうこれ以上ごまかせないことはわかっていた。きっと今にも弾けてあふれ、逃げることもできなくて、奈子ひとりでは持て余すようになる。

　宗一郎が、その時を待っている。

　奈子はギュッと口を引き結び、絶対に眠れないとしても、今夜だけはゲストルームに閉じこもっていようと決めたのだった。




　冬の匂いが宵の口を漂う。

　白い弓張月を飾るように、ビルの隙間で星がふたつ輝いていた。まだ定時を過ぎたばかりで、烏丸証券のエントランスも混み合っている。

　日葵がくれた入籍祝いを腕に抱え、顔認証ゲートを通り抜けた奈子は、もう一度うしろを振り返った。

「ほんとに大丈夫？」

　日葵と樹が揃って頷く。ふたりとも、肩と肘にプレゼントをぶら下げていた。

　すべて奈子が上司や同僚から贈られたもので、今夜はたまたま宗一郎と待ち合わせしていると伝えたら、ふたりが車まで運んでくれることになったのだ。

　烏丸証券に奈子の結婚を知らない人はいない。記事のおかげでべつの部署の友達や支店にいる同期からも連絡がきて、偶然すれ違った役員にまで声をかけられ、奈子は恐縮しきりだった。

　相手がホーズキの社長とあっては、みんな気を遣ってくれたのだろう。

「だって、鬼灯宗一郎に会ってみたいし」

　日葵が潔く好奇心を認める。樹はもう少しだけ控えめだった。

「なかなかお目にかかれないですからね」

　奈子はなんとなく頬を染めて呟いた。

「べつに、ふつうだけど」

　日葵と樹が顔を見合わせる。

　奈子は冷たい風が吹いたのをいいことに、マフラーを鼻先まで引っ張り上げた。宗一郎が平凡とかけ離れていることは、奈子がいちばんわかっている。

　がっくりとうなだれた樹が、大袈裟なため息をついた。日葵が目をすがめて肘で小突く。

「なにダメージくらってんの」

「いや、おめでたいですよ。でも茅島さんが結婚って、こう、改めて考えるとじわじわ……あ、もう入籍されたから鬼灯さんなのか。あーあ、慣れないから今度から奈子さんって呼ぼうかな」

　日葵が鼻で笑った。

「今の、鬼灯宗一郎に報告してあげる」

　ギョッとした樹は顔を真っ青にした。

「壬生さん、本気じゃないですよね」

「さあ、どうだろ」

　日葵が綺麗にほほ笑むのを見て、樹がぶるりと体を震わせる。

「うわ、今すげえ悪寒がしました」

　奈子はいつものようにじゃれあうふたりを眺めて肩を竦めた。

「仕事は旧姓で続けるから、今まで通りでいいよ」

　宗一郎お気に入りの黒いドイツ車は、烏丸証券の本社から少し離れたところにある駐車スペースに止まっていた。チェスターコートのポケットに両手を突っ込んだ宗一郎が、助手席のドアに寄りかかって待っている。

　たったそれだけのことで、奈子は歩道の真ん中で釘づけになっていた。立ち尽くす奈子を見つけ、宗一郎が近付いてくる。

「おかえり」

　ほほ笑んで奈子を見下ろし、うしろにいるふたりに目を向ける。

　奈子はハッとして振り返った。ふたりともぽかんと口を開けて固まっている。

「夫の鬼灯宗一郎さんです」

　まだ慣れなくてぎこちない言い方だったけれど、日葵も樹も、宗一郎に圧倒されて気付いていない。

　奈子は宗一郎にもふたりを紹介した。

「同期の日葵と、後輩の樹くん。入籍祝いをたくさんいただいたので、運ぶのを手伝ってくれたんです」

　先に立ち直ったのは日葵の方だった。口角を引き上げてにっこりと笑う。

「ご結婚おめでとうございます。奈子の友人の壬生日葵です」

「ありがとうございます。奈子の夫の宗一郎です。これからも妻をよろしくお願いします」

　外面のいいふたりがそつなく挨拶を交わしている。奈子はなんとなくはにかんでうつむいた。

　樹がすっと宗一郎の前に立つ。

「奈子さんの後輩の樹です」

　顎を上げて背筋を伸ばし、身長の高い宗一郎と頭を並べるようにして、わざとちらりと奈子を見る。

　奈子はきょとんとしてまばたきをすると、こっそり日葵と目を合わせた。日葵が微かに首を傾げる。さっきまでぶるぶる震えて宗一郎を怖がっていたくせに、樹はいったいなにを考えているのだろう。

「はじめまして、鬼灯宗一郎です」

　宗一郎はそうとはわからないくらいさりげなく奈子を近くに引き寄せた。樹が右手に持っていた袋を差し出す。

「ご結婚おめでとうございます。これは僕から、おふたりにお祝いです」

「わざわざご丁寧にありがとうございます」

　宗一郎がお礼を言って受け取る。

　奈子はふと、そわそわして落ち着かなくなってきた。ほとんど理解できないことだけど、隣にいる宗一郎が、奈子が誰かに連れ去られるのを警戒しているみたいに、すぐ手の届くところに置こうと振る舞っている気がする。

　他のプレゼントをすべて車に積み終えてしまうと、樹がにこやかに笑って宗一郎に言った。

「僕、奈子さんには本当にいつもお世話になっているんです。だから泣かせないでくださいね、これからは」

　宗一郎の右の眉がピクリと上がる。奈子は慌てて夫の腕を引っ張った。

「ふたりとも、本当にありがとう。また会社でね」

　一刻も早く樹から宗一郎を引き離したくて、ぐいぐいと車の方へ追いやる。けれど、あと少しというところで反対に助手席に押し込まれてしまった。

　宗一郎がドアに背を向け、ふたりとなにかしゃべっている。

　奈子はハラハラしながら見守った。

　あまり長引くようなら降りてそばへ行こうかと思ったけれど、宗一郎もすぐに運転席側に回ったから、多分改めてお礼を言っただけなのだろう。宗一郎が隣に乗り込んでくると、奈子はホッとして息をついた。

　婚約が報じられて泣いたことを、宗一郎は知らない。奈子がそう決めたのだ。

　奈子はふたりの政略結婚を受け入れているし、宗一郎を問い詰め、もし日葵の推測が正しかったとして、その時なにを言えばいいのかもわからなかった。

　今はただ単純に、意図しない誰かから婚約のことが記者に伝わってしまっただけならいいと願っている。

　それは薄うすら氷ひの上を歩くことに似ていた。

　でも確かに、目の前で突然泣きだした後、樹になにも説明しなかったのは奈子がいけなかったかもしれない。日葵にさえ詳しい事情を話したわけではないし、陽気で慎重なところのある樹が、まさか宗一郎を挑発するようなことを言うとは思わなかった。

　樹なりに心配してくれていたのだろう。もしかしたら、最初から宗一郎に忠告するつもりで車までついてきてくれたのかも。

（なんか、悪いことしちゃったかな）

　逃げるように別れてしまったし、樹は奈子を庇ってくれたのに、ろくなお礼も言っていない。奈子は急に樹に謝りたくなった。

　窓の外を覗くと、樹が気付いて誇らしげにニカッと笑う。奈子は思わず目尻を下げた。車のそばに立って見送ってくれるふたりに、手を振ろうとして右手を上げる。

　宗一郎がその手を捕まえ、奈子を運転席の方に引き戻した。顎を掴み、噛みつくようにキスをする。鋭く細められた目に見下ろされ、奈子の頬はパッと熱くなった。

　宗一郎が体を離して満足そうにほほ笑む。

「行こうか」

　たったそれだけでいい。

　日葵と樹にもわかったはずだ。宗一郎が車のドアを閉めた途端、まるでふたりきりになるのが待ち切れなかったみたいにキスをしたと。

　奈子は恥ずかしさで真っ赤になっている。当然、樹には顔を見せられない。車がゆっくりと動きだしても、結局、樹に手を振るのを諦める。

　なにもかも、鬼灯宗一郎の思い通りだった。




　澄み切った夜のさなか、冬はきらきらと輝いていた。

　宗一郎が奈子を連れていったのは都内にある水族館だった。ふつうの恋人のように手を繋いで、青い水の下を歩く。幻想的なライトアップの中、宗一郎がときどきかがみ込んでユーモアのある感想を耳打ちするのを、奈子はくすくすと笑って聞いた。十九時のイルカショーもちゃんと見たし、おみやげにサメのぬいぐるみも買った。

　それからおなかを空かせた宗一郎が魚を食べたいと言いだしたので、奈子はまた笑って、帰り道に海鮮の美味しい小料理店に寄った。宗一郎が八雲京と一緒に時折顔を出す店だそうで、掘りごたつ式のカウンター席に座って店主と気さくに話す横顔を見つめていると、どうしてか奈子は胸が苦しくなるのだった。

　ふたりで同じ家に帰り、玄関のドアを開ける。

「ただいま」

　奈子がなんとなく呟くと、すぐ隣から返事が戻ってくる。

「おかえり」

　サメのぬいぐるみを抱きしめた奈子は、顔を上げて宗一郎をジッと見た。

　宗一郎が手を伸ばし、奈子の肘を支える。奈子はつま先立ちになってすばやくキスをすると、くるっと背を向けてリビングに駆け込んだ。

　宗一郎も笑っていた。




　奈子はギュッと手を握って、ついにドアをノックした。

　途端に引き返してしまいたくなる。

　迷惑かもしれない。困らせたらどうしよう。疲れているだろうし。べつに、そういうつもりじゃないけど。ただいつまでもゲストルームに閉じこもっているのは、ふつうの夫婦らしくないと思っただけ。

　大丈夫、きょとんとされたら戻ればいい。なかったことにする。なんなら、今すぐ。

　頭の中がぐるぐると回って、緊張でめまいがしてくる。

「どうぞ」

　奈子が半ば逃げだしかけた時、宗一郎の低い声が答えた。

　それだけで、呼吸の仕方も忘れてしまう。奈子は震える手でベッドルームのドアを開けた。

　ヘッドボードを背にした宗一郎が、膝に乗せたノートパソコンから顔を上げる。

「どうした」

　奈子はとっさに後悔した。

「ごめんなさい、仕事中ですか」

　そうに決まっている。昨日も今日も、奈子のためにたくさん時間を使ってくれたのだから。ひとりではしゃいで、バカみたいだ。さっさと引き返した方がいい。

「いや、今終わったところ」

　宗一郎がパソコンを閉じて、ナイトテーブルの上に置いた。奈子はドアノブを掴んだままうしろに退がる。

「あの、おやすみなさいって言おうと思って。今日はありがとうございました、楽しかったです。宗一郎さんも、なるべくゆっくり休んでくださいね。また明日」

　用意していた言い訳を全部並べ、すばやくドアを引く。

「奈子」

　胸をきゅっと掴むような声に呼び止められ、奈子は逃げられなくなった。

　思考は一時停止して指の先まで固まっている。心臓さえ、今は宗一郎のために動いていた。

「部屋に入って、ドアを閉めるんだ」

　魔法の呪文に支配されたみたいに、奈子は命令に従ってベッドルームに足を踏み入れた。ドアを閉めてうつむく。

　部屋は息苦しいくらいに静かで、噎むせ返るほどの甘い匂いが漂っている気がした。宗一郎がベッドに座ったままジッと奈子を見つめている。

「おいで」

　奈子は息を止めた。体の横でギュッと両手を握って、おとなしく進み出る。

　カーテンの隙間から覗く細い月の光が奈子のつま先を照らす。まるで境界線みたいに、宗一郎と奈子の間に差し込んでいた。奈子はそれ以上ベッドに近付けなくなって、部屋の途中で立ち尽くす。

　眉を寄せて顔を上げると、宗一郎が困ったように笑った。

「きみ、ほんとにかわいいな」

　奈子の頬が赤くなる。

　宗一郎はためらうことなく境界線を越え、奈子を迎えにきてくれた。小さく丸まった奈子の指を優しくほどいて、おでこにキスをする。

　それで、奈子の魔法は解かれた。広い背中に両腕を回してしがみつくと、宗一郎が笑って髪を撫でる。そっと顎を持ち上げられ、奈子は背伸びをした。

　キスをして、見つめ合う。それからまたキスをする。

　宗一郎の指先が耳や首すじや鎖骨をたどっていき、その後を唇が追いかけた。

　大きな手に裾の方を引っ張られ、シルクのガウンが床に滑り落ちる。宗一郎は奈子を腕の中に閉じ込めたまま、キャミソールの細い肩ひもをくわえて引きずり下ろし、膨らみの上にもキスをした。

　奈子は唇を噛んでため息をこらえる。宗一郎に触れられた肌が熱くて、もうすぐ溶けてしまいそうだった。

　腰をたどっていた左手がそっと胸を掴む。そのまま優しく握られて、なにも考えられなくなった。宗一郎の肩に額を押しつける。

　抱きしめられ、耳じ朶だを食はまれ、胸の先に触れられると、こらえ切れなかった吐息が唇の隙間からこぼれ落ちた。体中から力が抜けて、ひとりでは立っていられなくなる。

　宗一郎は奈子の肘を支えると、耳元で誘惑するように囁いた。

「連れていくよ」

　そのままくずおれそうになった奈子を、宗一郎が抱き上げる。

　ふかふかのベッドに壊れもののように下ろされ、奈子は頬を火照らせて宗一郎を見つめた。宗一郎の目の奥にも、微かな火がくすぶっている。

　まぶたを閉じると、またキスが降ってきた。

　宗一郎が奈子の手首を掴んで、シーツの上に縫いとめる。脚の間を膝がかすめ、逃げられないように体を押さえつけられて、奈子はパッと目を開けた。

　奈子を組み敷いた宗一郎が、勝ち誇ったように片頬で笑う。

「きみ、ずっと廊下を行ったり来たりしてただろう」

　奈子は恥ずかしさでカッとなって暴れだした。当然、この体勢ではちっとも抵抗にならない。

「いじわる！」

　仕方なく目に涙をためて抗議したけれど、宗一郎はうれしそうだった。

「怒らないでくれ。俺だって、早くドアをノックしてくれたらいいのにと思ってた。いっそのことさっさと捕まえてこんなふうに押し倒せればよかったけど、意地になって約束してしまったからには、待つ以外に方法がなかったんだ」

　軽率にも、奈子の胸はきゅんとなった。宗一郎の顔にパンチしてやりたい気もしたし、今すぐキスをしてほしい気もした。

　とはいえ、ふたりとももう抗えないことはわかっている。

　宗一郎は奈子の体に跨またがったままトレーナーを脱ぎ捨てた。太い鎖骨も、三角形に盛り上がった肩も、しなやかな筋肉をまとった腕も、なにもかも奈子とは違っている。

　奈子は唇を噛んで、宗一郎の乱れた前髪を指で直した。

　宗一郎が奈子の手を捕まえる。長いまつげの隙間からジッと奈子を見つめて囁いた。

「大事にする」

　奈子は小さく頷いた。

　宗一郎の手が脱ぎかけのキャミソールの下に滑り込んで、直接肌をなぞる。やわらかいところを握られ、キスをされる。

　奈子がじゃれるように宗一郎の鎖骨に歯を立てると、仕返しに胸の先に触れられた。宗一郎の手の中で硬く尖っていく。奈子はつま先を丸めて、甘い攻め苦に耐えようとした。

　でも、宗一郎の指先が脚の間を探り当てる頃には、そんな余裕もなくなった。

　思わず逃げるようによじった体を宗一郎の下に引き戻される。どうしようもできなくなって、宗一郎の上腕に爪を立て、なにかを懇願するみたいに額を押しつけた。

　のぼりつめていく奈子を、宗一郎が口を結んで見下ろしている。

　奈子はとっさに腕で顔を隠したけれど、それもすぐに引きはがされた。手首の内側にキスをされる。

　鋭く細められた黒い目の奥に独占欲に似たものがよぎるのを見て、あおられた熱が肌の下でいっきに弾ける。奈子は宗一郎の腕にしがみついて小さく声をあげた。

　宗一郎が満足そうにまなじりにキスをする。

　体を沈められ、ふたりの隙間がぴったりと重なってなくなった時、奈子は泣いていた。宗一郎と結婚してよかったと思えたから。

　ベッドに肘をついた宗一郎が、奈子の顔を心配そうに覗き込む。奈子は慌てて宗一郎の手を掴んだ。

「やめないで」

　宗一郎が眉を上げる。

「わかってる」

　宗一郎は奈子を離さないように、背中に腕を回して引き寄せただけだった。

　奈子はホッとして目を閉じた。力強い腕に体を預ける。

「おやすみ、奈子」

　今夜はそれを、宗一郎の腕の中で聞いた。




　奈子が目を覚ました時、宗一郎が背中にぴったりと寄り添っていた。

　まだ暁の深い頃で、鋭い冬の匂いが部屋を満たしている。夜をこんなにすてきだと思ったことはない。

　宗一郎は最後まで、ちゃんと奈子を抱きしめていてくれたらしい。奈子はキャミソールの胸の下に回された腕にそっと触れてみた。筋肉が硬くぴんと張り詰める。

　宗一郎が髪にキスをしたのがわかって、奈子は身をよじって振り返った。

「ごめんなさい、起こしましたか」

　喉が掠かすれている。奈子が顔をしかめると、宗一郎はにっこりとほほ笑んだ。

「いや」

　枕に肘をついた宗一郎の声は、案外はっきりしていた。奈子もそれほど長く眠っていたわけではないのかもしれない。

　砂糖をたっぷり溶かしたような目で見下ろされ、奈子はシーツを肩の上まで引っ張り上げた。頬を染めて呟く。

「なんでそんなに満足そうなの」

　宗一郎が眉を寄せた。

「満足？」

　それから、片頬でいたずらっぽく笑う。

「そんなことはない」

　パッと体を起こすと、奈子が握っていたシーツを強引にはがす。奈子はきょとんとして目をまたたいた。

　宗一郎の大きな手が奈子の足首を掴む。

「たとえば、奈子の脚」

「あ、脚？」

　奈子は肘をついて起き上がった。

　宗一郎が奈子の脚を引っ張って、やわらかいふくらはぎに歯を立てる。

　肌の下がピリッとして熱くなった。奈子が唇を噛むのを、宗一郎は余裕の笑みで見下ろす。高慢で、自信家で、手に負えない。

　宗一郎は奈子の丸い膝にもキスをして、太ももの内側を唇でたどった。脚の間に宗一郎の髪が触れる。

　奈子は慌てて首を横に振った。

「待って、宗一郎さん、それはダメ……あっ！」

　宗一郎は奈子の制止を聞かなかった。奈子の背中がベッドに沈む。

　それから宗一郎は、本当は奈子にどんなことをしたいと思ったか、ひとつひとつ囁いて実行した。さっきは〝大事にする〟と約束したから、そうしたまでだったのだ。

　つまるところ、宗一郎が満足したのは、窓の外がすっかり明るくなる頃だった。

「ちょっと無理をさせすぎたな」

　スーツを着た宗一郎がネクタイを結びながら戻ってくる。ベッドの端に腰かけ、シーツに丸まってぐったりしている奈子の頬にキスをした。

　ナイトテーブルには熱々の紅茶を入れたポットと、温められたティーカップが置いてある。

「許してくれ。きみが回復するまでそばにいたいところだが、そろそろ佐竹が迎えにくる。ゆっくり寝ているといい。冷蔵庫に朝食を入れてあるよ」

　奈子は小さく頷いた。

　宗一郎はいったいどんな体力をしているんだろう。あんなことをした後で、奈子はまだアイスクリームみたいに溶けた体を持て余しているのに、宗一郎のスーツ姿はまるで何事もなかったみたいに完璧だった。

　本当は奈子だって、先に起きて朝ごはんを作りたかったし、コーヒーを入れてネクタイを結んで、仕事に向かう宗一郎をちゃんと玄関まで見送りたかったのに。

　奈子はどうしたって、宗一郎には敵わない。

　宗一郎が立ち上がって背中を向ける。奈子は力の入らない腕をシーツの下から覗かせ、、スーツの袖をギュッと掴んだ。

「……いってらっしゃい」

　奈子が頬を染めて呟くと、宗一郎はうれしそうに笑ってくれた。




　杏の花が咲く頃、宗一郎と奈子は結婚披露宴を執り行った。

　空は鮮やかに青く、手を伸ばせば掴めそうなほど近い。春がすぐそばにいるのを知って、鶯うぐいすが高らかに歌っていた。

　鬼灯グループが経営するラグジュアリーホテルの八階はバロック様式の宮殿を模してデザインされたフロアで、空中庭園は平へい面めん幾き何か学がく式しき、招待客はタキシードやドレスで着飾って、シャンパンとシャンデリアとダイヤモンドが美しさを競うようにきらめいている。まるで豪勢な舞踏会だ。

　実際、結婚式よりはレセプションパーティといった方がふさわしい。

　招待されているのは政治家と経営者がほとんどだった。少し歩けば官僚か研究者に行き当たるものの、親類や友人を見つけだすのは困難に近い。

　もちろん、みんながふたりを祝福してくれる。でも誰にとっても奈子はただ、鬼灯宗一郎の花嫁であり、茅島行高の娘だった。

　それに正直、奈子にも披露宴を楽しんでいる余裕はない。立ち居振る舞いに失礼のないよう気を付けるのが精いっぱいで、もし宗一郎がそばにいないなら、逃げだしてしまいそうなほど緊張していた。

「奈子、ちょっと」

　グループ関係者への挨拶をあらかた済ませた頃、宗一郎に腕を引かれ、結婚式のために花や風船で飾られた空中庭園に出た。青い空の下、ケータリングを囲んでカジュアルに過ごせる庭園には、比較的年齢の若い招待客が集まっている。

　宗一郎がふと奈子の顔を覗き込み、訝るように片眉を上げた。

「葦あし原はら真ま白しろがポロに熱心だなんてよく知ってたな」

　奈子はまともに宗一郎を見上げてしまい、つかのま口がきけなくなった。

　クラシカルなモーニングコートで正装した宗一郎は、どこかの王室の御曹司みたいに洗練されていて、うっかり目を合わせると思わず見とれてしまう。なにも考えられなくなると困るので、なるべく正面から見ないようにしていたのだった。

　奈子は頬を染め、ほんの少しためらってから白状した。

「佐竹さんに教えてもらったんです」

　奈子にとっては会ったこともない各界の重鎮ばかりが集まる披露宴なので、佐竹に招待客のリストを作ってもらって、趣味や経歴、鬼灯家とのこれまでの付き合いなど、頭がパンクしそうになるまで詰め込んでいた。

　ポロ競技に熱心な葦原真白は、宗一郎の祖父の友人だ。家系図を何世代も遡さかのぼるなら、鬼灯家とは遠い親戚でもある。

　真白に挨拶をしたら、きっとポロのことが話題になるだろうと予測したのも佐竹だ。奈子はルールさえ知らなかったから、動画を探して勉強しただけだった。

　鬼灯家に嫁いだからには、いつまでもいじけてばかりいられない。少女だった頃に夢見ていた理想の結婚とは違っていても、宗一郎にとっては、理想の花嫁でありたかった。

　宗一郎がいたずらっぽく目をきらめかせる。

「確かに、佐竹のヤマ勘は当たるな」

　奈子の頬に落ちた髪をそっと指で払って笑った。

「だけどあいつ、厳しかっただろう。奈子が俺のために頑張ってくれて助かってるよ、ありがとう」

　返事に困った奈子は口を引き結び、ただ黙って首を横に振った。

　宗一郎がこんなにカッコよくしていたら、本当は王子様なのかもしれないって、きっとみんなに疑われてしまう。

　王子様はちょっと不本意そうに肩を竦めた。

「でも、今から紹介する奴には気を遣わなくていい」

　奈子は苦労して宗一郎から目を逸らし、前を向いた。ハッとして姿勢を正す。

　すらりと背が高くバランスのいい体躯でタキシードを着こなした男性が、追いかける女の人たちをやんわりと振り切って歩いてくる。

　それから、奈子を見下ろして人懐こくほほ笑んだ。

「はじめまして、宗一郎の弟の悠成です。ご結婚おめでとうございます」

　奈子は恐縮して頭を下げる。宗一郎の弟とまともに口をきくのは初めてだった。

「ありがとうございます。茅島行高の娘の奈子と申します。今までご挨拶にうかがえず、本当に申し訳ございませんでした」

「ああ、それは兄貴のせいだから。気にしないで」

　悠成が含みのある言い方をするので、奈子はこっそり隣に立つ宗一郎を見上げた。素知らぬ顔をしている。

　悠成がさらに言い足した。

「そのドレス、兄が選んだんじゃないですか。もっと正確に言えば、作らせたのかな。お似合いですね」

　奈子はきょとんとして頷く。

「そうですけど、よくわかりましたね」

　宗一郎が披露宴のためにデザインさせたのは、濃緑でハリのあるシャンブレーオーガンジーのモノマテリアルドレスだった。スカートの揺れが上品で美しく、オフショルダーのロールカラーにはピンクやイエロー、ラベンダーなどの色鮮やかなクチュールフラワーが丁寧に縫いつけられている。

　ガーデンウエディングによく映えて、奈子もお気に入りだった。

　悠成が得意げに笑う。

「俺には兄の頭の中が切って覗いたようにはっきりわかるんですよ。顔は似てないって言われるけどね」

　奈子はついジッと悠成を見つめた。

　確かに悠成はやわらかそうな癖のある猫っ毛に、優しい末広二重とすっきりとした鼻梁のハンサムな顔立ちをしていて、社交的で、愛想がよく、宗一郎とは雰囲気がまるで違う。

（でも、笑った時の目元はそっくりだと思うけど……）

　宗一郎がまなじりを下げて溶けそうなくらい甘くほほ笑むと、兄弟は同じ笑い方になる。

　それがわかった時、奈子はパッと頬を染めていた。こっそりまつげを伏せる。

（……そっか、他には誰も知らないんだ）

　あんなふうに笑うのを見たのは、宗一郎の腕の中にいる時だけだ。

　他の誰かが気付いていなくてよかった。知っているのが奈子ひとりならいい。できることなら、この先もずっと。

　そんなくだらないわがままのせいで、本当は兄弟に似ているところがあることを、奈子は教えてあげられなかった。

　悠成がふと申し訳なさそうに肩を竦める。

「あともうひとり、冷って弟がいる。でも仕事で海外にいるらしいんだ。いとこの京と妻の柚ゆ子ずちゃんもさっきまでここにいたけど」

　悠成が辺りをぐるりと見回す。

「どっか行ったな。叔父さんが来てるはずだから、捜しにいったのかも」

　叔父というのはおそらく京の父親のことなのだろう。量子重力理論の研究者で、近い将来のノーベル賞候補と目されている。フランスの大学に招しょう聘へいされていて、帰国は一年ぶりだとか。

　宗一郎が呆れたように呟く。

「お前たちふたりが並んでると目立ちすぎるからだろ。子どもの頃から、パーティに出席すれば面倒ばかり起こす」

「なるほど、それもある」

　悠成はいたずらっぽく片眉を上げた。奈子に向き直って、にっこりと笑いかける。

「俺と京は同い年で、双子みたいに育ったんだ。ここには俺しかいないけど、家族が増えてみんな喜んでるよ。ありがちなことですが、兄がなにを考えているのかわからなくなったらお気軽にご相談を」

　奈子は目尻を下げてほほ笑み返した。かなり魅力的な申し出だ。

「ありがとうございます、きっと頼りにします」

　規格外な鬼灯家に嫁いで気おくれすることもあるけれど、こうやって家族に受け入れてもらえると、宗一郎のそばにいていいんだと思える。政略の上に成り立っているとしても、この結婚は正しかったと。

　宗一郎がふと奈子の手を強く握る。奈子が見上げると、宗一郎は深刻そうに切りだした。

「でも、奈子はいちばんに俺を頼るべきだよ。わからなくなったら、悠成じゃなくて、俺のところにくるんだ」

　筋の通らない忠告だ。奈子は目をまたたいた。

「宗一郎さんの考えてること、教えてくれるんですか」

「きみは俺をなんだと思ってる」

　悠成がからかうように口を挟んだ。

「ははあ、前言撤回だな。兄貴が女の子にそこまで必死になるとは知らなかった」

　宗一郎がなにか言い返そうとした時、佐竹がどこからともなく影のように現れて囁いた。

「葦原さまがお捜しです」

　悠成が顔をしかめる。

「あーあ、葦原のじいさんか。捕まったな、いってらっしゃい。代わりに俺が花嫁さまのそばにいるよ」

「悠成さんもぜひご一緒にと」

　佐竹がすかさず言い添えると、悠成は大袈裟に肩を落とした。

「げえ、俺も？　葦原のじいさんって、話が長いんだよなあ」

　さっき宗一郎と奈子が挨拶に行った時も、真白はまだなにか言い足りないことがあるみたいだった。宗一郎は後からまた顔を見せるように真剣に念を押されていたから、とても重要な話なのかもしれない。

「佐竹、奈子の同僚がどこかにいるはずだ。捜して連れていってやってくれ」

　宗一郎の指示を聞いて、佐竹が心得たように頷く。

「壬生さまでしたら、ホールでお待ちです」

「頼んだ」

　宗一郎は奈子を佐竹の腕に引き渡すと、サッとかがみ込んでこめかみにキスをした。

「すぐ戻る」

　奈子は黙ってめまいをこらえる。庭園を突っ切っていく兄弟の背中を見送ってから、佐竹の横顔に目を向けた。

「あの……日葵は樹くんと一緒ですよね」

　日葵ならほとんど心配はいらないと思うけど、政財界の要人ばかりが集まるパーティにひとりで放り込むのは申し訳ない。それで、仲の良い樹も一緒に招待したのだ。披露宴が始まる前にも、日葵のそばにいるようにとお願いしてある。

　佐竹が片頬で笑う。

「もちろん、樹さまもご一緒です。ただ、その名前を宗一郎さんのお耳に入れるのは大変危険な行為ですから。奈子さんもお気を付けください」

　確かに宗一郎は、ふとした瞬間に樹の気配を察知すると、ほんのちょっと機嫌を損ねる。

　会社であった出来事をなにげなく話す時、奈子はわざわざ名前を伏せているのに、残業を手伝ったお礼にコーヒーを買ってくれたのが樹だとか、不具合を起こしたパソコンを手早く直してくれたのが樹だとか、明らかな政略結婚だとあざける同僚から守ってくれたのが樹だとか、そういうことは鋭い勘で察してしまう。

　話を聞きたがるのは宗一郎の方だ。

　会社へ行けば、大抵、そばには同じ部署の樹がいる。奈子には、宗一郎の樹センサーを回避するほどの能力はない。

　披露宴の前にもふたりはにこやかに挨拶を交わしていて、むしろ仲がよさそうにすら見えたのだけれど、樹がいなくなった途端、宗一郎は奈子を引き寄せて、脈絡もなくキスをした。

　でも、宗一郎が樹を警戒するのにも理由がある。

　奈子のためだったとはいえ、樹からけんかを売ったようなものだから仕方がない。結婚式に招待することを提案してくれたのは宗一郎だし、本気で樹を嫌っているわけではないはずだけど。

　奈子はうさぎの形に刈られたトピアリーの横を歩きながら、声を落として囁いた。

「それから、式の前にお話しした契約書のこと、よろしくお願いします。くだらないことでお仕事を増やしてごめんなさい」

　佐竹が奈子を励ますように言い聞かせる。

「まさか、大切なことですよ。どうか誤解なさらないでください。宗一郎さんがどんな望みも叶えるとおっしゃったのは、それが本心だからです」

　奈子はギュッと口を引き結んだ。

　結婚式の直前、奈子は婚前契約書に書き足したいことがあると伝えた。宗一郎はキスをしただけだった。

　奈子には今でもときどき、宗一郎がふたりの結婚をどう考えているのか、わからなくなることがある。もしかするとまだ、宗一郎のことをほとんどなにも知らないのかもしれない。

　いっそのこと本当に、悠成の魔法に頼って、宗一郎の頭の中を覗いてしまえたらいいのに。

「宗一郎さんは、あなたのことを大事にされていますよ」

　佐竹の慰めにも、奈子は困ったように笑うことしかできなかった。




◇　◇　◇




　葦原真白は旧財閥系の家柄にあり、祖父の京十郎と親しく、両親を恐縮させながら鬼灯兄弟のおむつを替えてやったこともあった。

　そのせいで、宗一郎たちのことをいつまでも乳飲み子だと思っているらしい。

　真白が警告したのは、案の定、多々良亮のことだった。

　宗一郎と悠成は素直に礼を言ったが、ふたりが真面目に取り合っていないように見えるのか、真白はしつこく心配している。

　だけど鬼灯家が鎌倉の時代から連綿と血族を絶やさずにいるのは、ひとつにはその冷淡なほどの情のなさゆえだった。なにものにも執着せず、いつでもいちばん理にかなった方法を選ぶ。

　なかでも宗一郎は、兄弟のうちでもっとも色濃く鬼灯の血筋を受け継いでいた。

　大蛇のように冷酷で、獲物が毒で動けなくなっていくのをジッと待っていられるし、呼吸の律動を探って、息を吐くたびに小さくなる肺をちょっとずつ絞めつけてやることもできる。

　多々良がもう思うように息を吸えないでいることを、宗一郎はわかっていた。

　父親の亡き後、多々良がホーズキの社長を務めていたからといって、宗一郎はべつに、それを恨んだことなど一度もなかった。だけどもし多々良の方針に従って組織再編を行っていたなら、ホーズキは二度と引き返せなくなるほどの傷を負うことになっただろう。

　多々良は説得に応じなかった。鬼灯グループを守るために宗一郎に残された選択肢は、任期を満了する多々良に代わって社長に就任することだった。

　ただ、そうと決めたら宗一郎の行動はすべてが的確で、あまりに思い通りに事を進めてしまうせいで、なにかとんでもない権謀のように映るのだろう。

　引きずり下ろしただとか、策略をめぐらせただとか批判されても、宗一郎にはどうすることもできない。なぜそんな無慈悲なやり方を知っているのか、ときどき自分でも恐ろしくなるのだから。

　でも今は、どこまで行こうとも、奈子が宗一郎を待っている。

　だから宗一郎はどんなに深く冷たい海にも潜っていけるし、また岸辺を見失わずに戻ってこられる。汀みぎわにはいつも奈子がいる。

　宗一郎が見つけだした時、花嫁は石壁のアルコーブにいた。

　同僚の壬生日葵と肩を寄せ合うように小さなソファに座っている。傍らには樹宏太が立ち、背中を丸めてふたりの手元を覗き込んでいた。

　日葵が奈子に次から次へと名刺を渡していく。

　推測するに、抜け目のない日葵が披露宴の出席者から集めたものだろう。聞いた話によれば、業界でもうわさになるほど優秀なディーラーだそうだ。

　奈子は日葵の説明に耳を貸しながら、呆れとも感心ともつかないような顔で名刺の束を眺めている。

　日葵がワーカホリックを発揮するのは一向にかまわないし、ふたりが奈子のそばにいてくれるのもありがたい。

　問題なのは、樹宏太だ。

　あの男に悪気がないことも、宗一郎に立ち向かってまで奈子を奪う気がないことも知っている。たとえ樹が本気で奈子を盗み取ろうとしたとして、宗一郎にはいくらでも有効な対抗策がある。

　しかし、だからといって、宗一郎の目の前であんなふうに奈子に近付くのを許してやるわけにはいかない。

　身をかがめた樹が、奈子の手にある名刺を指さしてこっそりとなにかを囁く。奈子が樹を見上げて笑い返す。

　宗一郎はすっと目を細めた。

　どうすれば奈子のそばから自分以外の男を引き離せるか、頭の中で百通りもの方法を検討していく。迅速かつ確実に、奈子には悟られずにやり遂げなければならない。

　もちろん実行される確率は限りなく低いものの、退屈しのぎにはなかなか役立つゲームなのだった。飼っている大蛇も喜ぶ。

　効率のいいやり方を三つまで絞った時、樹がふと辺りを見回した。宗一郎がそこにいるのを知ると、ギョッとして奈子から離れる。

　迂闊にも距離が近くなりすぎていたことに、ようやく気が付いたのだろう。

　奈子がパッと顔を上げた。

「宗一郎さん」

　日葵に名刺を返して、磁石が引き合うのと同じくらい当然に、宗一郎の隣に戻ってくる。それで、例のゲームは中断された。

　すんでのところで命拾いした樹を日葵が捕まえて匿かくまってやる。

「まったく、いったい誰にけんかを売ったか忘れたの」

「俺、完全に蛇に睨まれた蛙ってやつでしたよね」

「だから忠告したのに」

　宗一郎の威嚇がわからなかった奈子は、訝るような目で説明を求めた。

「なんの話？」

　ゲームの第一条件は、奈子に悟られないことだ。宗一郎は笑って肩を竦めただけだった。

「さあ」

　日葵と樹も首を傾げている。

　奈子はひとまず取り調べをやめにして、心配そうに眉を寄せた。

「もういいんですか」

　宗一郎は急に、奈子を置いていったことを後悔した。

　真白が多々良のことを話したがっているのがわかっていたから、奈子には聞かせたくなかったのだ。でも連れていってやればよかった。真白がいかめしい顔をするせいで、ずっと気にしていたのだろう。

「ああ、ただの小言だよ」

　宗一郎が答えた時、背後で小さなざわめきが起こった。とっさに奈子をそばに引き寄せる。

　振り返ってみると、割れた人混みの隙間を多々良亮が堂々と歩いてくるところだった。宗一郎は口を引き結んでため息をこらえる。

　厄介なことになったものだ。忠告を真に受けなかったせいだと、真白が説教するだろう。

　多々良は宗一郎より頭ひとつぶん背が低く、肩の幅はひとまわり大きい。真っすぐな眉と四角い顎が、意志の強さをうかがわせる。一年前に比べてほんの少し痩せたせいで頬のシワが際立って見えた。

　多々良の登場で周囲が静まり返る。宗一郎は背筋を伸ばしてほほ笑んだ。

「お久しぶりですね、多々良さん。今日は海外出張のご予定で、日本にはいらっしゃらないとお聞きしましたが」

　メディアはさまざまな憶測を書き立てるけれど、事実として、多々良は任期満了によってホーズキ社長を退任した。若い頃から病気がちだった父親の禅をそばで支えた友人でもある。

　もちろん宗一郎は多々良にも披露宴の招待状を送っていたが、期日までに返事はなかった。

「突然お騒がせして申し訳ない。直前まで予定が決まらなくてね。これから空港に向かうところなんだ、すぐに失礼するよ。その前に、どうしても直接お祝いを伝えなくてはいけないと思って」

　多々良が穏やかに笑って奈子を見下ろす。

「あなたが茅島頭取のお嬢さんですか」

　奈子は上品に礼をした。

「はじめまして、茅島行高の娘の奈子と申します。本日はご多用のところお越しいただきありがとうございます」

　多々良が感心したように眉を上げる。

「よくできたお嬢さんですね。ご婚約の報道以来、てっきり政略結婚なのかと思い込んでいましたが、茅島頭取はお嫁に出すのを渋ったのではないですか。鬼灯家に嫁ぐとあっては、大変な苦労をされるでしょうに」

　宗一郎の腕に添えた奈子の指先がほんのわずかに強張った。

「父も喜んでくれています」

　気丈に答える奈子をあざ笑うように、多々良が肩を竦める。

「あなたのような娘さんが心を痛めないことを祈っていますよ」

　宗一郎の背をいっきに警告が貫いた。体中の筋肉が緊張して張り詰め、虹彩が細く狭まる。

　それ以上多々良をしゃべらせる気になれず、宗一郎は奈子をかばって前に立った。

「誰かが妻を傷つけることになると」

「いやいや、そうは言っていない。なにしろきみは鬼灯家の男だ」

　宗一郎は黙っていた。

　つまり多々良は、宗一郎こそが奈子を傷つけると言いたいのだ。宗一郎の冷酷さが、いつか奈子を冷たい海の底に引きずり込む。

　つまらない挑発に、宗一郎はこっそり口の端をゆがめた。

　瀕死の獲物は突然牙をむくことがある。だけどたとえ多々良が宗一郎を恨んでいるとしても、奈子を脅す言い訳にはならない。

　追い込みたくはなかったのに、多々良は自ら窮地に身を投じたのだ。

　奈子を守るためなら、宗一郎はこれまで自分でさえ拒んできたほど、深く冷徹に身を沈めてもいい。

　宗一郎を怒らせたことで満足したのか、多々良はふと右腕の時計を見下ろした。

「邪魔をして悪かったね。そろそろ失礼するよ」

　凍りついたように黙り込む招待客を見回して、宗一郎に笑いかける。

「改めて、結婚おめでとう。末永く幸せに」










第四章　春雷




　小雨の降る夜、遠い空で雷が春を鳴らしている。

　冷たい風が優しく袖を引く。宗一郎といた冬を、奈子はまだ忘れたくない。それでも雷は夜ごとそばに迫り、奈子を春へと急かすのだった。

　街灯の下で青く光る水たまりを避け、奈子はふと傘を上げる。

　家の前にホーズキ自動車の黒いラグジュアリーセダンが止まっていた。マフラーが白い煙を吐いている。

　奈子は急いで車に駆け寄った。運転席の窓が下がり、佐竹が顔を出す。

「おかえりなさい、奈子さん。遅くまでおつかれさまです」

　奈子が会社を出たのは午後十時頃だ。でもこんなことなら、もっと早く帰ってくればよかった。

「おつかれさまです。あ、あの……」

　奈子が車の中を覗き込むと、佐竹が申し訳なさそうに眉をひそめる。

「すみませんが、給油が必要になってしまったようです。ガソリンスタンドに寄ってきますので、戻るまでお待ちいただけるよう、宗一郎さんに伝えてくださいますか。たった今お呼びしたところですから」

　佐竹の口調は台本でも読んでいるのかと思うくらいぎこちなかった。芝居は得意ではないらしい。

「すぐに行きます」

　奈子は頷いてパッと背を向けた。小さな水たまりにパンプスを突っ込んだところで、慌てて引き返す。

「佐竹さんも、お体に気を付けてくださいね。ありがとうございます」

　気の利いた執事は目をまたたいた後、笑って奈子を見送った。

　奈子は右手に差していた傘を閉じ、バッグをしっかりと肩にかけた。ポールライトに照らされたアプローチを走る。

　勢いよくドアを開けると、宗一郎が玄関に立っていた。ダークネイビーのスーツに革靴を履いて、左手には鞄を持ち、今まさに出かけようとしている。

　奈子はすぐにドアを閉め、背中をぴったりくっつけて家の出口を塞いだ。

　宗一郎がきょとんとして奈子を見下ろしている。

「おかえり、奈子」

　奈子は肩で息をしながら、うしろ手に鍵をかけてやった。これで宗一郎は奈子のものだ。

　奈子は息継ぎの合間に呟いた。

「連絡してくれたら、もっと早く帰ってきたのに」

　宗一郎に会うのは十一日ぶりだった。

　そんなこと、数えているのは奈子だけなのだろうけど。宗一郎が着替えを取りに家に寄るのは、いつも奈子が仕事で留守にしている時だ。

　結婚式からはまだ三週間しか経っていない。

「夜中に戻っても起こしてくれないし」

　待ちくたびれてリビングのソファで眠ってしまった時でさえ、宗一郎は奈子をふかふかの毛布にくるむだけで、顔も見せずにいなくなってしまった。

　まるで奈子に会うのを避けているみたいに。

　でも、こんなわがままを言いたくてここまで走ってきたわけじゃない。

　奈子はうつむいてつま先を見つめた。水たまりを蹴ったせいで、ベージュのパンプスが茶色っぽく変わっている。

「佐竹さん、ガソリンがないからって……」

　それで宗一郎は、なにもかも察したように頷いた。

「ああ、なるほど」

　幅広の上あがり框かまちに鞄を置いて、両手を差し出す。

「おいで」

　奈子はギュッと口を引き結んだ。

　これじゃまるきり、癇かん癪しゃくを起こしてあやされる二歳児だ。よりにもよって誰より完璧な宗一郎の前で、どうしてなにもできない子どもみたいになってしまうんだろう。

　奈子はテーラードジャケットの裾をギュッと握り、なんとか体勢を立て直そうとしたけれど、手遅れだった。

「ほら、奈子」

　宗一郎には抗えない。

　奈子は抵抗を諦め、傘をそばに立てかけて、とぼとぼと宗一郎の目の前まで進み出た。スーツの下襟に額をコツンと押し当てる。

　宗一郎が奈子の体を抱き寄せ、腕の中に閉じ込めた。つむじの上にキスをして、ハーフアップにした髪をそっと撫でる。

「警備システムのおかげで調べはついている。いつもより帰るのが二時間遅いな」

　奈子は宗一郎の背中に腕を回してしがみついた。

　たったひとりでこの家にいることがどれほど寂しいか、宗一郎は知らない。あちこちに宗一郎の匂いが残っていて、時計ばかり見てしまうし、絶対に仕事を妨げたくないのに、次はいつ帰ってくるだろうとか、結婚式で会ったホーズキの秘書がすごくすてきな女の人だったとか、余計なことをたくさん考えてしまう。

　それで仕方なく、日葵に外食を付き合ってもらったり、キャパオーバーしている同僚の業務を引き受けて、遅くまで会社に残ったりしている。

　奈子は宗一郎の小言を聞き流して呟いた。

「佐竹さんになれたらいいのに」

　そうしたらずっと宗一郎の近くにいられるし、頭の中までなんでも理解できて、不安になることはひとつもない。

　宗一郎が喉の奥で笑ったのがわかる。

「俺は嫌だ。ひとりにしてごめん、謝るよ。でも頼むから夫でいさせてくれ」

　頬にキスをされ、奈子はほんの少し機嫌を取り戻す。宗一郎の腕にすっかり体を預け、素直に頷いてあげた。

「これはきみの夫でいることの次に重大な要求なんだが、帰りが遅くなるならタクシーを使うか、俺に連絡するんだ。佐竹を迎えに行かせるから」

「タクシーにします」

　宗一郎が言い聞かせるように付け足す。

「それから、奈子は鍵をかけるのがちょっと遅い。俺がいる時はいいけど、もし後をつけたり、物陰に隠れたりしている奴がいたら、その隙に押し入られる。玄関に入る時は周囲を確認して、ドアはすばやく開閉し、すぐに鍵をかけろ。ずっとそれが心配だった」

　奈子はパッと顔を上げて首を傾げた。

「どうしてわかるんですか」

　確かに奈子は、虹彩認証の警備を解除した後、玄関の前に立ってしばらくバッグの中をかき回しているし、キーケースを見つけてドアを開けても、荷物を下ろしたり、郵便物を確認したりして、ようやく施錠を思いつくことがある。

　宗一郎の方も訝るように奈子を見下ろした。

「きみこそ、誰を夫にしたつもりなんだ。三カ月も一緒に住めば癖くらいわかる。俺といる時でも、奈子は鍵をかけるのが遅いよ」

　奈子は目をまたたいたけれど、また謙虚に頷いた。

「気を付けます」

　宗一郎が抱きしめる腕にギュッと力を込めた。指に奈子の髪を絡めてもてあそぶ。

「それから、風邪を引かないように。ソファじゃなくて、ベッドで寝てくれ」

　奈子は宗一郎の胸に片頬を押しつけながら、ムッと顔をしかめた。きちんと結ばれたオレンジブラウンのネクタイを掴む。

　鍵をかける時の癖にまで気付いている宗一郎が、あの夜どうして奈子がリビングで寝ていたのか、わからないはずはないのに。

「それから、俺が奈子に――」

　奈子は宗一郎の忠告を遮ってネクタイを手た繰ぐり、すばやくキスをした。

　虚をつかれた宗一郎が数秒停止する。

　奈子はその隙に下唇に噛みついたり、猫がじゃれるみたいに引っ張ったりした。宗一郎を思い通りにできるうちに、好きなように唇を押しつけて口を塞ぐ。

　しばらくして正気を取り戻した宗一郎は、奈子のかかとが浮いてしまうくらい強く体を抱き寄せた。

　キスはすぐに宗一郎のものになる。

　奈子の肩にかかっていたバッグが床の上にすべり落ちた。めまいがして、うまく立っていられなくなる。

　ネクタイを握っていたはずの奈子の手は、気が付くと宗一郎の胸に縋すがりついていた。背中は玄関のドアに押しつけられている。

　宗一郎はドアに片方の肘をつくと、大きな手で奈子の顎を掴んで上を向かせ、ため息ひとつも許さないようなキスをした。口を開けさせて、舌を押し込み、頬の内側をゆっくりと探る。

　ようやく奈子に息継ぎをさせながら、唇の上に低く囁いた。

「それから、俺が奈子に会わないようにしていたのは、こんなキスくらいじゃ離してやれなくなるからだよ」

　奈子の頬がパッと赤くなった。

　宗一郎が指で輪郭をなぞり、いたずらっぽく笑う。

「それから、奈子はふたりでいるとすごくかわいい顔をする。俺の秘密なんだ、誰にもバラさないでくれ」

　奈子は悔しくなってうつむいた。

　どんなに取りつくろっても、宗一郎はわかっている。宗一郎に甘やかされることを知った奈子は、ふたりきりになると、小さな女の子みたいに無防備になって、なにもかも明け渡したくなってしまう。

　奈子は両手で宗一郎の胸を押し返そうとしたけれど、すぐに捕まえられ、手首の内側にキスをされた。

　宗一郎の唇が、肘と肩と首筋と、耳のふちをそっとたどっていく。奈子が目をつぶった隙に、宗一郎の手がジャケットの下にすべり込んだ。タイトスカートのウエストからブラウスを引っ張り出す。

　直接肌に触れられ、奈子はハッとして身をよじった。

「宗一郎さん、もう行かないと」

　佐竹はきっとすぐそこで待っている。本当は、この五分ですら惜しいはずなのに。

「俺の優秀な執事はガソリンがないって言ったんだろ。多分まだ足りないよ」

　宗一郎が逃げようとする奈子の腰を引き寄せ、鎖骨に歯を立てる。

「七十二時間は必要だな」

「ダメ！」

「きみが誘惑したのに？」

　いつの間にかブラウスのボタンが外れていて、宗一郎が膨らみの上にキスをする。背中をなぞる指先が、下着のふちに行き当たった。途端に締めつけがなくなる。

「宗一郎さん！」

「ん、あとちょっと」

　器用な手が片方の胸を優しく掴んだ。奈子は慌てて口を引き結ぶ。

　宗一郎の膝が、内ももをかすめるように脚の間に割り入る。ミモレ丈の裾がずり上がって、奈子の小さな膝をあらわにした。

　唇を押しあてられた肌が熱くなり、宗一郎の手の下で胸の先が硬く尖っていく。奈子は宗一郎の腕にしがみついた。そうしていないと、今にも正気を手放しそうだ。

　宗一郎が奈子を抱き寄せてスカートの裾に指をかけた時、ふたりの間で警告音が鳴りだした。

　ためらいのなかった宗一郎の手がピタリと止まる。

　宗一郎のスーツのポケットの中で、スマートフォンが着信を告げていた。コールは三回で途切れ、玄関が静まり返る。

　奈子はほんの少し息を乱したまま、宗一郎と目を見合わせた。

　宗一郎がため息をついてポケットからスマホを取り出す。ちらりと画面を見て発信者を確認し、感心したように片眉を上げた。

「さすがだな、なにもかもバレてる。タイミングまで完璧だ」

　きっと佐竹だ。奈子は恥ずかしくなって両手で顔を覆った。

「もう佐竹さんに会えない」

　ジャケットは片方の肩からずり落ちて腕にまとわりつき、ブラウスはすっかりぐしゃぐしゃだし、スカートは乱れて膝が見えている。

　奈子が勢いよく走っていってから何分後にこういうことになるか、佐竹にはお見通しだったに違いない。

　宗一郎が上機嫌に笑って、奈子の額にキスをした。

「全部俺のやったことだよ」

　宗一郎はちゃんと始末もつけた。ブラウスの中に手を突っ込んで器用に下着を直し、ジャケットを肩にかけ、スカートを綺麗に整える。

　上がり框に置いた鞄を持ってネクタイを締め直すと、最後に片腕で奈子を引き寄せた。頭の上に顎をのせて低く囁く。

「ちょっと立て込んでる。もうしばらくひとりにすると思う」

　奈子は宗一郎をギュッと抱きしめた。

（……帰ってきて、なんて言えない）

　たとえ奈子が今夜だけでもそばにいてほしいと願ったとしても、口に出せることはたったひとつだった。

「体に気を付けてくださいね」

　宗一郎が奈子を手放し、深刻な顔で頷く。

「佐竹には礼を言っておく」

「ぜ、絶対ダメ！」

　宗一郎は笑って奈子に手を振り、玄関のドアを閉めた。




　それから九日、会っていない。

　ずっと雨が続いている。宗一郎は家に帰らなくなった。

　ふたりが結婚披露宴を行ったラグジュアリーホテルには宗一郎の所有する部屋があって、しばらくそこを使うことになりそうだから、奈子も自由に出入りしていいと連絡をくれた。奈子は部屋の番号を知っているし、経営者一族のプライベートフロアに直通する専用エレベーターの使い方も教わっている。

　だけど一度も会いにいけなかった。

　そもそも宗一郎は、本当にその部屋で休めているのだろうか。

　メッセージを送れば返事はくるけれど、それだけですべてがわかるわけもない。ちゃんとごはんを食べているのか、どのくらい眠れているのか、宗一郎がなにを考えているのか、それが奈子の知りたいことだった。

（結婚ってこんなものなのかな）

　仕事の忙しい宗一郎が過労で体を壊さないように祈っている。

　でも本当は、家に帰って二度とうっかり遭遇しないよう、奈子を避けているのかもしれないと不安になる。

　宗一郎を疑ってしまった時は、いつもひどい吐き気がした。

　それで奈子は言い聞かせる。

　本来、宗一郎が家に帰らなくてはいけない理由はない。宗一郎は恋をしていないし、奈子のそばにいる義務もないし、婚前契約書にも〝外泊は月に三回まで〟なんて書いてない。

　ふたりは政略結婚だったのだから。

　宗一郎と婚約した時、奈子は松涛の家にきっとひとりきりで住むことになるとわかっていたはずだ。それなのに今は、夜がくるたびに宗一郎の帰りを待っている。

　落ち込みたくもなる。仕方がないので、ここのところ気分が沈むのはすべて雨のせいということにしているのだった。

　けぶるような灰色の空は奈子の寂しさを許してくれる。

　烏丸証券の本社、最上階にある社員食堂は晴れた日よりも混み合っていた。

「嘘、なにこれ！」

　親子丼を食べ終えた日葵が、突然、椅子を蹴倒して立ち上がる。退屈そうに眺めていたスマートフォンをテーブルの上に放り投げ、バッグの中からタブレット端末を取り出した。

　椅子の倒れる大きな音が周囲の注目を集める。

「どうしたの」

　奈子は目を丸くして囁いた。

　憂鬱に浸っているせいで食欲がなく、親子丼を諦めて注文した豆腐と梅じゃこのサラダも、なかなか食べ切れないでいる。

「ちょっと待ってね、奈子」

　日葵が真剣そうなので、奈子は素直に頷いて、残りのレタスを口の中に押し込んだ。

　アメリカで育った日葵は集中すると思考が英語に切り替わるらしく、タブレットを操作しながら、ときどき小声で罰当たりなことを呟いている。

　奈子はそれをぼんやりと聞き、また窓の外を眺めていた。その席からは、ホーズキの本社ビルが見える。

「茅島さん！」

　大声で名前を呼ばれて、奈子はきょとんとして振り返った。

　樹が人混みとテーブルを避けつつ、勢いよくフロアを横切る。奈子の目の前まで走ってくると、息継ぎをするより先に、握っていたスマートフォンを差し出した。

「多々良亮が、ホーズキに対する株式Ｔ公開Ｏ買付Ｂを発表しました！」

　奈子はパッと立ち上がって顔をしかめた。

「ホーズキにＴＯＢ？」

　樹のスマホを受け取る。

　十分前に配信されたネットニュースで、多々良が顧問を務める投資ファンドの『ＧＡＩマネジメント・パートナーズ』が、ホーズキの株式に対する公開買付を行うことを決定したと報じられていた。

　ＴＯＢは企業の合併や買収、または非上場化させるために使われる方法のひとつで、価格や期間などを公告して大量の株式を買い付ける。全体の三分の一以上を取得すれば株主総会の特別決議を単独で拒否できるし、二分の一以上なら取締役の選任と解任ができるようになる。

　実際、ＧＡＩは五十一パーセント以上の株式を買い集めることを目標とし、達成できれば鬼灯宗一郎を社長から退かせると宣言していた。

　つまり多々良亮は、ホーズキの経営を支配しようとしている。

「リリースきた！」

　日葵が顔を上げ、タブレットを掲げる。

「ホーズキはさすがだね、対応が早いよ」

　多分、日葵も同じニュースに気が付いて、すでに情報を探っていたのだろう。

　奈子と樹は肩を寄せ合って画面を覗き込んだ。

　ホーズキはＧＡＩの公告に関して、事前通告がなく、ＴＯＢは取締役会の賛同によって実施されたものではないと伝えている。

　たとえば組織再編などでグループ企業を子会社化する時には、買収される会社はＴＯＢを了承していて、株式は友好的に買い取られるのが一般的だった。グループ企業同士でなくても、経営の改善や事業の拡大を期待して、良好な関係の上に行われることが多い。

　だけどホーズキが決めたことではないのなら、おそらくこれは敵対的買収になる。ＧＡＩが同意なく、ホーズキの経営権を奪おうとしているということだ。

　奈子は困惑して眉をひそめる。

「ＧＡＩが目指しているのは役員体制の見直しなの？」

　日葵がタブレットを操作して、べつの画面を表示させた。

「公告資料の主張をまとめると、ＧＡＩがやりたいのは、同族経営からの脱却、事業の選択と集中、それに伴う企業再編ってところかな」

　それは多々良がホーズキの社長を務めていた時から、ずっと目標にしていたことでもある。でも期待されていたほど業績は改善しなかった。

　多々良は社長時代に思うようにできなかったことを、すべて宗一郎が阻んだせいだと考えているのだろう。本家の長男である宗一郎が社長を解任されれば、鬼灯家の同族経営に楔くさびを打つことができる。

　奈子は多々良亮のことを考えた。

　宗一郎と多々良は経営方針をめぐって対立していた。任期満了で社長を退任した多々良は、その後、ＧＡＩの顧問に就任している。

　結婚披露宴のさなか、突然ふたりの前に現れ、奈子を憐れんだ目で見下ろし、宗一郎への憎しみを残して立ち去った。永遠の幸せを祈りながら。

（宗一郎さんに復讐しようとしているのかもしれない）

　奈子は思わずスマホを握りしめ、窓の外を見た。宗一郎がいる方角を。

「でも、ＧＡＩにホーズキが買えるんですか」

　衝撃から立ち直ったのか、樹がふと思いついたように呟く。奈子は記事の続きをスクロールして答えた。

「プレミアムは三十パーセントくらいだけど、低く見積もって四兆円規模だね」

　ＴＯＢでは大抵、市場株価より高い価格で株式を買い付ける。ホーズキの株を持っている投資家にそれを売りたいと思ってもらえるように、ＧＡＩは直近の株価に三十パーセントを上乗せして利益をつけていた。

　だけど業績が低迷していたとはいえ、そもそもホーズキの株は安くないし、これを買い取るためには莫大な費用がかかる。

「執念ですね、多々良亮はよく資金調達したなあ」

　樹が感心して頷く。

　ＧＡＩは外資系の投資ファンドで、多々良が顧問に就任した一年前からは、日本でも急速に力を伸ばしている。

　とはいえ、ホーズキを敵対的に買収するなんてほとんど無謀な企てだった。

　日葵がタブレットを樹に押しつけ、テーブルの上をどんどん片付けていく。一秒でも早く仕事に取りかかりたいのだろう。

「鬼灯グループの同族経営に批判があるのは事実だからね。実際、鬼灯禅の時代には業績不振に陥りかけてた。一度社長になってそれを正そうとした多々良なら、資金も集めやすかったと思う。それだけ、鬼灯宗一郎が多々良派との関係に禍根を残してるってこと」

　食堂にいる社員もニュースに気付き始めたのか、フロアがだんだん慌ただしくなってくる。もしもホーズキが買収されるなんてことになれば、日本の株式市場は大きく動く。烏丸証券にとっても一大事だ。

　奈子だって、たとえ宗一郎が夫でなかったとしても、このニュースには驚いただろう。すぐにオフィスに戻って動向を注視しなくてはいけない。

　日葵がふと手を止めて眉を寄せた。

「でも、目的の半分は鬼灯宗一郎への嫌がらせに思える。多分、ホーズキは買収防衛策を講じるんだろうけど、どうしたってダメージを負わずにはいられないから。買収が失敗したとしても、復讐にはなるかもしれない」

　ＴＯＢを防ぐための対抗策には、ＧＡＩ以外の友好的な投資家に株式を買ってもらうホワイトナイトや、買収される前に価値のある事業や資産を売却して意欲を削ぐクラウンジュエルなどが考えられる。ただ、ホワイトナイトでは他の会社に経営権を譲ることになるし、クラウンジュエルはホーズキの企業価値を下げてしまう。

　どのような防衛策を取っても、損失をゼロにすることは難しい。

　日葵のバッグやタブレットを腕に抱えた樹が、ふと奈子を見下ろした。

「そういえば披露宴に来てましたよね、多々良亮」

　奈子は小さく頷く。

「本当は来られない予定だったの」

　あの時、宗一郎は怒っているみたいだった。今になって思えば、多々良がなにか仕掛けてくることをわかっていたのかもしれない。

　樹が鼻にシワを寄せる。

「あー、敏腕経営者って雰囲気ありましたね。すげえ嫌な奴だったけど」

　でも多々良は宗一郎ではなく、奈子に忠告したはずだった。心を痛めないことを祈っていると。

（宗一郎さんが標的にされたら、私もつらくなるってことなのかな）

　確かに奈子は心配している。だからといって、あの宗一郎が簡単に引き下がるとも思えない。

「行くよ、奈子」

　気が付くと日葵はすっかりテーブルの上を綺麗に片付け終わっていて、奈子の使った食器も一緒に、木製トレイに回収していた。

「ごめん、日葵。ありがとう」

　奈子は握ったままだったスマートフォンを慌てて樹に返そうとした。

　その時ふと、画面の端に並んだニュースの見出しが目に入る。ＴＯＢの関連記事の中で、ひとつだけ閲覧済みになって表示色が変わっていたからだ。

「待って」

　あまりの恐ろしさにぞっとする。突然、氷の中に閉じ込められたみたいに肌が冷たくなった。

　タイトルには〝鬼灯家の人質花嫁〟とある。記事を読まなくたって、誰のことかはすぐにわかった。

「あ、茅島さん！」

　樹が焦って腕を伸ばそうとする。

「それは本当に、全然関係ないです！」

「奈子！」

　日葵も内容を察しているのか、鋭く警告してくる。だけどふたりとも両手が塞がっていて、奈子を止めることはできなかった。

　奈子は樹からスマホを遠ざけ、記事を開いた。

　記事には結婚披露宴の写真が使われていた。

　花嫁が鬼灯宗一郎の腕に手を添え、真っすぐに見上げている。ウエディングドレスのバックリボンが綺麗に写り、花嫁の顔は見えない角度から撮られていた。

　でも奈子はこの時、花嫁がどれほど焦がれるように宗一郎を見つめていたか、ちゃんと覚えている。

　宗一郎は花嫁を見ていなかった。

　ちょうど誰かに呼ばれて、振り向いた瞬間だったのだ。

　そうとわかっていても、記事に書かれている通り、この花嫁はかわいそうに見えた。明らかに政略結婚と察せられる縁組で、婚約を経済ニュースで報じられ、結婚披露宴はまるで鬼灯グループのレセプションパーティのようだったと。

　一カ月前に結婚式を挙げてから宗一郎がほとんど家に帰っていないことも、記事は丁寧に伝えていた。当然、花嫁は毎晩ひとりぼっちで、夫の帰りを待っている。言われてみればいかにも人質らしい。

　いったいどこまで勘繰るつもりなのか、記事は鬼灯家の後継問題も心配していた。鬼灯宗一郎がこのままずっと花嫁を放置しているのでは、せっかく結婚をしたところで、いつまで待っても跡継ぎは生まれてこないと。

　奈子にはこんな取材に応じる友人はいないけれど、花嫁の親友を自称する誰かが、茅島頭取の娘は優しくおっとりした性格で、強引に結婚させられても宗一郎に尽くし、今にも心労で倒れそうなのだと証言している。

　その他にも鬼灯家が保身のために花嫁を買ったとか、婚約を発表した時、ホーズキにどのくらいの経済効果があって、だから奈子の値段はいくらと計算できるだとか、宗一郎のイメージを徹底的に貶おとしめるようなことが書いてあった。

　誰が読んでも、鬼灯宗一郎は結婚を取引にしたのだとわかる。商談に使われた花嫁を、かわいそうだと思うだろう。

　奈子は記事を最後までスクロールして、息を吐き出した。樹にスマホを返す。

「これでホーズキは、ちょっと不利になっちゃったね」

　まともな理性があるなら、ホーズキの株主は宗一郎に不信感を持つだろう。

　頭の中は冷静だった。奈子が今まで必死に考えないようにしていたことを、そっと教えられただけ。宗一郎がかけた魔法を、記事が解いてくれたのだ。

「茅島さん」

　樹がなぜか泣きそうになりながらスマホを受け取る。

「俺、目をつけられてるからわかりますよ。鬼灯宗一郎が本当に茅島さんのことを好きでもないなら、俺はあんなふうに威嚇されないです」

　奈子は口を引き結び、荷物をサッとまとめた。

　途端にバッグの中でスマホが音を立てる。奈子はそれを引っ張り出して、発信者を確認し、すぐに通話を拒否した。

　日葵が心配そうに眉を寄せる。

「奈子、私も樹が正しいと思うよ。奈子の夫が記事に書いてある通りの男なら、私は結婚を祝ったりしないから。電話、鬼灯宗一郎なんでしょ。言い訳だけでもさせてやったら？」

　奈子は笑って首を横に振った。

「いいの、後でかけ直すから。今は私とゆっくり話してる時間もないと思うし」

　またすぐに手の中でスマホが震える。

　いつも電話なんて滅多にかけてこないくせに、宗一郎が奈子に立て続けで発信しているのだと思うと、なんだかおかしかった。

　宗一郎はなにを言うつもりなのだろう。本当は、話を聞くのが怖い。

（もしも謝られたら、どうすればいいの）

　これ以上、奈子をかわいそうだと言わないでほしい。

　佐竹や悠成なら、きっとこんな動揺はしないし、宗一郎の電話にもすぐに応えてあげられる。いつでもそばにいて、頭の中を切って覗いたように理解しているのだから。

　でも奈子には宗一郎の考えていることがわからない。

　記事は正しい。その意味では多分、宗一郎でさえ気付いていなかったことを知っている。

　宗一郎は奈子を好きになって結婚したのではない。ふたりは愛を誓ったことなんて一度もない。恋をしているのは、奈子の方だけ。

　奈子は突然逃げだしたくなって、ついに電源を切った。

　これでもう宗一郎には繋がらない。

　奈子はいつも圏外にいる。




　午後は会社にいるのがつらかった。

　烏丸証券に勤めているのなら、誰でも例外なくＴＯＢに関するニュースを調べるはずだ。宗一郎を貶め、花嫁を憐れんだ記事も見つけただろう。奈子の写真はどこにも載らなかったけど、烏丸証券の社員は、花嫁がどんな顔をしているか知っている。

　仕事に集中することもできないのに遅くまで残っているのも迷惑なので、奈子は定時を過ぎたらすぐに会社を出ることにした。日葵はひとりで暮らしているマンションに泊まりにくるよう誘ってくれたし、樹は松涛の家まで送ると申し出てくれた。

　奈子はどちらも断った。

　ふたりに心配をかけたくない。記事に真実を書きたてられて、傷ついたことも認めたくなかった。

　日葵が険しい顔をして奈子の肘を掴む。

「奈子、そばにいてほしくなったら連絡してね」

　隣で樹が真剣に頷く。

「俺が鬼灯宗一郎のブラックリストを代表して、言ってやってもいいんですよ。奈子さんを大事にしないなら取り上げるぞって」

　初対面で宗一郎にけんかを売ったくらいだから、樹はいざとなったら本当に奈子をかばってくれそうだった。

　だけどきっと、宗一郎が不機嫌になる。たとえ奈子が人質の花嫁だとしても、宗一郎には嫌な思いをさせたくない。

　奈子は笑って首を横に振った。

「ありがとう、でも大丈夫だから」

　多分、宗一郎は帰ってこない。

　ＴＯＢへの対応で忙しいはずだ。すぐに取締役会の準備をして、買収への反対意見を表明しなくてはならない。どんな防衛策がもっとも適切か、専門家を交えて検討する必要もある。もしもあの記事がなければ、きっと奈子には電話さえかけてこない。

　もちろん、それが正しい。

　宗一郎はいつだって、いちばん効率のいい方法を選択できる。

　日葵と樹を振り切って会社を出た奈子は、午後六時には渋谷駅に着いていた。

　でも結局、そこからひとりきりの家に真っすぐ帰る気にはなれなかった。仕方なく駅の近くにあるカフェに立ち寄って、適当にコーヒーを買う。

　混み合う店内をふらふら彷徨っていると、端にある小さな丸いローテーブルを使っていたふたり組が席を空けてくれた。

　奈子はお礼を言い、入れ替わるようにソファに座る。ため息をついて、苦いコーヒーを喉に流した。

（実家に帰っちゃおうかな）

　まだスマホの電源を入れていないのでわからないけれど、きっと、両親も心配して連絡をくれている。縁談を決めた行高は、責任を感じているかもしれない。

　宗一郎だって、家に戻ってこないのだから、奈子がどこにいても文句はないはずだ。

　今までバカみたいに帰りを待っていられたのは、奈子がただ、ほんの少しでも宗一郎に会いたかったからだった。

（だけどこれ以上、宗一郎さんを待つのは怖い）

　とはいえ、このまま実家へ向かうとしても、いつまでもスマホの電源を切っているわけにはいかない。奈子は覚悟を決めてバッグに手を伸ばした。

「あの、すみません」

　突然声をかけられて顔を上げる。

　コーヒーを左手に持った綺麗な女の人が、そばに立っていた。鎖骨まであるブラウンの髪を片方の耳にかけ、ネイビーのカーディガンを肩にはおっている。ゴールドのピアスがすっきりとした顎の横で揺れていた。

「ここ、座ってもいいですか。他に席が空いてなくて」

　奈子の向かい側の低いソファを指さして言った。

　ついさっき奈子が来た時も店内はいっぱいだったから、わざわざ辺りを見回してみなくても、他の席がすべて使われていることはわかる。

　奈子は慌てて頷き、ローテーブルの上に置いていたカップを引き寄せた。

「どうぞ」

「ありがとうございます」

　女性がにっこりとほほ笑む。猫のような目に細い鼻梁、丸い頬の美しい顔立ちをしていて、笑うと口の端に控えめなえくぼが見えた。

　上品で、洗練されていて、指先を飾るピンクベージュのネイルがかわいい。年齢はおそらく三十代後半くらいだろう。

　奈子は小さくほほ笑み返してからバッグの中を覗いた。スマホを捜し当てて取り出す。真っ黒な画面を見下ろし、しばらくためらった。

　宗一郎からの着信を二回拒否した。あれから何度連絡がきているか、答えを知るのが恐ろしい。ゼロでも不思議はないのだから。

　宗一郎が諦めたからといって、奈子にはがっかりする権利がない。もしも宗一郎が奈子を見放していたとしたら、どう言い訳をすればいいかもわからない。

　奈子は頭を抱えたくなった。

　なんであの時、電話に出てしまわなかったのだろう。

　ただ笑って、気にしていないと言えばよかった。奈子のことを人質と書いた記事なんて、読んでいないふりもできた。

　奈子は宗一郎の着信を拒否するばかりか、スマートフォンの電源まで落としてしまったのだから、もうそのやり方は通用しない。宗一郎は確実に、奈子が記事を目にして、少なからず傷ついたと知ったはずだ。

（それで宗一郎さんは、どう思ったかな）

　結婚がすっかり面倒になっただろうか。奈子は鬼灯宗一郎にふさわしくないと、失望されているかもしれない。記事に真実を書かれただけで、奈子はこんなにくよくよしている。

　でも、宗一郎が奈子のことを考えていると思い込むのはまだ都合のいい自うぬ惚ぼれだ。

　ふたりは政略結婚だった。宗一郎は仕事で忙しい。

（私がちょっとくらい悲しんでいたとして、どうして宗一郎さんが気に留める必要があるの）

　ひとりでいると不安になる。やっぱり電源を入れるのは後回しにして、このまま実家へ向かってしまおうかと思いかけた時、奈子はふと、なんとなく見られているような気がして顔を上げた。

　正面に座った女性の大きな目が、ジッと奈子に向けられている。

　奈子はとっさにスマホをバッグの中に戻した。女性が笑って首を傾げる。

「いいんですか、連絡しなくて。今しかなかったのに」

　奈子は眉を寄せた。

　目の前の女性をもう一度まじまじと見返してみたけれど、奈子の知っている人ではなかった。宗一郎の友人だとしても、結婚披露宴にはいなかったはずだから、奈子は会ったことがない。

　女性が膝の上に愛らしく頬杖をつく。

「私、杉咲由ゆ香か里りっていいます」

　耳にしたことのある名前だと思った。だけど、いつ誰になにを聞いたのかが思い出せない。

　杉咲が奈子を優しく見つめてほほ笑む。

「あなたは、鬼灯奈子さんですよね」

　奈子はバッグをギュッと胸に抱えて引き寄せた。

「ごめんなさい、どこかでお会いしましたか」

「ううん、あなたに会うのは初めてなの。でも宗一郎くん、今日は電話に出てくれないから。奥さんの方から話を聞こうかなと思って」

　杉咲は親しそうに宗一郎の名前を呼ぶ。

　少なくとも宗一郎と杉咲は、直接、電話のやり取りをする間柄ということだ。宗一郎はお見合いをした婚約者とさえ、奈子が言いだすまで、連絡先の交換を思いつかなかったくらいなのに。

　それ以上の関係なんて限られている。奈子は口を引き結んだ。

　杉咲が身を寄せて楽しそうに囁く。

「ねえ、どうだった？　私の記事」

　それで奈子はふいに思い出した。

　杉咲は多々良亮と懇意にしている記者だ。婚約が報じられた日、日葵が奈子に教えてくれた。多々良は宗一郎の功績もすべて自分の手柄のように報道させていて、とくに杉咲という記者が書いたものは信用が低かったと。

　誰からあの写真を買ったのかは知らないが、奈子が人質みたいな花嫁で、とてもかわいそうだと書いたのは、目の前の杉咲由香里なのだ。

　奈子はパッと立ち上がった。

「失礼します」

「待って」

　立ち去ろうとする奈子の手首を、杉咲がすばやく掴んだ。ピンクベージュのネイルが肌に食い込む。

　痛みに身を竦める奈子を慰めるように、杉咲が言い聞かせた。

「怖がらないで。記事を読んでくれたならわかるよね、私、あなたの味方だよ。宗一郎くんってば、ちょっとひどいもの。あの記事、すごく反応いいの。みんなあなたに同情してる。あなたが話を聞かせてくれたら、宗一郎くんのこと、私がもっと書いてあげられるから」

　杉咲が言ったのは脅しだった。

　奈子が逃げれば、杉咲は何度でも宗一郎を貶める記事を書く。ホーズキの株主だけでなく、世間のみんなが宗一郎を批判するようになるだろう。

　惨めな記事にしたいのなら、杉咲は真実を書くだけでいい。ふたりが政略結婚をしたのは事実だし、宗一郎が家に帰ってこないのも、奈子だけが宗一郎に恋をしているのも、すべて本当のことだ。

　たとえ奈子が夫を責めないでほしいと言ったところで、なにも知らない誰かが好奇心で宗一郎を断罪する理由としては十分すぎる。

　だから奈子にできるのは、杉咲に懇願することだけだった。

「もう書かないでください」

　杉咲が首を傾げてあざ笑う。

「なんで？　私は記者なのに」

　奈子はどうすればいいのかわからなくなった。

　だけど奈子が怒って立ち去れば、明日の朝、宗一郎の立場はさらに悪くなっている。ここに残っておとなしく杉咲の思い通りになれば、奈子が宗一郎か佐竹にこのことを伝えるまで、新しい記事は書かないでいてくれるかもしれない。

　もしも宗一郎を守りたいのなら、きっと杉咲を挑発しない方がいい。

（宗一郎さんの不利になることはできない）

　奈子は黙ってソファに座り直した。杉咲が満足そうにほほ笑む。

「偉いね。宗一郎くん、あなたのことを賢いって褒めてたよ。いつもそう言うの」

　奈子はめまいをこらえてジッとテーブルの上を見つめていた。

　まるで宗一郎が奈子と婚約した後にも、何度も杉咲と会っていたみたいな話し方だ。人質にする花嫁の評価を聞かせていた。奈子より親密で、綺麗な女の人に。

　奈子は膝の上で手のひらを丸く握った。

　杉咲に惑わされてはいけない。この先は、なにを聞かれても平静でいなければ。

「宗一郎くん、婚約の記事を私じゃない記者に書かせたでしょう。誰に頼んだのか知ってる？」

　杉咲はいきなり奈子の傷口を言い当てた。

　奈子は婚約を祝う記事を書いた記者どころか、本当に宗一郎が指示をしたのかどうかも知らない。なにも見ないふりをして、宗一郎に委ねることにしたのだから。

　いつでも宗一郎を待っていられるなんてうそぶいて、心の底では、真実を知るのが怖かった。

　でも杉咲が嘘を書かなかったことを考えると、宗一郎が宣伝のために婚約を記事に書かせたというのも、もしかしたら正しいのかもしれない。

　奈子は目を伏せたまま答えた。

「いいえ」

　杉咲が残念そうにため息をつく。

「そうだよね、私も知らないの。ずっと仲良くやってると思ってたのに、なんか嫉妬しちゃった。裏切られたみたいな気持ち。あなたもそう思わない？」

　それで多々良と結託して、宗一郎を貶める記事を書いたのだろうか。

　杉咲と奈子は違う。たとえどんなことをされても、奈子は宗一郎を傷つけようとは思わない。

「いいえ」

　杉咲は目を丸くした。

「へえ、許してあげたの？　ほんとにいい子だね。私だったら耐えられないな、好きな人にそんなことされたら」

　コーヒーに手を伸ばして、たった今思い出したように呟く。

「あ、そっか。政略結婚なんだ」

　奈子は呼吸を小さくした。なにも考えず、ただ機械みたいに、質問に答えていればいい。

「私、宗一郎くんが結婚するまであなたの話を聞いたことがなかったんだけど、婚約前から面識あった？　本当は隠れて付き合ってたとか、どちらかがずっと好きだったとか」

「いいえ」

　杉咲は退屈そうに口を尖らせた。

「ふーん。それなら、私が気付かなかったわけではないんだ。あなたは茅島頭取の娘さんだもの。実は宗一郎くんが常務だった頃からあなたのことが気になっていて、社長就任を条件に、婚約を許されたって話ならいいのにって、考えてたの。私がそのエピソードを記事にしてあげたら、みんな宗一郎くんを好きになっちゃうと思うな」

　宗一郎と杉咲にはどのくらいの付き合いがあるのだろう。

　多々良がホーズキの社長に就任した当時、すでに杉咲と懇意にしていたのなら、ふたりは本当に親しいのかもしれない。鬼灯禅に目をかけられていた多々良には、社長になった頃はまだ、宗一郎との対立もなかったはずだから。

　多々良が宗一郎と杉咲を引き合わせていたとすれば、ふたりには短くとも五年の時間があったことになる。

「でもあなたは、宗一郎くんのことが好きなんでしょ？」

　奈子は答えをためらった。惨めな気持ちで目を閉じる。

「はい」

　宗一郎にさえ、まだちゃんと伝えていなかったのに。記事の中で杉咲に言い当てられるまで、奈子だけの大事な秘密だった。

　杉咲がしょんぼりしてみせる。

「結婚してるのに片想いか、かわいそうだね」

　奈子は唇を噛みしめた。

　だんだん気が遠くなってくる。ただ杉咲の前にジッと座っているだけで、ひどく体力を消耗していた。

（家に帰りたい）

　たとえ宗一郎がいないとしても。今すぐここから逃げだして、ふたりで過ごした優しい記憶の中に隠れてしまいたかった。

「あ、それなら、もしかして……」

　杉咲が奈子に身を寄せ、内緒話をするみたいに囁く。

「まだエッチしてないの？」

　奈子はびっくりして思わず目を上げた。ついに反応を引き出した杉咲が、うれしそうに笑う。

「あ、それは意外かも。宗一郎くんも、することはしちゃうんだ。好きじゃない女の子でも、結婚してるんだもんね」

　それからふと顔をしかめる。

「でも仕方ないか。宗一郎くんには、子どもをつくる義務があるもの」

　平静でいなくちゃいけないと言い聞かせているのに、奈子は動揺を隠せなかった。泣かないようにするのが精いっぱいだ。

　宗一郎と奈子が体を重ねたのはそんな理由のせいじゃない。少なくとも奈子は恋をしていたし、宗一郎はそれまで待っていてくれた。

　ノックをしたのは奈子の方だ。

　奈子がそうと決めて、ベッドルームのドアを開けた。

　確かに、鬼灯宗一郎は跡継ぎを必要としている。婚前契約書にも、子どもをつくる時期について記した項目がある。でもだからといって、契約のせいにして奈子に強引に迫るようなことは一度もしなかった。

　宗一郎はいつも、ちゃんと奈子を見ていた。

（あの夜のふたりは、嘘じゃなかったよね）

　笑って、キスをして、大事にすると約束してくれた、そのすべてがなにもかも、宗一郎の策略だったとは思いたくない。

　杉咲は仲のいい友達にするみたいに、奈子にたくさんの質問をした。

「ねえ、週にどのくらいするの？」

「わかりません」

「だって、十日くらい会ってないよね。前回したのはいつ？」

「覚えていません」

「いつもどんなふうにするの？」

「お答えできません」

「宗一郎くんって、結構タフじゃない？」

　奈子は力なく首を横に振り、うつむいて黙り込んだ。もうこれ以上は耐えられそうにない。

　杉咲が肩を竦める。

「だけど、私が知ってる宗一郎くんとは違うのかも」

　喉元を掴まれたみたいに、突然、呼吸をするのが苦しくなった。震える指先をギュッと握りしめる。

　奈子は息を潜めて杉咲を見返した。

「どういう意味ですか」

　杉咲がため息をついて、上品にほほ笑む。

「あなたは、宗一郎くんにとってお仕事みたいなものだもの。宗一郎くんが私を選ぶことに、そういう理由ってないでしょ。損とか得とかじゃないの」

　まるで宗一郎が過去に、杉咲を選んだことがあるかのような言い方だった。

「だからこそ、宗一郎くんも一生懸命になっちゃうのかも。奥さんがいてくれるから、なおさら。あなたはどう思う？」

　奈子はなにも言い返せなかった。

　過去のことは責められない。今でも杉咲と会っているかもしれないなんて、宗一郎を疑うこともしたくない。

（……でも、本当のことだったら？）

　本当のことだったとしても、宗一郎に責任はない。政略結婚をすると決めたくせに、恋をしてしまったのは奈子の方だ。

　杉咲はもう、奈子の返事を期待していなかった。ただ好きなように追い詰める。

「あなたがすぐに妊娠できなくても、心配することないよ。気負わないでね。鬼灯宗一郎の子どもを産みたいって女の人は、いくらでもいるもの」

　奈子は呆然と杉咲を見ていた。

　考えてみたこともなかったけれど、もしもふたりに子どもができなかったら、宗一郎はどうするつもりなんだろう。

　婚前契約書によれば、奈子は入籍から一年以内に妊娠することになっている。期限を過ぎても兆しが見られなければ、ふたりは不妊治療に協力する。

　それでも難しかったら？

　宗一郎に必要なのは、奈子との子どもではない。鬼灯家の跡取りだ。

「私、宗一郎くんにちょっと強引に迫られたら、結婚しちゃったことも許してあげる。そしたら多分、もう宗一郎くんの記事は書かない」

　杉咲が、それこそが解決策だと奈子に囁く。

　奈子には否定することもできなかった。口をきけば泣いてしまう。杉咲にだけは、絶対に涙を見せたくない。

　奈子がしゃべらなくなったので、杉咲は耳を塞ぎたくなるようなことを遠慮なく次々に聞かせた。宗一郎と杉咲がいつ出会ったか、どうやって仲良くなったか、どこへ行ったか、なにを話すか、どんなふうに見つめるか。

　宗一郎のセックスのやり方まで、杉咲は事細かに説明した。

　奈子は吐き気をこらえて目を閉じる。

「比べてみたら、宗一郎くんがなにを考えているのか、参考になるかなと思って。ねえ、あなたの時はどう？」




　雲の隙間に月が見える。

　街は雨の匂いだけを残し、春の夜に沈んでいた。眩しいくらいのビルの明かりが奈子のつま先に影を落とす。

　奈子は行き交う人の波の中を、ひとりきりでとぼとぼと歩いた。ぼーっとしているせいですぐに誰かとぶつかりそうになる。

　杉咲が奈子を苛さいなむことにようやく満足した頃、カフェは混雑する時間を過ぎ、静かな囁きだけが聞こえ、空席も目立つようになっていた。

　杉咲は抵抗するすべのない惨めな奈子を憐れんだ。

　奈子は杉咲が立ち去ってからしばらくして、冷め切ったコーヒーを飲んで店を出た。なにも考えられず、どこへ向かうのかもわからない。

　それでも気が付くと、奈子はふたりのうちを目指していた。

　高い塀に囲まれた大きな家の、細く照らされたアプローチをたどる。部屋に明かりは見えなかった。ホーズキ自動車の黒いラグジュアリーセダンも止まっていない。

　奈子はバッグの中からキーケースを探し出し、虹彩認証で警備を解除して、一度うしろを振り返ってから鍵を開けた。木製のハンドルを引いて、玄関に体をすべり込ませ、またすぐにドアを閉める。すばやく施錠することも忘れなかった。

　宗一郎がそうするようにと言ったから。

　ドアに背中をぴったりと預け、ずるずると力なくうずくまる。家の中は暗く、冷たかった。

　宗一郎はいない。そんなこと、ずっと前から知っていた。

　よかったのだ。今頃、宗一郎は買収対策に奔走している。ホーズキの社長として、こんな時に奈子を気にかけていてはいけないし、なにより宗一郎には鬼灯グループのすべてがかかっている。

　だけどもし、一度でいいから、宗一郎が奈子を待っていてくれたなら。きっとまだ、奈子は恋をしていられた。

　奈子は膝を抱えてうつむいた。足音が聞こえてくるはずもないのに、ジッと耳をすましている。これ以上、なにを悲しんだらいいのかもわからない。

　杉咲が宗一郎との関係をほのめかしたこと。人質みたいな奈子をかわいそうだとあざ笑ったこと。そこまで追い詰められても、否定さえできなかったこと。なにもかも苦しかった。

　宗一郎を貶める記事を書かれたこと。そのどれもが正しかったこと。宗一郎が帰ってこないこと。結婚をしたこと。出会ったこと。宗一郎を好きになったこと。

　いったいどこからが間違いだったのか、そばに来てちゃんと教えてほしい。奈子だけでは、もうすぐ待っていることもできなくなってしまう。

　この恋を後悔したくない。

（お願いだから、ひとりにしないで）

　本当は、宗一郎に会いたかった。腕の中に抱きしめ、キスをして、宗一郎を疑った奈子を叱ってほしい。

　それから二度と離さないで。

　奈子は静かな玄関の隅に小さくうずくまり、たったひとりで息を潜めるようにして泣いた。
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　宗一郎は片手で顔を覆って息を吐き出した。

　後部座席に深く体を預ける。何度電話をかけても繋がらない。このままでは頭がおかしくなりそうだった。

「こたえていますね」

　運転席でハンドルを握る佐竹が眉を寄せ、バックミラーに映る宗一郎をちらりと見る。佐竹のまぶたには濃い影が落ち、頬は少し痩せていた。

　さすがなのは、ダークグレーのスーツの着こなしには一分の隙もないことだ。佐竹の身なりはいつでもきちんとしている。どれだけ追い詰められていようと、宗一郎をひとりで走らせることはしない。

　その佐竹でさえ、ここのところの切迫した慌ただしさにはいつもの余裕と勘のよさを奪われていた。

「すみませんでした。私が杉咲の記事を止められていれば、もう少し事は単純だったはずなのですが。手を回すのが遅れました」

　とはいえ、宗一郎も似たようなものだ。

　多々良がなにか企てていることはわかっていた。鬼灯家の同族経営に反対している連中と熱心に接触していたことも、ＧＡＩが巨額買収の準備を進めていることも、調達された資金がホーズキにＴＯＢを仕掛けられるほどの大金だということも。

　宗一郎を標的にしていることも知っていた。どんな方法であれ、多々良はいずれ宗一郎の社長解任を迫ったはずだ。

　ホーズキの社長でいることに個人的な執着はないが、鬼灯家の長男に生まれついた以上、宗一郎には闘う義務があった。心臓が動いているうちは鬼灯グループのすべてに対する責任があって、力を尽くさないわけにはいかない。

　ときどき、鬼灯家が宗一郎に課したことの卑いやしさが恐ろしくなる。呪われているようなものだ。

　もしも宗一郎との対立に固執する以前の多々良であれば、争うような真似をしなくても、ホーズキの経営を任せることができたのかもしれない。事実、父はそう考えた。

　残念ながら、期待はずれだったけれど。

　多々良がもっと賢かったらよかったのに。本気で宗一郎を引きずり下ろすつもりがあるのなら、多々良は結婚披露宴に来るべきではなかったのだ。多々良のせいで、宗一郎はなにもかも予測してしまった。

　今の多々良にホーズキを委ねれば取り返しがつかなくなる。

　おかげで宗一郎はＴＯＢが公告された時のリリースを準備させていたし、買収に対抗するための策もすでにいくつか手の中にある。

　宗一郎はきっと成功する。いつだって完璧にやり遂げてきた。

　だけど、今度だけは代償がある。このままではもっとも大事なものを失くすことになると、宗一郎の直感が警告していた。

　奈子が圏外にいる。

　ただそれだけで、宗一郎は冷静さを失いそうだった。

　宗一郎は多分なにかを見落としている。

　おそらく奈子は杉咲の記事を読んだ。だから宗一郎の電話を拒否した。それで、今も宗一郎を無視して避けている。本当に？

　たとえ奈子がどれほど宗一郎に愛想を尽かしていたとしても、いつまでもスマホの電源さえ入れないなんておかしかった。奈子は宗一郎が本気で心配することをわかっていて、深夜までわざと連絡を絶ったりしない。高慢な考えだと怒るだろうか。

　なにかもっと決定的に奈子を打ちのめすような、恐ろしいことが起こったのだという気がしている。頭は鋭く冴えわたり、体中の筋肉が緊張して、警戒をやめることができない。

　宗一郎は努めて呼吸のやり方を忘れないようにし、スマートフォンを握りしめたまま窓の外を眺めた。

「きみはよくやってるよ。それに」

　多々良の執着は奈子を巻き添えにすることさえ厭いとわない。

　宗一郎は知っていた。多々良がわざわざ忠告したのだから。宗一郎と一緒にいれば、奈子もきっと傷つくことになると。

　だからこそ宗一郎はほとんど家にも帰らず、注意深く多々良の行動を探り、なにより奈子に危害を加えないよう見張っていた。

　でも、ひとりにするのではなかった。宗一郎の責任だ。

　多々良がなにを書かせるために杉咲に接触したか、本当の理由に気付いた時には、もう手遅れだった。

　宗一郎が奈子のそばにいなかったからこそ、杉咲の記事は成立する。

　しかも、宗一郎には杉咲を責める資格がない。似たような方法で奈子の逃げ道を塞いだことがあるからだ。

「俺も同じだ」

　宗一郎はかつて奈子を傷つけた罪を認めるように、小さく呟いた。

　もしも奈子が家にいなければ、宗一郎はついに冷静でいられなくなる。腕の中に閉じ込めるまでは、不安を消せない。

　奈子を失うのが怖い。

　宗一郎はジッとしているのが嫌でまた奈子に電話をかけたけれど、ずっと電源を落とされたままだった。そわそわして落ち着かなくなってくる。

「奈子さんがご自宅にいらっしゃらなかったら、私が見つかるまで捜します」

　佐竹が低く囁いて車を急がせる。

　窓の外をのろのろと夜の街が過ぎ去り、赤信号で止まるたびに宗一郎は癇かん癪しゃくを起こしそうになった。ホーズキ自動車のセダンをこれほど遅いと思ったことはない。宗一郎が走った方が速いような気さえしてくる。

　なんとかおとなしくシートに背中を押しつけ、もはやそれ以上は一秒も耐えられなくなった時、フロントガラスの向こうにようやくふたりの家が見えた。

　宗一郎はパッと体を起こす。

　佐竹がブレーキを踏み始めた途端、勝手にロックを解除し、ドアを蹴破るようにして押し開けた。まだ完全に止まり切らないうちから、身も軽く車を降りる。

　細く照らされたアプローチをたどりながら、宗一郎は家を見上げて気配を探った。どの部屋にも明かりがない。午後十一時とはいえ、あまりに静かだった。

　鍵を開けて玄関のドアを引く。暗闇の中、隅の方に奈子のバッグとパンプスが転がっているのがわかった。

　佐竹が追ってくるはずなので、宗一郎は施錠せず、電気もつけないまま、廊下を勢いよく走っていく。

　リビングに駆け込んで見回してみても、奈子はいなかった。部屋は真っ暗で冷たい。

「奈子！」

　名前を呼んでも返事がない。宗一郎は冷静さを手放しそうになった。

　突然、奈子がいつもたったひとり、どんな気持ちで宗一郎の帰りを待っていたか理解する。

　ひざまずいて頭こうべを垂れ、もしも許されるのなら、奈子を腕の中に抱きしめたい。

　宗一郎は大股でリビングを横切り、石壁のアルコーブに隠れるように作られたドアを開けた。体中が緊張している。奈子が宗一郎をまだ待っていてくれるとすれば、この部屋しかありえない。

　一瞬、書斎の中にも奈子の姿は見えなかった。

　焦りがつま先から駆け上がってくる。恐怖を抑えて目を凝らしてみると、ふと、薄暗い書斎の真ん中にある小ぶりなソファの陰に、すらりとした脚が覗いていることに気が付いた。

　パッと手を伸ばして電気をつけ、ソファの反対側に回り込む。

　奈子はそこにいた。床の上にうずくまり、ソファの座面に突っ伏すようにして眠っている。

　途端に宗一郎は理性を取り戻した。ちゃんと頭が働いて、さっきよりはまともにものを考えられるようになる。

　宗一郎は静かに膝を折り、小さく呼吸をする奈子を見つめた。手を伸ばしてまつげにかかった前髪を払う。目の端にはまだ涙が残っていた。まぶたが赤く腫れ、ついさっきまで泣いていたのだとわかる。

　宗一郎が傷つけた。

　胸が苦しくなるほど思い知らされる。この先なにが起ころうと、宗一郎は決して奈子を手放してはいけない。奈子がそばにいなければ、今度こそ呼吸のやり方も忘れてしまう。

　宗一郎はそっと奈子の左手を取った。細い指が縋るように握り返してくる。

「ただいま、奈子」

　宗一郎は小さく囁いて、薬指のマリッジリングにくちづけをした。




◇　◇　◇




　夢に違いなかった。

　宗一郎の腕に抱きしめられている。奈子は硬い胸に額を押しつけ、規則正しい呼吸の音にジッと耳をすました。十まで数えて呟く。

「おかえりなさい」

　それがずっと、奈子の言いたいことだった。

　つむじの上にキスをされる。宗一郎は奈子を抱えたまま歩いていて、優しく体を揺らし、ソファに座らせて離れていった。

　奈子はとっさに宗一郎の腕を掴む。

（どこにも行かないで）

　寂しくなってまつげを伏せる。そうしていないと、夢が終わってしまうから。

「ここにいるよ、奈子」

　耳元に低く囁かれ、奈子はハッと目を覚ました。

　宗一郎は現そ実こにいた。

　リビングの中央にある大きなソファに奈子を座らせ、すぐ目の前にひざまずいている。両手で奈子の肘を掴み、逃がさないように腕の中に囲っていた。

　深刻そうに眉を寄せ、真っすぐに奈子を見上げる。

「宗一郎さん」

　奈子はきょとんとしてまばたきをした。ふと顔を上げ、部屋の入り口に佐竹が立っていることに気付く。

（どうしてふたりがうちにいるの？）

　それで杉咲のことを思い出した。突然ひどい息苦しさが戻ってきて、奈子は慌てて宗一郎の手を振り払う。

「放して！」

　宗一郎の目の奥が微かに揺れる。まるで奈子が傷つけたみたいだった。でも宗一郎が、そんなことで悲しむはずがない。

　急に立ち上がったせいで目が回って、奈子は吐きそうになるのをこらえた。

「奈子」

　ふらついた奈子を宗一郎が捕まえる。

　奈子はめまいが治まるのを待ってから、宗一郎の胸をそっと押し返した。うつむいたまま小さく囁く。

「こんなところにいていいんですか、お仕事は？　今、大変ですよね」

　宗一郎は質問に答えなかった。背中をかがめ、奈子を覗き込むようにして見つめる。

「ひとりにして悪かった。きみを傷つけたのは俺の責任だ」

　それから、つらそうに眉を寄せる。

「俺が奈子を巻き添えにした」

「巻き添え？」

　奈子は思わず聞き返していた。

　べつに宗一郎のせいで派閥争いのとばっちりにあったとか、いわれのない迷惑をかけられたとか、そんなふうには思っていない。

　結婚したのだから。茅島行高の娘が鬼灯家に嫁ぐことでどんな問題を引き起こすか、奈子はちゃんとわかっていた。宗一郎だって、だからこそ奈子をビジネスに引き込んだはずだ。

（ふたりが結婚したことを、宗一郎さんが否定しないで）

　宗一郎に謝られたら、なにもかも嘘になってしまいそうで怖かった。

「本当にすまない。多分、奈子も読んだと思うけど、俺のことを書いたあの記事は、多々良が親しくしていた――」

「杉咲由香里さんが書いたんですよね」

　奈子は早口で遮った。宗一郎が虚をつかれて目を丸くする。

　いくら完璧な宗一郎でも驚いて当然だ。奈子だって、杉咲のことを知っていたら、日葵か樹にそばにいてもらった。

「……会ったんです」

　奈子が投げやりになって呟くと、宗一郎は顔を強張らせた。

「なんだって」

　奈子の頭の中にはまだ杉咲に追い詰められた記憶がはっきりと残っていて、宗一郎がこんな反応をするのも、きっとうしろ暗いことがあるせいだと疑ってしまう。

　宗一郎が鋭く目を細めて奈子を問い詰めた。

「あの女はここへ来たのか」

　奈子は力なく首を横に振った。

「駅の近くのカフェに寄った時。多分、会社を出た頃から、ずっと追いかけてきてたんですね」

　宗一郎のことで頭がいっぱいだった奈子は、まさか記事を書いた本人に後をつけられているなんて、ちっとも気が付かなかったけれど。でも杉咲が奈子に声をかけたのが、家に着く前で本当によかった。

　ここを壊されてしまったら、奈子にはもうなにも残らない。

　宗一郎が奈子の肘を掴んで引き寄せる。

「杉咲はきみになにか言ったか」

　奈子はつい笑ってしまいそうになった。

（なにか言ったか？）

　杉咲に聞かされたことはすべて、今も呪いのように頭の奥を支配している。

「なんでも教えてくれました。宗一郎さんといつ出会って、なにを話して、どこへ行ったか。ふたりで金かな沢ざわにのどぐろを食べにいったことがあるとか」

　宗一郎が顔をしかめる。

「あれは多々良に接待だと呼ばれて行ってみたら、店に杉咲がいたんだ。ふたりで会ったことなんて一度もない」

　奈子にはどうでもよかった。真実かどうか調べるすべはないし、過去のことは責められない。

　そもそも宗一郎が杉咲と会っていたとして、なにが悪いの？

　宗一郎は奈子に愛を誓ったわけでもない。

　奈子は肘を掴む宗一郎の手を取って、優しくほどいてあげた。うつむいて低く囁く。

「知りたがってました、婚約を報じた記事のこと。宗一郎さんは、いったい誰に書かせてあげたんだろうって」

　宗一郎がハッと息をのんだ。

　奈子は顔を上げ、宗一郎を真っすぐに見る。もう逃げても仕方がなかった。

「婚約の記事は、宗一郎さんが書かせたの？」

　結婚をマネーゲームにするために。

　気配を消してジッと立っているだけだった佐竹が、耐えかねたように口を挟んだ。

「奈子さん、申し訳ございません。それは私が懇意にしている記者に――」

「佐竹」

　宗一郎が鋭く遮った。奈子から目を離さないまま、言い聞かせるように指示をする。

「悪いが、応接室で待っていてくれないか。奈子とふたりで話がしたい」

　沈黙が奈子を苦しくさせる。佐竹はしばらくためらっていたけれど、結局は、宗一郎に従っておとなしく引き退がった。

「……かしこまりました。失礼いたします」

　佐竹がリビングを出ていってしまうと、宗一郎が奈子に向き合って、ついにはっきりと頷く。

「俺が指示した。きみに黙ってあんな記事を出してすまなかった。どうしても奈子と結婚したくて、逃げ道を塞ぐような卑怯なやり方をした」

　奈子はずっと宗一郎を見つめていた。

　日葵の推測は正しかった。杉咲が言ったことも。だけど宗一郎だって、嘘をついていたわけではない。

　婚約をした頃、奈子が真実を問い詰めないでいられたのは、まだ宗一郎に恋をしていなかったからだ。いつでも引き返せると思っていた。

　でも、もう宗一郎を知らなかった頃には戻れない。宗一郎は、何度奈子に謝るとしても、それがもっとも効率のいい方法ならまた同じ選択をするだろう。

　奈子が好きになってしまったのは、そういう冷徹で高慢な男だ。

「なんで」

　奈子は聞かずにいられなかった。

「宗一郎さんは、なんで私と結婚したの」

　わかり切ったことを問いただされ、宗一郎がつらそうに眉を寄せる。

「それは、俺にとって――」

「ダメ、言わないで！」

　奈子は思わず両手で耳を塞いだ。後ずさりをして、宗一郎から離れる。

　頭がおかしくなりそうだった。自分で質問をしたくせに。だけど宗一郎の口からそれを聞かされたら、きっとこの恋を捨てなくてはいけなくなる。

　それで奈子は、宗一郎の代わりに早口で答えた。

「私が茅島行高の娘だからですよね、わかってます。宗一郎さんはどうしてもあかり銀行の頭取を務める父と縁戚になりたかったし、私は両親の期待に応えたかった。ただの政略結婚です」

　喉を掴まれたみたいに息が苦しくなる。

「私だって、宗一郎さんを好きになって、結婚をしたわけじゃない」

　宗一郎がムッと眉を寄せた。目をすがめ、奈子を捕まえようと腕を伸ばす。

「奈子、きみはまさか……」

「ごめんなさい」

　奈子は宗一郎から逃げて廊下へ向かった。

　これ以上、宗一郎のそばにいられない。混乱していて、なにを話したらいいかわからないし、宗一郎を困らせることを言ってわずらわせたくなかった。

　理由がなんであれ、婚約はふたりで決めたことだ。本気になれば奈子は拒否することができた。

　結婚を宗一郎のせいにしたくない。

　それなのに、このままでは宗一郎を傷つけてしまいそうだった。

「どこへ行くつもりだ」

　宗一郎が追いかけてきて、奈子の前に立ちはだかる。奈子は宗一郎の横をすり抜け、腕の届く範囲から離れようとした。

「多分、実家か、日葵のところへ。後で連絡をします」

　スマホをどこに置いたか思い出せない。まずは電話をしてみないといけないけれど、でも両親か日葵なら、きっと奈子を匿ってくれる。

　宗一郎が大股でうしろをついてきて、奈子に言い聞かせた。

「真夜中だよ。きみをひとりで行かせられない」

　ずっとひとりでいさせたくせに。それなら宗一郎は、どうして今まで帰ってきてくれなかったの。

　奈子は今にも泣きだしそうだった。唇を噛みしめ、宗一郎に見られないよう深くうつむく。

「お願い、ひとりになりたいんです」

　宗一郎はすぐ近くに立っていた。奈子の行く先を塞ぐようにして、さりげなく距離を詰める。

「ここにいればいい。奈子が落ち着くまで、俺はべつの部屋で待ってるよ」

　奈子は力なく首を横に振った。

「宗一郎さんのそばにはいられない」

「ダメだ！」

　宗一郎がすばやく奈子の肘を捕まえた。痛いほどきつく掴まれ、奈子にはとても振りほどけない。

　奈子はほんのちょっと驚いた。宗一郎の力強い腕や大きな手が、こんなふうに、奈子になにかを強いたことが一度もなかったからだ。今まで宗一郎がどれだけ奈子を優しく扱っていたのか、突然、強引に思い知らされて困惑する。

　宗一郎はその隙に奈子をそばに引き寄せた。

「きみが書き足したことだ！　婚前契約書によれば、奈子は俺を永遠に愛し続けることになっている」

　宗一郎が鋭く目を細める。奈子の頬はパッと赤くなった。

　今になって持ち出すなんてずるい。

　それは結婚式の直前、奈子が婚前契約書に書き足したいと願った項目だった。宗一郎は内容を聞こうとしなかった。

　後から佐竹がちゃんと契約書に追加したのを見せてくれたからには、宗一郎も了承していることはわかっていたけれど、これまで一度だって、奈子の目の前で口にしたことはなかったのに。

　奈子は宗一郎のことが好きだった。

　たとえレセプションパーティのような結婚披露宴でも、奈子だけは、その日から永遠に宗一郎を愛していたかった。

「今さら俺を好きじゃなくなったとは言わせない！」

　宗一郎は奈子の腕を絶対に放そうとしなかった。奈子はそれ以上耐え切れなくて、思わず宗一郎を見上げていた。

「まだ好きだから困ってるんですよ、バカ！」

　まなじりから涙がこぼれる。

　この恋をやめられたなら、どんなに簡単だっただろう。だけどもう取り消せない。奈子はこの先もずっと、宗一郎を永遠に愛し続ける。

　宗一郎はついに奈子を腕の中に閉じ込めた。

　押しつけられた頬に速い鼓動が伝わってくる。宗一郎が決して奈子から離れなかったのは、事実、必死になって逃がさないようにしていたかららしい。

　そのことに気付かされたせいで、奈子の涙は止まらなくなった。口を引き結び、宗一郎の胸に顔をうずめる。

　もうひとりきりで泣いているのではない。

　宗一郎がいて、奈子を放さないでいてくれる。きっと奈子はどんな謝罪や慰めより、本当はずっと、ただ宗一郎にそうしてほしかった。

　しばらくそうして抱きしめられ、好きなだけ泣いて目の端が真っ赤になった頃、奈子は宗一郎の背中に両腕を回してしがみつき、静かにはなを啜すすっていた。

　宗一郎が奈子のつむじにそっとキスをする。

「確認なんだが、バカって俺のことか。生まれて初めて言われた」

　奈子は宗一郎の胸にパンチをした。

　宗一郎が喉の奥で笑う。奈子の頬に落ちた髪を耳にかけ、懇願するように囁いた。

「許してくれ。奈子がそばにいないと、俺はバカみたいに冷静でいられなくなるんだ」

　そんなの嘘だ。宗一郎が冷静じゃなかったことなんてない。

　さっきまでなんとか奈子を引き留めようと焦っていたことだって、誰かに聞かされたとしても、きっと信じられなかっただろう。宗一郎の腕の中にいるのでなければ。

「どうか俺を捨てないでくれ」

　奈子はまつげの隙間からこっそり宗一郎を見上げた。

　宗一郎が優しくまなじりを下げて奈子を見つめている。まるで奈子が、とても大事なものみたいに。奈子は恥ずかしくなって目を伏せた。

　他の誰にもしないでほしい。

　宗一郎が指で奈子の顎をすくって上向かせる。

「なるほど、きみはまだ俺になにか不満があるらしい」

　奈子はふいっと顔を逸らした。前髪を直すふりをしてうつむく。

　これだけは絶対に問い詰めないでおこうと意地になっていたのだけれど、宗一郎は多分、しまいにはなんでも思い通りにしてしまう。

　抵抗しても仕方がないので、奈子はしばらくためらってから小さく呟いた。

「あの、宗一郎さんに教えてほしいことがあって」

「ん？」

「でも、嫌だったら、黙ったままでいいですから」

「答えるよ」

「こんなこと聞くの、ほんとに、すごく失礼だってわかってるんですけど……」

　宗一郎が肩を竦める。

「いいよ。なんであれ、きみがいなくなるよりましだ」

　奈子は宗一郎からほんの少しだけ体を離した。おなかの前で両手の指を組み合わせ、忙しなくほどき、それを背中に隠して、ようやく思い切って顔を上げる。

「……杉咲さんと、その、したことありますか」

　宗一郎は本当に理解できないみたいだった。

「なにを」

　きょとんとして聞き返してくる。

　奈子は口を引き結んだ。あまりに不愉快なことを想像したせいで眉をひそめる。

　それで宗一郎も気が付いたのか、奈子を囲っている腕の筋肉がいきなりピンと張り詰めた。

「まさか！　そんなことするかよ、ありえない。あの女がきみにそう言ったのか」

　奈子はふと首を傾げた。宗一郎がすぐそばにいてくれるので、吐き気がするような記憶を思い返してみる。

　杉咲は思わせぶりに、何度も宗一郎との関係をほのめかしていた。耳を塞ぎたくなるようなこともたくさん教えられた。杉咲は宗一郎がどうやって女の肌に触れ、見つめて、キスをするか、事細かく聞かせたのだ。まるで知っているかのように。

　でも確かに、宗一郎と杉咲がセックスをしたと、はっきり断言しただろうか。

　奈子は努めて考えないようにしていたし、そこまで注意して覚えてはいなかった。

「だけど、宗一郎さんがどんなふうにするか、やり方を説明されたんです。答え合わせがしたいですか？」

　宗一郎がギョッとして眉を上げた。

「やめてくれ、悪寒がしたぞ」

　縋りつくみたいに奈子を引き寄せる。腕の中に強く抱きしめ、それから地を這はうような声で囁いた。

「きみはそれを聞かされたんだな」

　奈子は宗一郎の胸に顔をうずめた。

「妊娠できなくても心配しないでって言われたんです。私じゃなくても、誰か他の女の人が、宗一郎さんの子どもを産んでくれるって」

　宗一郎が奈子の腕を優しくさする。

「俺はもうこの先ずっと、奈子以外はいらないよ。そんなバカなことをするくらいなら、切り落とされた方がましだ」

　切り落とされては困るので、奈子は眉を寄せて宗一郎を見上げた。

「ほんとに？」

　宗一郎が奈子の額に唇を押しあてる。

「嘘じゃないよ」

　奈子は宗一郎の背中に腕を回してギュッとしがみついた。宗一郎の大きな手が、そっと髪を撫でてくれる。

「奈子が初めて俺のところへ来てくれた時、俺はきみを大事にすると約束した」

　宗一郎が奈子を抱き上げた。玄関から遠ざけるように、奈子をリビングの中央まで連れて戻り、ソファの奥の方へ下ろす。

　それから背もたれと奈子の隙間にぐいぐいと体を押し込めてきた。長い脚の間に奈子を座らせ、まなじりにキスをする。

「それなのに、ひとりで待たせてばかりでごめん。本当に後悔した。取り返しがつかなくなるところだった」

　宗一郎が奈子を腕に閉じ込め、懇願するように囁く。

「俺はきみを失ったら息もできない。どうか奈子のそばにいさせてほしい」

　奈子はふと、もう二度と宗一郎を疑わないでいられると知った。

　確かな予感がする。宗一郎はきっとこのまま、奈子を放さないでいてくれる。

「いいですよ」

　奈子は高慢に呟いた。

　それなのにまるで今にも泣きだしそうに聞こえてしまって、慌てて小さくはなを啜る。何度かまばたきをして涙を乾かし、ツンと顎を上げて振り返った。

　なるべく偉そうに宗一郎を見る。

「宗一郎さんがちょっと笑ってキスをしたら、私って、すぐにあなたを好きになっちゃうみたいなので」

　宗一郎がちょっと笑う。そして、奈子にキスをする。

「頼むよ、奈子。ずっと俺に恋をしていてくれ」

　また涙があふれてくる。

　宗一郎がそばにいる。怖いことなんてなにひとつないみたいに、ちゃんと奈子を抱きしめている。

　気が付くと奈子は宗一郎の腕の中で、ようやく声をあげて泣いていた。
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　宗一郎は奈子の規則正しい呼吸を聞いていた。

　泣き疲れ、宗一郎の腕にうずまるようにして眠っている。長いまつげがまぶたの下に影を落としていた。

　宗一郎は奈子を失っていない。奈子がそばにいるだけで、張り詰めていた焦りが少しずつほどけていく。

　それで宗一郎は、自覚するより随分緊張していたことを知った。

　ずっと多々良を警戒していた。

　奈子のそばを離れ、佐竹の忠告も聞かず、ろくに休みもしないで頭を使い、さまざまな策略の先回りをしようと神経を高ぶらせて働き詰めだったところへ、ついにＴＯＢを仕掛けられた。多々良の攻撃はほとんど予測していたとはいえ、事態は切迫し、対応を間違えることは決して許されない。

　さらに宗一郎の失敗のせいで奈子がどこにいるのかさえわからなくなってしまい、滅多にないことではあるが、半ば投げやりになっていたらしい。

　鬼灯家に生まれたことが恐ろしいとか、社長でいることに執着はないとか、宗一郎には似つかわしくないことを考えていた気がする。

　それでも、奈子だけは手放せないとわかっていた。

　宗一郎は腕の中の奈子をそっと抱き寄せる。

　思い返してみれば、奈子は宗一郎をいつも正直にさせた。初めて目の前にした時から、ドアマンを偽っていた宗一郎の正体を言い当てたのだ。

　綺麗で上品で賢くて、おっとりした雰囲気に反して頭の回転は速く、でもちょっといじわるをするとすぐに頬を赤くして、ずっと宗一郎を真っすぐに好きでいようとしていた。

　宗一郎を見つめながら目尻を下げて笑う奈子がかわいい。

　婚約を決めた夜、茅島行高の娘が宗一郎の話を理解して、楽しそうにしゃべっていたのを忘れられなかった。

　宗一郎は本邸の書庫からわざわざ奈子の好きそうな英米文学を選んで運び、ふたりの家の本棚に並べた。それまで誰に聞かれても本当のことを答えはしなかったのだけれど、奈子が知りたがったから、法学を専攻した理由を話していた。

　効率のいい方法とは言えなかったのに、奈子が宗一郎を好きになってくれるまで、肌に触れるのを待っていた。ふたりが体を重ねることは婚前契約書で決まっていたし、宗一郎は事実、鬼灯家の跡継ぎを育てることを期待される身分だ。

　でも心の底で、決して奈子になにかを強いたくなかった。

　婚約したことを記事に書かせるだけで茅島家が結婚を断れなくなるとわかっていて、だけど奈子が望むから、どうか宗一郎に恋をしてほしいと思った。

　本当は、真実を隠すことができたはずだった。宗一郎がそうしようと決めれば、誰にも気付かれず、奈子の逃げ道を塞ぐことだって簡単なのに。

　宗一郎はきっと完璧なやり方を知っていながら、本心では、奈子に許しを乞いたかった。

　奈子だけが宗一郎にそうさせる。

　しばらくして、宗一郎の指示にしぶしぶ従ってリビングを離れていた佐竹がそばに戻ってきた。奈子を大事に抱えている宗一郎を見て、喉の奥で静かに呟く。

「杉咲の件は私が始末をつけます」

　宗一郎は眉を上げた。珍しく、佐竹が怒っている。

　佐竹もきっと、奈子を気に入っているのだ。そうでなければ、たとえどんなに宗一郎が怒り狂っていても、今この時に仕事を離れてはいけないと説き伏せただろう。杉咲の記事を止められなかったことを悔いている。

　でも宗一郎には、もう少し理にかなった優しさがあった。

　記事を書いたことについては見逃してやってもいい。どうせ、多々良の入れ知恵なのだ。宗一郎の冷徹さを暴きたてれば、ホーズキの経営権を金で買うという勝ち目のないゲームでも、ほんの少しは優位になる。

　多々良と杉咲が二週間前にホテルで会ったことを、宗一郎は知っていた。宗一郎はずっと多々良を警戒していたし、結婚披露宴の以前からこうなることを心配していた葦原真白が、偶然ふたりを見かけたと言ったのだ。

　多々良は杉咲の書く記事だけでなく、女であることを評価している。ふたりは恋人関係にあったといってもいい。野心の強い杉咲は、ホーズキの社長と親密になれることを楽しんでいた。

　でもそれも、多々良の退任が決まるまでのことだったのだろう。

　宗一郎は杉咲に誘いをかけられるたび、適当にいなして事を荒立てないようにしていたのだけれど、プライベートの連絡先を探られ、グループが経営するホテルで待ち伏せされた時には軽蔑のあまり、杉咲が二度と周りをうろつけなくなるくらいに拒否してしまった。ちょうど多々良との対立が深まっていた頃で、かなり虫の居所が悪かったというのもある。

　それ以来、ずっと宗一郎への怒りを燻くすぶらせていたのかもしれない。

　宗一郎は多々良と杉咲が接触したことを知っていながら、記事の内容までは予測できなかった。もちろん、なんらかの方法で宗一郎を貶めることはわかっていたけれど。杉咲のプライドの高さを見誤っていた。矛先を奈子に向けたのは、宗一郎が大事にするものを傷つけたかったからだ。

　宗一郎は肩を竦めた。

　あの記事が成立したのは宗一郎の落ち度だ。

「いや、後でやり方を教えるよ」

　杉咲は記事を利用して宗一郎を侮辱し、世間の批判を浴びさせた。効率がいいと判断するなら、宗一郎にも似たようなことができる。

　杉咲よりもっと完璧な方法で。

　だけど、宗一郎がどれだけ寛容だとしても、杉咲が奈子に会って直接痛めつけたことには、正当な理屈がひとつも存在しない。

　宗一郎は優しく目を細める。腕の中にいる奈子をそっと抱き寄せ、つむじにキスをして呟いた。

「俺にもジョーカーがあるんだ」

　杉咲には制裁を加えなければならない。










第五章　東雲




　桜が東雲しののめに散っている。

　奈子は雪見障子の和室に寝転び、縁側に飾った切り花を眺めていた。宗一郎が鬼灯本邸に咲いている八重桜を枝ごと取ってきたのだ。

　奥に見える中庭には、卯うつ木ぎの花が白いつぼみをつけている。

《それで和瑚は、ケントの方が賢いって褒めるんだよ。確かに、彼に投資の才能があることは認めるけど、まだティーンなのに。奈子も僕よりケントがいい？》

　奈子は小さく笑った。スピーカー通話に設定した電話に向かって応える。

「いつもありがとう、イーサン。ケントにも会いたいな」

《また会いにきて。今度、奈子の好きなプログラムの再演が決まったんだ。チケットを取っておくから》

　イーサンが優しく奈子に言い聞かせる。

「……行けたらいいな」

　いつかきっと、宗一郎とふたりで。奈子が焦がれるように呟いた時、背後で上吊り式の引き戸が静かにスライドする音がした。

「奈子」

　体を起こして振り返る。なんとなく不機嫌そうな宗一郎が、腕を組んで立っていた。

「宗一郎さん」

　奈子はきょとんとして目をまたたいた。まだ朝の五時だ。昨日も帰るのが遅かったから、もっとゆっくり寝ているかと思っていたのに。

　宗一郎が大股で部屋を横切り、膝をついて奈子の上に覆いかぶさる。そのまま畳に押し倒し、すばやくキスをした。

　奈子は慌てて宗一郎の胸を押し返す。

　ムッとした宗一郎が、体の下に閉じ込めた奈子を見下ろして、近くに転がっているスマホを顎で示す。

「誰？」

　奈子は頬を真っ赤にした。

「義兄あにです。和瑚ちゃんの夫の、イーサン」

　イーサンはここのところ、ニューヨーク証券取引所が閉まる頃に電話をかけてきて、アメリカ市場の動向を教えてくれている。

　多分、姉の和瑚にそうするよう頼まれたのだろう。

　ホーズキへのＴＯＢが始まってから、まだ七日しか経っていない。

　あんな記事を書かれた奈子がたった数日で立ち直ったのか、和瑚はずっと気にかけてくれていた。奈子がどれだけ丁寧に説明をしても、姉はちっとも宗一郎を信用しようとしないのだ。

　ケントは十二歳になる甥で、この機会に投資を学ばせることにしたのだとか。

　イーサンが電話の向こうで楽しそうに笑う。

《おはようございまーす！　奈子のハンサムが目を覚ましたなら、僕は退散することにするよ。和瑚が帰るまでに夕食の準備をしないと。ふたりはちゃんと仲良しだって伝えておくから。またね、奈子。いい一日を》

　それきりプツリと通話が切れる。

　宗一郎は口を噤んで奈子と目を見合わせた。恥ずかしさで泣きそうになっている奈子の腕を引いて体を起こし、乱れた前髪の隙間にキスをする。

「ごめん、奈子が隣にいなかったから。慌てて捜してやっと見つけたのに、朝から他の男に会いたいって電話してるんだ。夏にふたりで挨拶にいこう」

　奈子はまつげを伏せて頷いた。

　宗一郎はまだ一度も、奈子の姉に会っていない。和瑚は奈子たちの結婚式に列席できなかった。

　和瑚もイーサンも仕事が忙しいはずで、ケントにも学校があるし、どうせレセプションパーティのような披露宴だから、わざわざ無理をしてアメリカから来るほどのことではないと、奈子の方から伝えたのだ。

　姉は奈子がずっと結婚に憧れていたことをわかっている。そのせいで、鬼灯宗一郎との婚約を知られて以来、随分心配をかけていた。和瑚はいまだに、宗一郎が本当に奈子のそばにいるかどうかさえ疑っている。

　だけど和瑚がイーサンの報告を聞いたら、少なくとも宗一郎が家にいて、奈子にキスをしたことは認めてくれなくてはいけない。

　そして夏になったらきっと、和瑚にも宗一郎に会ってほしい。夢に見ていたのとは順番が違ったけれど、奈子もすてきな恋をしていると、和瑚に教えてあげたかった。

　奈子は手を伸ばして宗一郎の黒い髪に触った。まだ変なふうにはねている。起きてからすぐに奈子を捜したのだろう。

「……朝ごはん、なにがいいですか」

　宗一郎が眩しそうに目を細める。

「卵焼きかな」

　それからふたりで朝食を作った。宗一郎はなんでもないことで奈子を笑わせ、ときどきふと見つめ、脈絡もなくキスをした。

　寝癖をつけながら卵焼きを食べている宗一郎は、奈子の胸をきゅんとさせる。

　スーツを着てネクタイを結び、いつもの完璧な宗一郎に戻っていくのを眺めていると、それはそれで、奈子の頭はくらくらした。

　仕事に向かう宗一郎を玄関まで見送る。

「いってらっしゃい」

　宗一郎は奈子をそばに抱き寄せ、つむじにキスをして囁いた。

「いってきます。今日は早く帰るよ、奈子を待ってる」

　奈子は宗一郎をギュッと抱きしめて頷いた。

　宗一郎が奈子を手放し、背を向ける。ドアの閉まる音がやけに大きく聞こえた。奈子は玄関にぽつんと取り残される。

　今すぐ宗一郎を追いかけ、家の中に閉じ込めて鍵をかけてしまいたい。奈子は口を引き結び、しばらく立ち尽くして不安が過ぎ去るのを待った。

　宗一郎はもう二度と奈子をひとりにしないと約束した。

（今日は帰ってきてくれるって）

　奈子は何度も自分に言い聞かせてから、ようやくダイニングに戻った。

　宗一郎が作ってくれた紅茶をタンブラーに入れ、着替えてメイクをして出勤の準備をする。スマートフォンを確認すると、日葵と樹からそれぞれメッセージが届いていた。ふたりはここのところ毎朝、最新のマーケット情報を送ってくれる。

　奈子もなるべく状況を追うようにしているけれど、テレビをつけたり、ＳＮＳをチェックしたりすれば、どうしてもホーズキのＴＯＢに関する話題を避けられない。慎重にしないと、杉咲の記事に言及しているのを目にしてしまうこともあった。

　結婚のせいで宗一郎が批判されると、奈子はまだちょっと息が苦しくなる。

　仕事柄、経済ニュースを調べないわけにいかないのだけれど、日葵と樹は気を遣って、奈子がつらくなった時には無理をしなくていいように、必要なことだけをまとめて市場の動向を教えてくれていた。

　奈子はあの夜、宗一郎を貶めるようなことを二度と書いてほしくなかったから、黙って杉咲に従っていた。でも結局はみんなが杉咲の記事をおもしろがって、ＴＯＢのニュースに宗一郎の結婚事情を付け足している。

　奈子は脅され、追い詰められて、宗一郎を守ることもできず、ただ杉咲が満足するまで泣いただけだったのだ。バカみたいに惨めで悔しかった。

　だけど、いつまでも逃げてはいられない。

　奈子はふたりにメッセージを返して、お気に入りのネックレスをつけ、いちばん好きなハイヒールを履き、宗一郎が詰めてくれたお弁当を持って仕事に向かった。

　空は青く、もうすぐ初夏がやってくる。
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　宗一郎は鬼灯本邸にいた。

　書斎のソファに座って長い脚を組み、タブレットを眺めている。庭園に咲く八重桜の花びらがひとひら窓の隙間に吸い込まれ、宗一郎のつま先のそばに落ちた。

　鬼灯家の本邸は田でん園えん調ちょう布ふにある和風建築の平屋建てで、二棟の母屋が日本庭園を囲むように連なっている。

　宗一郎は大学生になるまでここで暮らしていた。

　玄関と長い渡り廊下の床材にはヒノキを使い、格式高い茶室と走り庭に似た土間を設け、角材を正方形に組んだ格ごう天てん井じょうの居室があって、宗一郎の部屋の大きな丸窓からは曽祖父が作った枯かれ山さん水すいが見える。

　離れにある書斎は中二階付きの洋室で、幼い宗一郎と八雲京が秘密の会議をする時は、いつもここで待ち合わせていた。

　ソファの正面に座った京が、切れ長の大きな目で宗一郎をジッと見る。シャープな鼻梁や卵型の輪郭は、京もまた、鬼灯の血族であることを示していた。

　宗一郎が顔を上げると、京は警戒するようにぐっと眉を寄せる。

「それで、どうするんですか」

　宗一郎は優しく笑った。

「やるよ」

　京がため息をついてうなだれる。

「正気か？　連休明けの年次開発者会議まで、あと二週間もないんですよ。俺があなたに未完成のデータを見せたのは、思い直してほしかったからなんですけどね。なんだって突然、心変わりしたんだか」

　京が文句を言うのは当然だ。

　他にもやり方はいくらでもあるし、この方法を押し通すためには、宗一郎としても計画の大幅な修正をしなくてはいけなかった。でも、いちばん効率がいい。

　宗一郎はなにげなく肩を竦めた。

「頼むよ、きみは天才だ」

　京が鼻を鳴らして宗一郎からタブレットを取り返す。

「あなたも天才ですよ。こんなに俺を振り回す奴はいない」

　宗一郎は片方の眉を上げた。

　確かに数年前までは、宗一郎だけが八雲京を困らせたかもしれない。京がまだホーズキにいて、宗一郎の秘書だった頃のことだ。

「だけどきみには妻がいる。京はあの子のためなら、俺のために働くのとは比較にならないくらい必死になる」

　京は口を引き結んで黙り込んだ。

　鬼灯家次男の悠成といとこの京は同じ年に生まれた。宗一郎よりもむしろ兄弟らしく育ったふたりなので、人を食ったような性格には似たところがある。悠成と京が一緒にいれば、厄介なことばかりを引き起こしてきた。

　ただ悠成よりも素直なぶん、京にはまだかわいげがある。宗一郎は京の正直なところを気に入っていた。

　宗一郎が親切に言い聞かせてやる。

「悠成には俺から連絡するよ、鬼灯製薬の開発メンバーを説得してもらう。きみは準備に集中してくれればいい」

「内閣府にはなんて？　あっちも納得させないといけないですよ。発表は夏だって伝えてありましたけど、初夏って言い訳でもしておきますか」

　京がむくれているのがおかしくて、宗一郎はにっこりした。

「チームに外務省の首席事務官がいたはずだ。冷を頼ってみる」

　京が顔をしかめて呟いた。

「引き受けますかね。あいつ、鬼灯に関わりたくないから公務員になったのに」

　弟については、宗一郎はちっとも心配していなかった。

「べつに、違法なことをさせるわけじゃない。きっと頷くよ」

　京がソファにぐったりと体を預け、宗一郎を恨めしそうに見た。

「わかりましたよ。どうせなんでもあなたの思い通りになるんだ」

　宗一郎は悪魔のように美しく笑った。

　本当に、京は宗一郎のことをよくわかっている。京が量子力学の天才でなかったなら、ずっと秘書にしておきたかったくらいだ。

「ついでに、きみにひとつ頼みたいことがある」

　京がパッと体を起こして眉をひそめた。宗一郎から無理難題を課されることに慣れているぶん、反応がすばやい。

「なんですか、俺は準備に集中すればいいって言いましたよね」

「簡単なことだよ。俺を開発者会議に登壇させてほしい」

　京が訝しそうに目を細めた。

「登壇？」

　鬼灯グループの年次開発者会議は毎年五月に開催され、全世界に向けて報道される。鬼灯中央研究所の成果を中心とした最新技術を披露するためのイベントで、ここ数年はオンラインでも配信していた。

　メディアの注目も高く、多々良は毎年必ず基調講演を行っていたし、過去には京の父親も出席している。

　一年前、ホーズキの社長に就任したばかりの宗一郎にも基調講演の依頼があった。

　その頃の宗一郎は、後継問題と業績不振を指摘されていたホーズキのブランドイメージを最短で回復させるため、そこそこ見栄えのする容姿を利用して、テレビや雑誌の取材に片っ端から応えていた。顔を売っておけば、その後の計画でもメディアを扱うのに都合がよかった。

　だからこそ誰もが、宗一郎は年次開発者会議で講演をすると期待していた。

　でも、宗一郎は依頼を断った。

　鬼灯中央研究所には八雲京がいたからだ。

　宗一郎は京を評価している。それに、鬼灯中央研究所をホーズキ本社に統合しようとしていた多々良とは、やり方が違うことを示さなくてはいけなかった。

　今となっては、当初の目的もほとんど果たしている。これ以上、宗一郎が顔をさらす理由はない。

　派手にするのは今度が最後になるだろう。

「いいですけど、まだ顔を売るつもりなんですか。あなたもう十分、俳優みたいに人気ですよ」

　京は完全に怪しんでいる。宗一郎は笑って肩を竦めた。

「リリースもよろしく。もちろん、質疑応答もさせてくれ」

　それですべて、宗一郎の思い通りになる。なにもかも方を付けるつもりだった。
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　宗一郎は嘘をつかなかった。

　そもそも婚前契約書を提示された夜から、たとえ奈子にすべてを話していないとしても、宗一郎がなにかを偽っているわけではなかった。

　それに今は、ちゃんと奈子に約束をしてくれる。

　奈子が仕事から戻ると、宗一郎が家で待っていた。まだ午後七時だ。本当にこんなに早く帰ってきているとは思わなかったので、奈子はきょとんとしてしまった。

「おかえり、奈子」

「……ただいま」

　奈子が手を洗ってルームウエアに着替え、宗一郎の言いつけ通りにダイニングへ行くと、ペンダントライトに照らされたテーブルにはディナーの準備が整っていた。

　奈子は訝って宗一郎を問い詰める。

「……宗一郎さん、お仕事は？」

「仕事をして、帰ってきたよ。奈子もそうだろ」

　宗一郎は顔をしかめる奈子を見下ろして笑い、手を引いて椅子に座らせた。

　夕食のメニューはたけのこと桜海老の炊き込みごはんに、春キャベツのみそ汁、豆腐のハンバーグと、ほうれん草としいたけの胡麻和えだった。もちろん、宗一郎が作ったものはどれも完璧に美味しかった。

　その後はバスルームへ連れていかれた。宗一郎はさっさとシャツを脱いでしまうと、恥ずかしがる奈子を捕まえて、ルームウエアの裾に手をかけた。当然、奈子は逃げようとしたのだけれど、宗一郎に口説かれて、ついには思い通りになってしまった。

　バラの花に埋もれたバスタブの中で宗一郎に引き寄せられ、首筋にキスをされた時、奈子が目を回してしまわなかったのはきっと奇跡に違いない。

　宗一郎は奈子にパジャマを着せると、髪を乾かし、歯を磨かせ、ベッドルームへ運び、腕の中に囲って寝かしつけた。

　宗一郎が奈子のつむじにキスをする。

　それでようやく、奈子にも宗一郎の考えていることがわかるようになった。まつげの隙間から宗一郎を見上げる。

「宗一郎さんって、私を甘やかしてるんですね」

　奈子が指摘すると、宗一郎はいたずらっぽく笑って頷いた。

「そうだよ。奈子が二度と、俺を捨てられなくなればいい」

　奈子はムッとして口を引き結んだ。奈子が宗一郎を捨てたことなんてない。

　だけど一週間前の夜のことを指摘しているのなら、奈子は確かに、宗一郎から離れてしまいたかった。みっともないくらい取り乱していたし、奈子の不安を宗一郎のせいにしたくなかったからだ。

　あの夜、奈子が手を振り払ったことに、宗一郎もほんのちょっとは動揺していたのかもしれない。

　もしも約束を永遠に取り消さないでいてくれるなら、仕方がないから、宗一郎の思い通りになってあげてもいい。

　奈子は宗一郎の背中に両腕を回してしがみつき、そばにいることを確かめた。宗一郎が優しく奈子の髪を撫でる。

「今日、母から連絡があったんです。連休中に、父と一緒にうちへ来たいって」

「なるほど、いつかな。俺もいられるようにするよ」

　宗一郎を貶める記事を書かれた時から、両親はずっと奈子を心配していた。

　行高は宗一郎が奈子を大事にしていないなら別れさせるとまで言いだして、ちゃんと仲直りをしたと納得してもらうまで、五日もかかってしまったくらいだ。

「……お父さん、責任感じて五キロも痩せちゃったの」

　適正体重になってよかったと、母は笑ってくれたけれど。父は結局、和瑚の時も奈子の時も、娘の結婚にやきもきしている。

　宗一郎が顔をしかめて呟く。

「しぼられるな。きみを取り上げられないようにしないと」

　奈子は顔を上げ、宗一郎の首筋にキスをした。

「味方してあげます」

　宗一郎が奈子をギュッと抱きしめる。奈子は宗一郎の腕にうずまり、小さく丸くなって目を閉じた。




　奈子が宗一郎に甘やかされ、砂糖菓子のような日々を過ごしたとしても、まだすべての問題が解決したわけではなかった。

　多々良亮は宗一郎への復讐を続けている。

　烏丸証券は今でも、ホーズキ株に対するＴＯＢのおかげで騒がしかった。

　ＴＯＢが公告された数日後、ホーズキの取締役会はＧＡＩの公開買付に反対した。敵対的買収となれば、ホーズキが防衛策を取ることが予想されるはずだった。

　ところが取締役会はわずかな増配を決めただけで、まだＴＯＢへの目立った対策はしていなかった。

　五月も中旬を迎える今、ホーズキの市場株価は、少しずつＧＡＩの買付価格に近付いている。ホーズキがこのまま買収防衛策を取らないつもりなのか、市場は対応を探っているところだった。

　奈子はいつものように、烏丸証券の十一階にあるオープンオフィスにいた。ひとり掛けのソファに座って鬼灯製薬のバランスシートを読んでいる。

　連休が終わるまで、宗一郎は奈子をひとりにさせなかった。

　家にいる時はずっと奈子をそばにくっつけていて、仕事で外出しても不安にならないように連絡をくれるし、どんなに遅くなったとしても、夜には必ず戻ってきた。

　紫染邸で会食をしていた宗一郎が庭園のバラを車にいっぱい摘んで帰った日、奈子は恋をしてよかったと思った。

　両親には、宗一郎とふたりで話をした。宗一郎は和瑚にも電話で経緯を説明していたし、日葵や樹もずっと心配してくれている。

　奈子は杉咲のしたことを思い出したり、似たような記事を目にしたりしても、ほとんど取り乱さないでいられるようになった。

　でも、体調だけがいまいち回復しない。なんとなく体に倦怠感があって、ずっと立って仕事をしているのがつらくなる。ふとした時にめまいがすることもあった。

　ただ宗一郎の帰りを待って落ち込んでいた頃とは、なにかが違う気がしている。

　それで奈子はここのところ、窓辺にあるお気に入りのスタンディングデスクを使うのをやめていたのだった。

「奈子、そこにいた！」

　日葵が奈子を探し出して、突然、フロアを勢いよく走ってくる。奈子はきょとんとして顔を上げた。

「どうしたの」

　まだ午後一時半を過ぎたばかりだった。株式市場は動いている。

　昼休みに会ってから一時間しか経っていないし、日葵が取引も終わらないうちに仕事を離れているなんて、滅多にないことだ。

　息をはずませた日葵が奈子の肘を掴み、急いで立ち上がらせる。

「ついてきて、鬼灯宗一郎がすごいことやってる」

　奈子は目を丸くした。

「宗一郎さん？」

　またなにかよくないことが起こったのだろうか。

　日葵は奈子の腕を引っ張ってエレベーターに駆け込み、すぐ下の階のボタンを押した。そのまま十階にある会議室へ連れていく。

　フロアの真ん中にあるミーティングルームには、二十人くらいが詰めかけていた。

　大きなテレビをかけた奥の壁以外には透明な液晶調光フィルムが組み込まれていて、機密性の高い会議で部屋を使う時は、スイッチをオンにすればスモークガラスに切り替えられる。ブラインドがオフになった今は、ただのガラスのように見えた。

　ミーティングルームの周りにはさらに数十人の社員が集まっている。日葵はその人混みをぐいぐいと強引にかき分けた。

「ちょっと、通して！」

　奈子は誰かの肩にぶつかるたびに謝りながら、一生懸命に日葵のうしろをついていった。

「壬生さん、こっちです！」

　会議室の中央で陣取った樹が、高く真っすぐに手を上げている。ふたりは苦労して樹のそばまでたどり着いた。

　正面の大型テレビには、宗一郎が映っていた。

　奈子はすぐに釘づけになる。

　スクリーンに映し出されているのは、鬼灯グループの年次開発者会議の映像だ。午前十時にスタートし、世界各国に向けてオンラインで配信されている。

　きっと社員の誰かがテレビに接続して、ここで見られるようにしたのだろう。ホーズキ株へのＴＯＢが行われている今は、例年以上に注目を集めている。

　画面がよく見えるように、背の高い樹と日葵が奈子をそっと前に押しやった。日葵が斜めうしろに並ぶ。

　ステージの真ん中に立った宗一郎は、スリーピーススーツの襟にピンマイクを付け、気取りのない調子で話していた。

『この最新技術を応用し、今後一年以内に、ホーズキをはじめとするグループ企業のセキュリティ管理をすべて量子暗号へと移行していきます』

　奈子はパッと日葵を振り返った。

「量子暗号？」

　鬼灯グループの年次開発者会議を見るために、烏丸証券の社員が仕事中にこんなにたくさん集まっているのは、なにか株式市場を大きく動かすような、重要な研究報告があったからだ。

　日葵が奈子の肩を掴んで前を向かせる。

「いいから、ちゃんと見てて」

　画面が切り替わり、八雲京による詳しい研究内容の解説が始まった。日葵がうしろからこれまでの経緯を補足してくれる。

「鬼灯中央研究所は二年前、五万量子ビットを超えるコンピュータの開発に成功した。すでに量子超越性を実証しているの。つまり、今までのコンピュータでは途方もない時間がかかった計算を、数秒で解決できるようになった。そこまでは知ってるよね」

　奈子は日葵の説明に小さく頷いた。

　鬼灯製薬は最新の量子コンピュータによる技術を実用化して、難しい創薬研究を進めている。

　奈子は量子力学のことには詳しくないのだけれど、製薬業界を専門にしていたので、一昨年になって必死に勉強をしたのだ。

　奈子の反応を確かめて、日葵が先を続ける。

「鬼灯中央研究所はその気になれば、これまで一般的に使われてきたＲＳＡ暗号を、現実的な時間のうちに解けるようになったの。量子コンピュータは素因数分解が得意だから」

　ＲＳＡ暗号を解読しようとするなら、桁の大きな数字の素因数分解を、総当たりで計算していかなければならない。今までのスーパーコンピュータを使ったとしても、途方のない時間がかかる作業だった。

　素因数分解を得意とする量子コンピュータが正確な答えを示せれば、ＲＳＡ暗号はもっと簡単に解けるようになる。

「それで次は、量子暗号を開発してしまった。今の科学が覆されない限り、量子暗号の仕組みは決して破られることのない、究極的な技術なの」

　日葵がなにを話しているのか、奈子にはだんだん理解できなくなってきた。わかるのは、鬼灯グループの研究がきっと世界を変えてしまうということだけだ。

　カメラがまた宗一郎を映す。

『量子暗号が実装されれば、鬼灯グループのセキュリティは世界でもっとも安全です。今後みなさんがホーズキのスマートフォン端末を通して、決済や投資や医療を利用するようになっても、情報は必ず守られるでしょう。ホーズキはこれからも、鬼灯中央研究所との共同開発を進めていきます。さて、なにかご質問があればどうぞ』

　宗一郎が演説を締めくくると、記者席から次々に質問が上がる。

　奈子は呆気に取られて宗一郎を見つめていた。まさかこんな方法で、多々良亮のことを解決してしまうとは思わなかった。

　樹が隣で感心したように呟く。

「これで確実にホーズキの株価は上がりますよね。鬼灯グループに期待して、みんなが株を買いたがるだろうし、今の株主たちは、ＧＡＩなんかにあげない方が儲けますよ。俺なら絶対に売りません」

　烏丸証券の社員としては、研究報告の内容というよりも、鬼灯宗一郎のやり方が衝撃だった。

　ホーズキは敵対的買収への防衛策を取っていない。宗一郎は多分、ＴＯＢによる損失をひとつも残さず、多々良亮の復讐をなかったことにしてしまう。

　会議室に集まった社員たちの話題はホーズキ株に対するＴＯＢの件に集中している。画面の向こう側でも、質問の内容は買収のことに移っていた。

　少し乾いた男の人の声が宗一郎を問い詰める。

『この発表は実質的に、ＴＯＢへの対抗策だと考えてよろしいのでしょうか』

　画面から会場のどよめきが伝わってくる。続いて奈子のいるミーティングルームにも、女性記者の声が鋭く響いた。

『鬼灯社長は茅島頭取のお嬢さんと政略結婚をされたとの報道ですが、量子暗号は当然、あかり銀行にも実装されますよね。今回の件で、なにか取引があったのですか』

　宗一郎が驚いたように目を見開いた。

　もはや鬼灯グループの研究報告からはかけ離れた追及だった。宗一郎が虚をつかれたとしても当然だ。

　奈子はハラハラして、今すぐ宗一郎のそばへ行ってあげたくなった。

　宗一郎は記事に書かれたままの高慢で冷徹な御曹司ではない。

　奈子が喜べば、書斎の本棚を英文学でいっぱいにして、不安になれば、砂糖菓子みたいに甘やかしてくれる。奈子はかわいそうな花嫁ではないし、ふたりが決めた結婚のことで、誰も宗一郎を非難できない。

（これ以上、宗一郎さんを傷つけないで）

　鬼灯宗一郎は、奈子の好きな男ひとだ。

　日葵が奈子の肩を強く掴む。とっさに英語で悪態をつくと、怒ってスクリーンにヤジを飛ばした。

「なに、この記者！　量子暗号と全然関係ないのに」

　烏丸証券の会議室は不満の声で包まれる。画面の中もちょっとした騒ぎになり、司会者が慌てて宗一郎をステージから退がらせようとしていた。

『すみません、プライベートに関するご質問はお控えください！』

　宗一郎は静かに司会者を制止した。

『いや、いいよ』

　背筋を伸ばして、深刻そうに演台の前に進み出る。眩しいくらいのフラッシュを浴びていた。

　宗一郎の立ち位置を追いかけてカメラの向きがわずかに動き、それまでうしろ姿しか見えなかった女性記者の横顔が、画面の端にちらりと映る。

　突然、奈子はハッとして体を強張らせた。思わず片手で口元を覆う。横にいる樹が眉を寄せて奈子を見下ろした。

「茅島さん、もしかしてこの記者が杉咲なんですか」

　奈子はめまいをこらえた。

　杉咲はなんでそこにいるのだろう。鬼灯グループの年次開発者会議にまで現れ、世界中に配信される映像を利用して、宗一郎を貶めようとする。

　そうまでしていったい宗一郎からなにを奪いたいのか、奈子には理解できなかった。

　強い緊張で吐き気がしてくる。日葵にしっかりと腕を掴まれていなかったら、そのままうずくまっていたかもしれない。

　画面の中は不気味なほどひっそりとしていた。

『確かに妻とは、茅島頭取の紹介で出会って結婚をしました』

　宗一郎がはっきりと認める。それからふと、目尻を下げて優しく笑った。

『でも、愛しています。彼女のどんなところが好きか、本当はここでご説明させていただきたいくらいなんですが、かといって、誰かに教えてしまうのも嫌なんです。いつまでも私だけのものにしておきたい。だからこの先なにを聞かれても、妻のことは、それ以上お答えできません』

　会議室はわっと騒がしくなった。日葵が高らかに笑って奈子を抱きしめる。

「ほら、言ったでしょ！　私は鬼灯宗一郎を評価してるんだって」

　奈子はギュッと口を引き結んだ。

　知らなかった。宗一郎が、奈子を愛しているなんて。今まで一度も言ったことがないくせに。

（宗一郎さんって本当に、どうして私になにも教えてくれないの）

　次からはちゃんと、奈子に直接約束するように言い聞かせなくてはいけない。でも宗一郎と結婚をした奈子には、この宣言が嘘ではないとわかっている。

　画面に映った宗一郎は、いつも奈子が腕の中にいる時と同じように、正直に笑っていた。

　宗一郎は奈子を愛している。

　だからこの先、どんな鋭い悪意にも、ゴシップめいた関心にも、たとえ好ましい評価にも奈子を晒さず、宗一郎がずっとひとりじめしていてくれる。

　奈子はうつむいて手のひらに顔をうずめた。日葵がギョッとして奈子を覗き込む。

「あ、ちょっと！　ここで泣くなって言ってるのに」

「茅島さん、株価暴落しちゃいますよ」

　樹が慌てて奈子を隠すように立つ。

　だけど会議室に集まった烏丸証券の社員たちは宗一郎の宣言に盛り上がるばかりで、奈子がここで泣いていたとしても、お構いなく祝福してくれるのだった。




◇　◇　◇




　宗一郎はホーズキ自動車の黒いラグジュアリーセダンに乗り込むと、運転席の佐竹からすぐにタブレットを受け取った。

　年次開発者会議に出席していた間に更新された情報に目を通しながら、長い脚を組み、ネットの速報を確認する。鬼灯中央研究所の量子暗号はすでにトップニュースになっていた。

　宗一郎はサッと記事を読み、続いて画面に株価チャートを表示させる。

　佐竹がバックミラーに映る宗一郎をちらりと見た。

「いかがでしたか」

　鬼灯グループの株価はすでに上昇傾向にあった。このままなら、ホーズキの市場株価は確実にＧＡＩの買付価格を上回る。

　宗一郎は小さく息をついた。

「多々良の件は片付いた。会長への報告は任せる」

「かしこまりました。京十郎さんはなにも心配していないとおっしゃっていましたが、年次開発者会議のネット配信は見ておいでだったようです」

　それきり黙り込んで分析を続ける。車が赤信号で止まると、いつもは決して宗一郎の集中を妨げない佐竹が、また話を始めた。

「ところで、偶然だとは思いますが、質疑応答が始まってから最初にＴＯＢの件を問い詰めた男は、私が婚約の記事を書かせた記者でした。宗一郎さんはご存じでしたか」

　宗一郎は顔を上げなかった。

「いや、知らないよ」

　目を伏せたまま簡潔に答える。佐竹はにっこりとほほ笑んで前を向いた。

「そうですか」

　宗一郎の優秀な執事は、それからふと思い出したように呟く。

「誰かが先にＴＯＢの件を問いただしてくれたおかげで、杉咲は政略結婚のことを質問しても許されると思ったでしょうね。もしかしたら、宗一郎さんが年次開発者会議で基調講演を行うと知って以来、ずっと質疑応答のタイミングを狙っていたのかもしれません。世界中に配信される映像を利用して鬼灯宗一郎を貶めることができるなんて、これ以上ないほど完璧なステージですから」

　宗一郎はなにも言い返さなかった。佐竹の口調は台本でも読んでいるのかと思うくらいわざとらしい。

「それにしても杉咲は、よくあのエリアを確保していましたね。毎年、記者同士で争奪戦になるほどいい席ですよ。ちょうど宗一郎さんとカメラを結ぶ中間地点にいたせいで、不運にも、映像に映り込んでしまったわけですが」

　杉咲の下品な質問は短い動画に切り取られ、ＳＮＳで拡散されている。政略結婚を批判されていた鬼灯宗一郎が惚気るおまけ付きだ。

　宗一郎がどれだけ妻を大事にしているか、世界中に宣言する目の前では、杉咲は完全な悪役だった。杉咲が宗一郎を侮辱する記事を書いた記者と同一人物だと特定されるまで、そう時間はかからないだろう。

　わざわざ宗一郎が手を下さなくても、あとは世間が好きなように判断する。杉咲はもうまともな経済記事を書かせてもらえないし、しばらくは、街を歩くにも怯えずにはいられない。

　信号が青に切り替わった。佐竹が慎重にアクセルを踏み、宗一郎を問い詰める。

「本当は、すべて宗一郎さんの思い通りだったのですか」

　宗一郎は肩を竦め、窓の外に目をやると、曖あい昧まいに笑って答えた。

「俺はただ、奈子を愛してるだけだよ」




◇　◇　◇




　婚約を決めた日から七カ月後、宗一郎と奈子は婚前契約書を書き換えることにした。宗一郎がそうしたいと言ったのだ。

　松涛の家のリビングのソファに並んで座り、ローテーブルに置いた契約書に目を落とす。

「まず、奈子が付け足した最後の項目」

　宗一郎が指をさして示した。

「これを変更して、俺ときみは、今日から永遠に愛し合うことにする」

　奈子は素直に頷いた。

「賛成です」

　宗一郎が奈子の手をギュッと握る。ふたりはお互いを見つめ、ときどき思い出したようにキスをした。

「次に、後継問題の項目」

　宗一郎が顔をしかめて深刻そうに提案する。

「子どもをつくることについて、期限を撤廃したい。今はふたりでいる時間を大事にしたいし、なによりきみの体のことだ。鬼灯家の後継問題は、奈子より優先されることじゃない。子どもができても、できなくても、俺がずっと奈子を守るよ」

　奈子は断固として首を横に振った。

「反対です」

　宗一郎がきょとんとして奈子を見た。訝るように片眉を上げる。

「なぜ？」

　奈子は真剣に言い返した。

「だって本当は、私との子ども、欲しいって思ってくれてますよね」

　欲しいか、欲しくないのかと聞けば、宗一郎はムッとしつつも正直に答えた。

「いつか欲しいと思ってる」

　奈子はにっこりした。不満そうな宗一郎の頬にすばやくキスをして、力強い腕の中に体を預ける。

「よかった。それなら、問題はないの。私が言いたいのは、この子はふたりで守りたいってこと」

　虚をつかれた宗一郎はしばらく黙っていた。奈子をまじまじと見下ろしている。

　奈子はいたずらっぽく囁いた。

「双方の要求に相違はない。いつか欲しいと思ってくれてるなら、宗一郎さんがパパになるのは、今日からでもいいよね」

　宗一郎がパッと目を輝かせる。返事の代わりに、笑って奈子にキスをした。




　雪見障子の八畳間に桔き梗きょうの切り花が飾られる頃、ＴＯＢは不成立に終わった。

　年次開発者会議の翌日、ホーズキの市場株価は十パーセント上昇した。ＧＡＩはそれ以上、買付価格を上乗せすることができなかった。

　莫大な資金を注ぎ込んでホーズキに強引なＴＯＢを仕掛け、結局、巨額買収に失敗した多々良亮は、いずれ責任を取ってＧＡＩの顧問を退任することになるだろう。もう二度と、経済界では鬼灯宗一郎に立ち向かえない。

　六月の短みじか夜よにも、月を待つより確かに、宗一郎は奈子のところへ帰ってくる。

　松涛の家の小さな書斎のドアが開き、奈子はパッと振り返った。ダークネイビーのスリーピーススーツを着た宗一郎が立っている。

　奈子は目尻を下げて笑った。

「おかえりなさい」

　宗一郎が大股で部屋を横切って、奈子の額にキスをする。

「ただいま、奈子」

　そのまま奈子の隣に座り、小ぶりのソファで窮屈そうに長い脚を組んだ。奈子が読んでいた本のタイトルを知り、片眉を上げる。

「オランダ史？」

　奈子は表紙を掲げて頷いた。

「宗一郎さんにオルデンバルネフェルトの話を聞いてから、気になって調べていたら夢中になっちゃって」

　宗一郎が肩を竦める。

「きみ、オランダにも詳しくなるつもりなのか」

　奈子はにっこりした。

「オルデンバルネフェルトは、オランダで祖国の父として尊敬されるウィレム一世をずっと支えていたんですね。ウィレム一世の亡き後も、今度は息子のマウリッツを助けて、建国のために尽くした」

　宗一郎が眩しそうに目を細め、勢いよく話す奈子を見つめている。奈子はふと肩を落としてため息をついた。

「だけど、オルデンバルネフェルトと対立して彼を処刑台へ送ったのは、そのマウリッツだった。なんだか悲しくなりました」

「マウリッツも悪党ではないよ。軍事的才能があって、スペイン軍に占領されていた都市を次々に取り返した」

　宗一郎が顔をしかめる。

「そういう意味では、俺はどちらかといえば、オルデンバルネフェルトよりマウリッツを目指すべきかもしれないな。父の友人としてずっと支えてくれていた多々良と対立し、立ち直れないくらいに追い詰めた」

　奈子はすぐに言い返した。

「でも、宗一郎さんは私の好きな人です。法律を学んで、ホーズキのために尽くして、私を世界中から守ってくれた。他の誰でもないのに。それだけじゃダメですか」

　宗一郎がギュッと口を引き結ぶ。奈子はオランダの歴史を解説した本を閉じ、立ち上がって棚に返した。

「奈子」

　振り向くと、宗一郎が奈子を真っすぐに見つめている。

「俺はきみと結婚がしたい」

　奈子はきょとんとして首を傾げた。記憶が混乱しているのでなければ、紫染邸で初めて会った夜に、奈子は宗一郎から同じことを言ってもらったはずだ。

　宗一郎の考えていることは奈子にも少しずつわかるようになってきたけれど、ときどきはまだ、こうやって虚をつかれることがある。

　奈子は訝って目を細め、慎重に宗一郎のそばに戻った。

「多分、半年くらい前にしてますけど」

　宗一郎が腕を伸ばし、奈子を膝の間に引き入れて繰り返した。

「どうか、俺と結婚してくれませんか」

　宗一郎の長い指が奈子の左手の結婚指輪をそっとなぞる。宗一郎と奈子が入籍をした日、ふたりで選んだダイヤモンドのマリッジリングだ。

　宗一郎の左の手のひらには、奈子が見たことのない指輪があった。でも奈子は、それがなんなのか、ずっと前から知っている。

　アームの曲線が美しいプラチナのリングで、結婚指輪と同じダイヤモンドを真ん中に、二粒の翠玉が飾られている。エメラルドのエンゲージリングだった。

　宗一郎が奈子を見上げて優しく囁く。

「奈子のそばにいたい。いつもいちばんにきみを思うし、なによりも大事にする。だから奈子も、どうか永遠に、俺だけに恋をしていてほしい」

　奈子は黙って顔をしかめた。そうでもしないと、今にも泣きだしそうだった。

　泣きたくなるような恋をして、エメラルドのエンゲージリングでプロポーズをされて、グレトナ・グリーンで結婚式をする。少女だった頃の奈子が、いつか好きになった人とそうしたいと、夢に見ていたことだった。

　ジッと固まって動かない奈子の背中を、宗一郎が抱き寄せる。

「奈子が頷いてくれないと、続きができない。俺は奈子に恋をしてる。エメラルドのエンゲージリングでプロポーズをしたら、グレトナ・グリーンで結婚式をするつもりなんだ」

　奈子はついに口をきいた。

「スコットランドなんて、子どもが大きくならないと行けないです」

　宗一郎はにっこりして奈子のおなかに話しかけた。

「いいよな、三人で行こう」

　奈子の少し下がった目尻から、ついに涙がこぼれた。宗一郎がパッと立ち上がって奈子を腕の中に閉じ込め、まなじりにキスをする。

「じゃあ、好きって言って」

　奈子は宗一郎に抱きしめられ、祈るように囁いた。

「私のこと、好きって言ってください」

　宗一郎がいたずらっぽく片眉を上げる。

「なんだ、この俺に二度もプロポーズをさせたのに、随分弱気だな」

　奈子の左手を取って、エメラルドのエンゲージリングをそっと薬指に通す。ダイヤモンドのマリッジリングに重なって、ふたりの恋は永遠になる。

　奈子は宗一郎を見つめた。

　宗一郎がちょっと笑う。そして、奈子にキスをする。

「好きだよ、奈子。俺はきみを愛してる」




＊　＊　＊




　花嫁は永遠のことをまだよく知らない。

　カーライル駅の近くにあるホテルの窓からは、城と大聖堂と美しい街並みが見えた。イギリス式庭園にはバラの花が咲いている。

　エメラルドのエンゲージリングに誓った永遠の連なりのうち、たった三回分の春が終わったばかりだった。

「奈子」

　優しい声に呼ばれて振り向く。

　アンティーク調の暖炉に寄りかかって、腕組みをした鬼灯宗一郎が奈子を見つめていた。長い脚の片方に、息子の祥しょうがしがみついている。

　祥はチャコールグレーのパンツとサスペンダーでおしゃれをしていた。タータンチェックの蝶ネクタイを結び、シャツの胸ポケットにはカスミソウを挿している。

　宗一郎の脚の間に隠れていた祥が、奈子の顔を見た途端、転がるように駆け寄ってきた。ドレスの裾にまとわりついて奈子を見上げる。

「なこ、きれーだな！」

　奈子は目尻を下げてほほ笑んだ。

「ありがとう、祥くんもカッコいいね」

　祥とお揃いの色のタキシードを着た宗一郎が大股で部屋を横切る。

　うしろから祥を抱き上げると、奈子の肘を掴んでそばに引き寄せた。背をかがめ、右の頬にキスをする。

「綺麗だな」

　奈子はオフホワイトのドレスを着ていた。エンパイアラインのクラシカルなシルエットで、繊細なレースと上品なパコダスリーブが美しい。

　祥が一生懸命に手を伸ばして、宗一郎の整った顔を押しやった。

「しょうくんのまね、しないでくれるか」

　宗一郎の腕から落っこちそうなくらい身を乗り出し、奈子の左の頬にキスをする。

　もうすぐ二歳半になる祥は、話し方も、着る服も、宗一郎のやることならなんでも真似をしたがった。

　容姿は比べるまでもなく似ている。アーモンド型の目と真っすぐな鼻梁がそっくりで、ほっぺたの丸みが取れたら、頬骨の形もきっと宗一郎と同じになる。

　宗一郎が首を横に振って息子をたしなめた。

「違うだろ、祥が真似するんだ。本当はちゃんと〝お母さん〟って言えるのに、〝奈子〟って呼ぶのも、お父さんの真似だし」

　祥はさっそく父親に倣ならって威厳たっぷりに首を横に振った。

「お母さんが大好きなのも、お父さんの真似っこだろ」

　宗一郎がいじわるそうに片方の眉を上げる。

　祥はまた宗一郎の真似をした。ただ、眉は両方が上がった。

「ちがうだろ。しょうくんは、あかちゃんのときから、なこがだいすきなんだ」

　宗一郎は虚をつかれて口を閉じた。

　確かに宗一郎は、赤ちゃんの時から奈子を好きだったわけではない。奈子はおかしくなって笑った。

　二歳にして鬼灯宗一郎を言い負かしてしまうのだから、祥がどんなふうに育つのか、奈子にはちっとも予測ができずにいる。

　奈子は背伸びをして祥の小さな頬にキスをした。

「お母さんも、祥くんが赤ちゃんの時から、ずっと大好きだよ」

　祥が満足そうに頷く。

　奈子は宗一郎の腕に体を預けた。宗一郎が顔をしかめて奈子を見下ろす。

「確認なんだが、もしかしてきみは、婚前契約書についてなにか書き換えたいことがある？」

　イギリスに入国したのは五日前のことだった。

　奈子たちはマンチェスター空港から北上し、風光明媚な湖水地方で蒸気機関車に乗り、絵本に描かれたニア・ソーリーの村を見て、昨夜、イングランド北部のカーライルに到着した。これからスコットランドにあるグレトナ・グリーンまで車を走らせ、鍛冶屋で結婚式を執り行い、金床を前に永遠の愛を誓う。

　だけどふたりはもう、婚前契約書により、互いを永遠に愛し合うと誓っていた。もちろんサインだってしている。

　永遠のことはまだよく知らない。わかっているのは、宗一郎と奈子が、きっとその項目を変更しないということだ。

　宗一郎が奈子の肘を掴む。奈子は宗一郎をジッと見つめてから背伸びをした。

「ううん。多分、永遠に」

　奈子がちょっと笑う。そして、宗一郎にもキスをした。
















特別書き下ろし番外編










溺愛圏内




　赤い花片が膝の上に落ちる。

　ホーズキ自動車の黒いラグジュアリーセダンをバラの花でいっぱいにして、宗一郎は家へと急いだ。

　雪見障子の和室に飾った八重桜は、もうすぐ散ってしまう。奈子が寂しそうにしていた。

　それで宗一郎は、紫染邸で外資系ＩＴ企業の最高経営責任者ＣＥＯと会食をした後、庭に咲き始めたバラの花を摘んで、座るところがなくなってしまうほど車に詰め込んだ。後部座席はほとんどバラに埋もれている。

　宗一郎は花びらの隙間から窓の外を眺めた。

　五月の連休の初めの夜で、街はいつも以上に賑やかだ。道路も混み合っていて、なかなか家までたどり着かない。

　運転席でハンドルを握る佐竹がバックミラーに映る宗一郎をちらりと見る。花に囲まれた宗一郎が腕を組んで不機嫌そうにしていると知って、目尻を下げてほほ笑んだ。

「もうすぐ会えますから、そんな怖い顔をならないでください。花は奈子さんが好きなところに飾れるよう、玄関に運んでおきます」

　宗一郎は深刻に頷いた。

　正直、こんなにたくさんあっても戸惑うだけだとわかっているのだけれど、手加減して不安にさせるより、奈子が呆れて笑ってくれる方がいい。

「頼んだ」

　佐竹が少しだけスピードを上げる。

「おふたりが紫染邸でお見合いをされた夜が懐かしいです。宗一郎さんは車に戻ってくるなり、婚約したことなんてすっかり忘れて、量子力学の計算をしていらっしゃいました。私が奈子さんのお人柄についてお聞きした時、ご自分がなんと言ったか覚えていますか」

　もちろん、宗一郎は覚えている。

　今でも奈子の垂れ目が好きだし、いつでもかわいくて仕方ない。どうやってそのことを秘密にしていられたのか、宗一郎はもう忘れてしまった。

　奈子に見つめられればキスをしたいし、泣いているならそばにいたい。奈子を手放すなんて考えられない。二週間前のたった数時間、奈子がどこにいるかわからないだけで、宗一郎は冷静でいられなかったのだから。

　あの夜、宗一郎がスマートフォンの電源を入れさせた時、奈子はどこか緊張して顔を強張らせていた。電話が繋がらなかった数時間のうちに宗一郎からとんでもない数の着信があったことを知ると、困ったように笑った。

　二度と奈子をひとりにはしない。これからもずっと、宗一郎の圏内にいてほしい。

　宗一郎は奈子の丸い頬にキスをしたくなったところで思考を切り上げ、窮屈な車内で長い脚を組むと、妻がまだ婚約者だった頃のことについて簡潔に答えた。

「もう忘れたよ」




　宗一郎が家に帰ったのは、午後十時半を過ぎた頃だった。

　紫染邸のバラの花を一輪だけ掴んで車を降り、リビングへと急ぐ。でも奈子は、今夜もそこにいなかった。

　宗一郎は花をダイニングテーブルの上に放って、ためらうことなく書斎のドアを開けた。大股で部屋を横切り、小ぶりのソファを覗き込む。

　奈子は宗一郎が本邸の書斎から運んだモンゴメリの短編集をそばに置いて、膝を抱えて眠っていた。長いまつげが丸い頬に影を落とし、形のいい上品な唇は花に染められたように色付いている。

　宗一郎はソファの前にひざまずき、奈子にそっとキスをした。

　奈子が何度かまばたきをして、宗一郎を見つける。すばやく起き上がって宗一郎の首のうしろに腕を回し、ギュッとしがみついた。

　宗一郎は奈子の華奢な体をしっかりと抱きとめる。

「ただいま」

　奈子は宗一郎を捕まえて放さなかった。まだ半分寝ぼけているからなのか、宗一郎が遅くなったせいで拗ねているのか、ただ黙って頷く。

　どちらにしろ、宗一郎にはかわいくて仕方がない。

　宗一郎は奈子のやわらかい髪を指に絡め、謙虚に許しを乞うた。

「待たせてごめん。ベッドまで連れていこうか」

　奈子が首を横に振る。

「ダメ」

　宗一郎は喉の奥で小さく笑った。

「了解」

　これで宗一郎は、奈子を思い通りに甘やかせる。奈子のどんなわがままも、いつだって宗一郎に叶えさせてほしい。

　宗一郎は奈子を体にくっつけてダイニングに戻ると、キッチンで手を洗い、鞄を掴んでクロークルームに片付けた。

　奈子はずっと宗一郎のうしろをついてきた。

　だんだん目が覚めてきたのか、幅の広い二重のまぶたをぱっちりと開き、二歩離れたところに立って宗一郎を見つめている。

　宗一郎はスーツのジャケットをハンガーにかけると、片手でベストのボタンを外しながら大股で距離を詰め、奈子の腕を掴んでそばに引き寄せた。

　背中をかがめて覗き込むようにキスをする。奈子が頬を染め、遠慮がちに宗一郎を見上げた。

「……おかえりなさい」

　さっき返事をしなかったことを反省しているのかもしれない。宗一郎は笑って奈子を抱きしめた。

「ただいま」

　両腕が塞がっている宗一郎の代わりに、奈子が細い指で丁寧にネクタイの結び目を解いていく。

　宗一郎は奈子の頬に落ちた髪を優しく耳にかけた。

「今日はなにをしてた？」

「日葵と一緒にジムへ行ったんです。その後いちごのスイーツビュッフェを見つけて、ふたりで寄ることにしました」

「なるほど。楽しかった？」

　奈子が顔をしかめて頷く。

「おなかいっぱい食べちゃった。せっかく運動をしたのに。宗一郎さんなら、効率がよくないって思いますか」

　奈子は半年前より華奢になった。抱き寄せる肩が薄くなり、腕も脚もほっそりして、ウエストは片手で掴めそうなほどだ。

　責任のほとんどは宗一郎にある。宗一郎が婚約を宣伝に使ったことも、家に帰らなかったことも、杉咲がやったことも、すべて奈子を悲しませた。

　だから宗一郎は奈子をとことん甘やかすと決めたし、本当はどんな見た目でもかわいいと思うけれど、なによりいつまでも健康でいてもらわなければならなかった。

　多分、日葵も奈子が痩せたことに気が付いている。どちらかといえば、もともと奈子をスイーツビュッフェに連れ出すのが目的で、ジムの方は口実だったのだろう。

　宗一郎は奈子のつむじにキスをして囁いた。

「確かに、もっと効率のいい方法はある。パティシエの名前を調べておくよ」

　奈子はまばたきをした後、笑って首を横に振った。

「家に連れてくるってこと？　それはダメ」

　宗一郎は奈子の手を握ってバスルームへ向かった。

　シャツを脱いでランドリーバスケットに放ると、奈子がまつげを伏せてうつむく。それきりピタリと固まり、うしろをついてこなくなった。

　鏡に映った奈子を見つめ、宗一郎はいたずらっぽく眉を上げる。

「なんだ、そばにいてくれないのか」

「もう、にやにやしないで！」

　奈子は怒ってくるりと背中を向けた。

　宗一郎としては、奈子を口説いてバスルームに連れ込むことは簡単なのだけれど、理性が役に立たなくなるのは困る。六日前に試した時は、軽率にも、冷静さを疑う結果になりかけた。奈子は世界でもっとも大切に扱われなければならない。

　宗一郎は最短でシャワーを済ませた。いまだに素肌を恥じらう奈子のために服を着て、バスルームの外に顔を覗かせる。

　奈子は廊下の壁を大きく切り取って作ったニッチの凹みに膝を抱えて座り、宗一郎を待っていた。

「奈子」

　名前を呼ばれるとパッと顔を上げ、宗一郎のところに戻ってくる。

　奈子はそれからずっと宗一郎を捕まえていた。宗一郎は奈子を背中にくっつけたまま、髪を乾かし、歯を磨いた。

　婚前契約書を作った時、本当は、こういうことは宗一郎の計画になかった。

　もちろん、茅島行高の娘をぞんざいにしてはいけないし、鬼灯家の花嫁にはふさわしい権利と財産が与えられるべきだ。

　それを保証することが宗一郎の結婚だった。

　だからといって、車をバラの花でいっぱいにして帰ったり、いつでも腕の届くところにいさせたり、脈絡もなくキスをしたりするとまでは、約束しなかったはずだ。もしも宗一郎にできないことがあるとすれば、好きでもない女の機嫌を取ることなのだから。

　でも、宗一郎は奈子のものになった。

　宗一郎はすべての支度を整えると、腰に回された腕を掴んで振り返り、奈子の華奢な体を抱き上げた。家中の電気を消し、階段を上って、奈子にベッドルームのドアを開けてもらい、やわらかいシーツにそっと下ろす。

　体の下に閉じ込めてキスをすると、奈子はきょとんとして宗一郎を見つめた。

「えっと……今から、するんですか」

　宗一郎は思わず目をすがめた。

「なるほど、きみはしないつもりだったのか」

　奈子が頬を赤くして、小さく唇を噛む。

「なぜそこでかわいい顔をする？」

　宗一郎が丸い頬を指でつまんで引っ張ると、奈子は慌ててムッとしてみせた。いちいちかわいくて仕方がないせいで、宗一郎は正気を保つのに苦労する。

　どんな理由があろうと、奈子に力で強いるなんて考えられない。体調がよくないのならすぐに寝かしつけるし、宗一郎に不満があるのなら教えてほしい。

　だけどこの反応から推測するに、奈子はおそらくなんらかの理由で、宗一郎がこのまま眠りこけるものだと信じ切っていた。結婚した男を清浄無垢な少女だと思い込んでいるか、すでに宗一郎の溺愛圏内にいることを知らないかのどちらかだ。

　奈子はまつげを伏せて白状した。

「だって、その……せ、先週もしたから。宗一郎さんって、いつも月に二回くらいですよ。まだ五月になったばかりなのに、もうしちゃうの、もったいないかなって……」

　宗一郎が愕然とするのを見て、奈子が急いで言い足す。

「あの、数えてるわけじゃないですからね」

　宗一郎は頭を抱えたくなった。

　奈子は宗一郎を侮っている。初めて体を重ねた夜、宗一郎が奈子にしたことを忘れたのだろうか。翌朝になってもぐったりしていた奈子を見てから、宗一郎は常に厳しく自制をするよう努めてきたというのに。

　確かに、宗一郎が月に二回程度しか奈子に触れなかったのは事実だ。

　入籍したばかりの頃でさえ、宗一郎は毎晩必ず家に戻っていたわけではない。結婚式を執り行ってからは、愚かにも、奈子には滅多に近付かなくなった。奈子に会えばすぐにキスをしたくなるし、キスをすれば、冷静ではいられなくなるからだ。

　つまり宗一郎が奈子の肌に触れた数というのは、ふたりが一緒にいられた回数とほとんど同じだった。

　今となってはもう、奈子のそばを離れるつもりはない。

　奈子がそれをわかっていないのは、宗一郎の方にまだ努力の余地があるということなのだろう。

　奈子が宗一郎を慰めるように言い訳をする。

「明日の朝は両親が来るし、宗一郎さんだって午後には会社に行くんだし。効率のいい日じゃないですよ。今日も遅くまでお仕事だったんですから、ちゃんと休んでくだ――」

　宗一郎は奈子の忠告をキスで遮った。奈子がめまいを起こし、理性を捨て、他のことはなにも考えず、決して宗一郎を手放せなくなるまでそそのかす。

　奈子にはこの夜を、宗一郎の腕の中で過ごす気になってもらわなくてはいけない。

　キスをやめても奈子の方からギュッとしがみついてくるのを知ると、宗一郎はにっこりと笑って宣言した。

「それなら今夜は、俺がどれだけ奈子をかわいがっているか、きみに言い聞かせるにはもっとも効率のいい日ということだ」




　アラームは奈子が止めていた。

　夜には奈子のところへ帰るようになったとはいえ、ＴＯＢのさなかにあるホーズキを取り巻く状況は、まだ息が詰まるほど緊迫している。さすがの宗一郎も、体力の回復にはいつもより時間がかかった。

　カーテンの隙間から眩しい日の光が差し込む頃になって、宗一郎はようやく目を開けた。パッと体を起こしてベッドを下り、奈子を探しにいく。

　宗一郎が見つけ出した時、奈子はキッチンに立っていた。たっぷりとしたギャザーのついた深緑色のエプロンをして、オーブンでスコーンを焼いている。

　ダイニングテーブルにはバラの花が一輪だけ飾られていた。

　奈子がふと顔を上げる。

「おはようございます」

　宗一郎は毎朝こうやって、目を覚ますたびに思い知らされる。目尻を下げて宗一郎を見つめる奈子が、今になってもいちばん好きだと。

　引き寄せられるように大股で部屋を横切り、奈子の丸い頬にキスをする。

「おはよう」

　小さな背中にくっついて抱きしめ、奈子を腕の中に閉じ込める。昨日は夜中ずっとそうしていられたから、奈子は宗一郎の体にピッタリと馴染んだ。

　指先でさりげなく奈子のウエストをなぞる。シルクのブラウスに隠された白い肌には、宗一郎がこっそりつけた所有印が残っている。

　奈子がくすぐったそうに身をよじって笑った。

「宗一郎さん、またお花を持ってきてくれたんですね。もしかして、紫染邸のお庭に咲いてたバラ？　起きたらテーブルの上に置いてあったから、びっくりしちゃった」

　オーブンの中でスコーンが膨らみ、バターの香りが漂ってくる。

　宗一郎はホーズキ自動車のラグジュアリーセダンに目いっぱい積み込んだバラのことを思い出した。奈子を喜ばせたかったとはいえ、冷静になって考えてみれば、ちょっと多すぎたかもしれない。

　宗一郎は顔をしかめて奈子のつむじを見下ろした。

「玄関はまだ見てない？」

　奈子がきょとんとして振り返る。

「行ってないけど、どうして？」

　宗一郎が持って帰ったバラがダイニングテーブルに置きっ放しにした一輪だけではなく、残りが玄関を埋め尽くしていると知ったら、奈子は呆れるだろうか。

　でも宗一郎がバカみたいになるのは、本当は全部、奈子のせいなのだ。

　とにかく紫染邸の庭から運んできた大量の花を、少なくとも奈子の両親が来るまでには、どこか適当な部屋に片付ける必要がある。

　宗一郎は肩を竦めた。

「後で白状するよ。頼むから、怒らないでくれ」




　奈子は宗一郎を許してくれた。

　広い玄関ホールに並んだ真っ赤なバラを見て目を丸くした後、笑って背伸びをし、宗一郎の頬にキスをした。ひとまず大量のバラをみんな応接室に押し込んでしまった時も、奈子は楽しそうだった。

　それで宗一郎は、バラが枯れる前にまた花を持って帰ろうと決める。

　ふたりは奈子が焼いたスコーンとポーチドエッグ、ベーコンとアスパラのサラダで簡単に朝食を済ませた。それから奈子の両親が到着する一時間後まで、リビングのソファに座ってイギリスの放送局が制作したドラマを観ることにする。

　宗一郎の脚の間に閉じ込められた奈子が、テレビ画面に映る軍服姿の青年将校を指さして呟いた。

「この俳優さん、なんとなく不ふ破わさんに似てませんか」

　不破とは、宗一郎が奈子のために選んだ運転手だ。鋭い双そう眸ぼうや四角い顎、がっしりとした立派な体躯の俳優は、確かに、いかめしい顔つきの不破と似たところがあった。

　つまり不破は、宗一郎がそばにいられない時でも奈子の周囲を牽制しておくのに、十分な役割を果たしている。

　本当はボディガードを用意したかったくらいなのだ。宗一郎が杉咲の件に方を付けるまで、奈子に二度と同じことが起こらないように。

　もしなんでも思い通りになるのなら、宗一郎は奈子を腕の中にしまっておきたいし、ひとりでどこかへ行くというのなら、鬼灯家が雇う屈強な護衛を三人は連れてくれなくては困る。護衛は奈子に拒否されてしまったので、運転手をつけることで妥協しているが。

　だけど、不破がいくらジークンドーを習得した強面の運転手だとしても、烏丸証券の本社内にまで侵入させることはできない。

　奈子が鬼灯宗一郎と政略結婚をしたことについて、口さがない同僚が、ときどき好奇心たっぷりに中傷していることを知っている。奈子がなにをされても気丈にしていることも、宗一郎を悪く言われれば立ち向かっていることも、不破から報告を受けている。

　たまに、樹宏太という名前の男が、不破が待っているところまで奈子を庇うようにして送り届けてくることも。

　奈子の後輩だと紹介された日、樹が宗一郎に警告したことを覚えている。

『僕、奈子さんには本当にいつもお世話になっているんです。だから泣かせないでくださいね、これからは』

　それを宣戦布告と解釈した宗一郎は、なぜか樹から引き離そうとする奈子を車の中に押し込み、敵を振り返って答えたはずだった。

『ご忠告ありがとうございます。樹さんのおっしゃる通り、誰かが奈子を泣かせるようなことがあれば、容赦はしないことにします。これからは』

　以降、樹宏太の名前は鬼灯宗一郎のブラックリストに載っている。

　もちろん宗一郎は、奈子を傷つけた杉咲に容赦をするつもりはない。杉咲には必ず代償を支払わせる。

　でも、奈子を泣かせたのは宗一郎だ。奈子のそばを離れた宗一郎に責任がある。鬼灯家の権威が及ばない烏丸証券の中で奈子を守るためには、今は樹に頼るしか方法がないのも、宗一郎の落ち度のせいだった。

　鬼灯宗一郎が、誰よりも大切にしている妻に他の男が近寄るのを、不本意でも黙って認めるしかないほど追い込まれている。樹宏太は案外、厄介な男だ。

　だからといって、奈子を手放すつもりは微み塵じんもないが。

　宗一郎はムッとして顔をしかめた。俳優と運転手が似ているかと聞かれただけだったのに、奈子を振り向かせて顎を掴み、脈絡もなくキスをする。

「な、なんで今キスしたの？」

　宗一郎の考えがわからない奈子は、当然、頬を真っ赤にしていた。




　茅島行高と妻の穂波が到着したのは、午前十時頃だった。

　宗一郎が淹れた紅茶と奈子が焼いたスコーンを並べ、ダイニングテーブルで向かい合う。

　あかり銀行頭取の茅島行高といえば、鬼灯の血族ではないものの、グループの会長を務める京十郎からの評価が高く、宗一郎に対しても常に率直で誠実だった。

　宗一郎は行高の朗らかさを信頼している。行高が宗一郎より七歳年下の未の娘をかわいがっていることも、六年前から知っていた。

　今では行高が宗一郎を奈子に会わせてくれたことこそが、生涯でもっともすばらしい幸運だったとわかっている。宗一郎がどんな策略をめぐらせようと、奈子にはふさわしくないと判断すれば、行高は決してふたりを引き合わせなかったはずだ。

　奈子を取り上げられないためには、宗一郎はまず、義父母を説得しなければならない。宗一郎と奈子は揃って頭を下げた。

「このたびはご心配をおかけして申し訳ございませんでした」

　行高が喉の奥で唸るようにして頷く。

「奈子からおおよその事情は聞いている。多々良のやり方は、私もわかっているつもりだ。奈子を守ってやってくれ」

　穂波がきょとんとして夫を見る。

「あら、行高さんってば。さっきまで奈子ちゃんを連れて帰るって息巻いてなかった？」

　行高は奈子の方にちらりと目を向けた。奈子が口を引き結んでジッと見つめるので、慌てて紅茶のカップを手に取る。

「むっ、いい香りだな」

　行高は宗一郎の紅茶を味わい、時間を稼いでから言い訳をした。

「だから、それはつまり、意気込みということだ」

「なにそれ」

　穂波が訝しそうに目をすがめる。行高は宗一郎に助けを求めるように、すぐに話を切り替えた。

「ところで、ＴＯＢのことは宗一郎くんがなんとかするんだな」

　宗一郎はにっこりした。

「ええ、問題はありません」

　買収の件は宗一郎が方を付ける。それ以上のことを奈子の前で話して余計な心配をさせるつもりはないのだが、宗一郎としても、杉咲が書いた記事について問い詰められるよりは都合がいい。

　行高が小難しい顔をして腕を組んだ。

「大変な局面だと思うが、こういうことについては、宗一郎くんのやり方を信頼している。きみはきっと成功させるだろう」

「ありがとうございます。あかり銀行にも無理をお願いすることになりますが」

「たいしたことじゃないよ。私にできることがあればいつでも頼ってくれ」

　行高はそのまま鬼灯グループ全体の経営を真剣に語り始めた。奈子が焼いたスコーンを食べ終えるまでは黙って話を聞いていた穂波が、ついにバスケットを空っぽにしてしまう。

　退屈を持て余した穂波は、ふと宗一郎を見て首を傾げた。

「ねえ、宗一郎くんって、奈子ちゃんのどんなところが好きなの？」

　奈子がギョッとしてカップを取り落としそうになる。

「ちょっと、お母さん」

「あら、いいじゃない。奈子ちゃんだって本当は、気になるよね」

　奈子は宗一郎と目を合わせた。拗ねたように口を尖らせているけれど、多分、宗一郎の返事にちょっと期待している。

　真っすぐに見つめると、不意にまつげを伏せる奈子があまりにかわいかったので、宗一郎は率直に答えた。

「垂れ目なところですかね」

　奈子が不満そうに顔をしかめる。

　宗一郎は思わず笑っていた。奈子の両親がいないなら、今すぐにキスをしたいくらいだった。

「それから、俺をいつも正直でいさせてくれるところ。一生懸命に好きでいてくれるところ。俺のせいでつらい思いをさせたのに、仕事からは逃げないところ。本棚の前に立って目を輝かせるところとか、ちょっと夢見がちなところとか」

　いたずらっぽく片眉を上げる。

「婚約が決まってから、俺が受けた取材の記事を熱心に読み込んでいたところとか」

　奈子が頬をパッと赤くした。

「どうして知ってるの」

　宗一郎は肩を竦めた。

「雑誌を書斎に忘れたことがあるだろ」

　まだふたりが入籍をする前、引っ越しの準備でたまたま書斎に足を踏み入れた宗一郎は、ソファの上に経済誌が置きっ放しになっているのを見つけたことがあった。表紙には宗一郎の写真が使われ、鬼灯グループの特集を組んだページには、付箋がいくつも貼られていた。

　奈子が宗一郎に冷たい態度を取っていた頃のことだ。

　たとえ送ったメッセージにはろくな返事をしなくても、宗一郎のインタビュー記事を隅々まで読んでいるのを、かわいく思わないわけがない。

　奈子がふいっと目を逸らして口ごもる。

「……ほんとにいじわるなんだから」

　宗一郎は義父母に向き直って答えた。

「今のはおふたりと、奈子だけに打ち明けることです。これから先、どんなことがあっても、決して奈子を他の誰かに晒すことはしません」

　奈子との結婚を仕事に役立てることも、杉咲の作った悪意に触れさせることも二度とない。たとえ奈子の好きなところを教えてくれと頼まれても、宗一郎は答えない。

　宗一郎はずっと、奈子をひとりじめしてみせる。

　穂波が宗一郎を試すようにジッと見返す。それからふと、満足そうに笑った。

「気が合いそうでよかった。私も、奈子ちゃんの垂れ目は特別かわいいなって思ってたの」




　両親を玄関まで見送った後、奈子が宗一郎のシャツの裾を掴んで言った。

「私、知らなかったです。宗一郎さんが私のこと、あんなふうに思ってるって」

　ずっと自制をしていたので、宗一郎はなにをするよりも先に、奈子のつむじにキスをした。

「きみは？」

　奈子を覗き込んで首を傾げる。

「俺のどんなところが好き？」

　奈子がムッとして背を向け、リビングに引き返していく。

「教えてあげない！」

　宗一郎は笑って奈子を追いかけた。

　奈子は宗一郎のことをまだよく知らない。

　宗一郎にしてみれば、奈子のどんなところが好きか、到底言い足りないくらいなのだ。宗一郎が奈子をどのくらいかわいく思っているかも気付いていないし、どうやって甘やかしたいと思っているかもわかっていない。

　でも今はもう、急がなくていいはずだ。

　ふたりの前には永遠があるのだし、もうすぐ宗一郎は、奈子をどれだけ愛しているか、世界中に宣言することになるから。

　それまでどうか、待っていて。




【完】










あとがき




　こんにちは、ふじさわさほです。このたびは『婚前契約書により、今日から私たちは愛し合う～溺愛圏外のはずが、冷徹御曹司は独占欲を止められない～』をお手に取ってくださり、ありがとうございました。




　スコットランドのグレトナ・グリーンは、イングランドのカーライルから約十マイルを北上したところにある小さな町です。

　十八世紀頃、イングランドでは両親の承諾がある二十一歳以上の男女でなければ婚姻を認められませんでした。家柄や年齢のせいで夫婦になれないふたりは、反対する家族を振り切ってスコットランドまで馬車を走らせます。追いつかれる前に結婚してしまわなくてはいけなかったので、国境からいちばん近くにある鍛冶屋へ駆け込み、いつもは鉄をくっつけている親方を証人に誓いを立てて結ばれました。

　グレトナ・グリーンに憧れた奈子のように、今でもたくさんの恋人たちが鍛冶屋を訪れ、金床を前に永遠の愛を誓うそうです。




　担当の須藤様、編集協力の鈴木様には、心からの感謝を申し上げます。宗一郎がカッコいいのはおふたりのおかげです。

　カバーイラストをご担当くださった、椿野イメリ様にもお礼を。奈子の上品な可憐さはもちろんのこと、婚前契約書やバラと蔓梅擬のいけばなまで描いていただき、感慨無量です。本当にありがとうございました。

　刊行にあたりご尽力くださいました出版社の方々、励ましてくれた家族、ときどき執筆を妨げる猫たち、熱心なファンでいてくれる友人、お礼を申し上げたい方はたくさんいますが、ページの制約のため、最後は読者の皆様に格別の感謝を申し上げます。

　ベリーズ文庫で現代日本を舞台にした恋愛小説を刊行していただくのは、私にとっては七年ぶりのことです。待っていてくださった皆様のおかげで、本作を書き上げることができました。

　ありがとうございました。またいつかお目にかかれることを祈って。




ふじさわさほ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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